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　夢を見ている。




　そう自覚しているのに、いまの自分は目を閉じたままだ。

　夢のなかで、これは夢だと思いつつ目を閉じているのも妙みような気がする。

　そうだ起きなくてはと、アイリは我にかえって体を動かそうとした。

　その途と端たん、ふわりと漂ただよった香かおりに記き憶おくを刺し激げきされた。

　──なんだろう、この匂におい。知ってる……前にどこかで……

　目を閉じたまま記憶をたどっていくと、なにか温度のあるものが自分に近づいてくるのに気づく。

　あたたかく、やわらかいものが唇くちびるに触ふれた驚おどろきに、アイリは途端に目をみひらいた。

　ふわりと離はなれていったのは、白い人の顔だ。

　漆しつ黒こくのふたつの瞳ひとみは、きらきらと楽しげに揺ゆれ、淡あわく朱しゆに色づく唇が妙に目についた。

「あれ、起きちゃった？」

「なっ、なんっ……あ、あなたは……」

　いま自分の唇に触れたのが、目の前の青年の唇だと気づき、アイリはわけもわからず口元をごしごしこする。

　一いつ瞬しゆん相手が誰だれだか思い出せず顔をしかめたが、すぐに記憶が甦よみがえり体がこわばった。

「……コゲツ」

　ベッドの脇わきに立つ青年は、一見すると人目を惹ひきつけてやまない美しさだった。

　だがその美び貌ぼうの下には、平気で人を傷つけられる残ざん酷こくさがあることをアイリは知っている。

　目の前の相手は、普ふ段だんはヤギの頭ず蓋がい骨こつをかぶり、強力な呪じゆ術じゆつを駆く使しする術師なのだ。

　しかも反政府組織である、『黒の七星旅団』の一員として暗あん躍やくする人間であり、いっときも油断はできない。

「久しぶり。君の相棒パートナーはいまもしっかり呪のろわれてる？」

　麗うるわしいという言葉がぴったりのコゲツは、優ゆう雅がに長い黒くろ髪かみを背にはらいどこか楽しんでいる風ふ情ぜいだ。

「ハイヅカさんのことなら、なにも答えません！」

　怒いかりをこめてアイリはコゲツをにらみつけた。

　なにしろアイリの職場の相棒ことエン・ハイヅカは、七聖府ザインでも知らぬ者はないほどの大だい凶きよう体質の持ち主だ。

　いまやアイリの有り余る幸運体質があるからこそ、ハイヅカの日常生活が成り立っているともいえる。

　だがそのハイヅカの凶運こそ、目の前のコゲツが原因であり、いまもなお逃のがれられない呪いとなって彼を苦しめていた。

　なによりコゲツは、幼い頃ころにハイヅカの気持ちを利用し、その想おもいを裏切り踏ふみにじったのだ。コゲツがハイヅカにした仕打ちはとうてい許せることではない。

「もー、愛あい想そ笑わらいのひとつもできないのかな？　せっかく君への特別な贈おくり物をしたところなのに」

　そう口にされアイリはひやりと背筋が冷えた。

「さっき……私になにをしたの!?」

　アイリの動どう揺ようを感じとったのか、コゲツはじつに愉ゆ快かいそうに唇を笑えみの形につりあげると「知りたい？」とささやく。

「……いや、やっぱりいい。いわなくていいです！」

　たとえ何をされたのであれ、相手がこの青年であっては知らない方が幸せな気がする。

　──呪のろいだ。絶対にこの人がなにかしたなら、そんなの呪術に決まってる！　目が覚めたらもう死んでるとか、それともこのまま永遠に目が覚めないとか、いっそこの悪夢が……

　アイリの思考がどんどん悪い方へと向かっていくのをコゲツの声が遮さえぎった。

「失礼だなぁ、人をそんな害虫みたいに」

　まったく悪びれない態度でコゲツが近づいてくる。

　アイリは必死に距きよ離りをとろうとしたが、コゲツはアイリの両手首を握にぎると、頭上に引き上げるようにして押さえこんでしまった。

「放して！　近づくのも触さわるのもやめてください。私、あなたのこと嫌きらいなんです」

　嫌けん悪お感かんと怒りをこめて、アイリははっきりと言い放つ。

「だいたい、人の寝ね込こみを襲おそうなんて卑ひ怯きような真似。呪じゆ術じゆつ師しのくせに、いったいなに考えて人の夢にまで……って、夢……？」

　自分で口にしてみて、アイリはいまの状じよう況きようを整理しなければと焦あせった。

　──そうだ。ここは私の夢のなかで、でもどうしてかこの男がでてきて、なんだか妙な具合になってる。目が覚めればこいつも消える!?

　ぐるぐると自分の正気を疑うはめになったアイリに、コゲツは珍ちん妙みような生き物を眺ながめるように視線を落とす。

「まぁったく、寝込みを襲うのは卑怯だって？　仕方ないだろ、これは君の夢なんだから当然本人は寝てるわけだ。だいたい卑怯こそが我が人生の指針。姑こ息そくに人をはめるのも、蔑さげすむのも辱はずかしめるのも、楽しいからね」

　まるで気に入りの食べ物でも羅ら列れつするようなコゲツの口調に、アイリは一瞬にして血の気が引いた。

　コゲツが言うようにここが自分の夢だとしても、どうもようすが変なのだ。

　だいたいどうして夢にこの男があらわれて、こんな目に遭あわされてまで自分は目を覚まさないのか。

　──やっぱりいまの状態も、コゲツがなにか術とか呪いを使ってるってことなの？

　いくら現実でないとはいえ、危険な呪術師に腕うでをつかまれている状況に恐きよう怖ふを感じ、アイリはなんとか自分の腕を取り返そうともがく。

「まぁ、暴れずに聞きなよ。あんまり騒さわぐならおとなしくさせようか？」

　その声のあまりの冷たさに、アイリはぴたっと動くのをやめた。本能が「いまは逆らうな」と危険を告げている。

「私ときたら人を玩具おもちやにするのが生き甲斐がいだからね。こないだ懐なつかしい幼なじみとも再会したばかりだし、ぜひともその相棒パートナーである君に、改めてご挨あい拶さつがてら贈り物をしたくて。で、いまのキスなんだけど──」

「キッ……、キスとかそんなわけ……」

「あ、認めないってことー？　目を閉じててわからなかった？　じゃあもう一回」

　コゲツの見た目の華きや奢しやさを裏切る力が手にこめられ、アイリは手首の痛さに悲鳴をあげた。

「わかった！　わかったから。目を閉じてても開いてても、もう二度と絶対にごめんです！」

　それだけは許さないと気き迫はくをこめてにらみつけると、コゲツはアイリの青みがかった菫すみれの瞳をのぞきこんで満足そうな笑顔になった。

　コゲツは相手を怯おびえさせることにこそ喜びを覚える人間だ。人を苦しめるためなら手段を選ばないだろう。

　いまアイリが感じているのは、このままコゲツになぶり殺されるかもしれないという生命の危機だった。それでも、自分が怯えているのだと悟さとられたことが悔くやしくて、ぎりっと奥歯を嚙かみしめる。

「そいつは残念。じゃあ楽しかったお礼に教えておいてあげよう。さっきのはただのキスじゃない。私からの祝福で君への贈り物だよ」

　コゲツのにこにことした笑顔は邪じや気きがなさすぎて、それがかえって禍まが々まがしい。ひどく嫌いやな予感を与あたえるものだった。

　なにしろこれまでアイリが目にしたコゲツが施ほどこした呪術や企たくらみは、人の命を奪うばい弄もてあそぶ残酷なものばかりだ。

「あ、信じてないね。ほんとだって、これから君の幸運は増していく。それはもう、運気が上じよう昇しようしまくりの天てん井じよう知しらず。どんな不幸も寄せ付けない。そんな運気を手に入れるよ」

　どうだといわんばかりに胸をはるコゲツに、アイリは思わず顔をしかめる。

「そんなものいらないですけど。だいたい幸運なんて売るほどあるのに、どっちかっていうと迷めい惑わく……」

　アイリにとっての幸運とは、有り余りすぎて、一回と半分まわって不幸になるほどのありさまなのだ。コゲツの言葉の通りだとすれば、それは結局アイリにとって呪術と変わりはない。

　そんな相手に手をつかまれていることに嫌悪を覚え、アイリが今度こそ手をふりほどこうと思い切り力をいれると、コゲツがぱっと手を離はなした。

「わぁっ！」

　勢い余ってベッドに転がったアイリは、そのままベッドの反対側へと転がり落ちて尻しりを打つ。

「痛っ！　もう、あなたの考える通りになんてさせな──」

　声を荒あらげて立ち上がると、そこはもう自分の部屋の床ゆかの上だった。

「………………あれ？　私、起きてる？」

　目が覚めたというのに、感情と感覚がついていかずアイリは戸と惑まどう。

　夢のなかで体験したはずの出来事は、どこか妙みように生々しく、つかまれていた手首にも痛みがじわりとひろがっている。

　アイリは無意識にそこをさすりながら、いつのまにか自分が鳥とり肌はだを立てているのに気づいた。

　──いまのって……夢？　でも相手があのコゲツなら、人の夢にまで干かん渉しようして呪いをかけるぐらいできるのかも。それにさっきいってたこと。もし本当に、妙な呪術をかけられたんだとしたら……

　普段から幸運が過ぎていっそ不幸というアイリにとって、コゲツが口にした幸運度がさらに増すなどという事態は、それこそ呪じゆ詛そ以外のなにものでもない。

　思わず唇くちびるに触ふれられたことまで思い出しそうになり、アイリは目をつぶってもう一度口元をこすった。

「ないない、全部夢なんだから。だいたいあの人の夢みたなんて、ハイヅカさんにいえるわけないんだし！」

　不安はうずまいていたが、そう口にして悪夢をぎゅっと意識の底に押しこめてしまう。

　とにかく、明け方のひどい悪夢だったのだと思いこもうとした。

　部屋のカーテンをみれば、外はもう明るくなってきているようだ。

　少し早い時間ではあったが、アイリはもう眠ねむる気にもなれず起きてしまうことにした。

　このあと、一いつ緒しよに出勤することになる相棒の顔を思い浮うかべて苦く笑しようする。

　──コゲツのことではハイヅカさんも落ちこんでたし、もう思い出させたくない。

　そう考えると、なおさら悪夢のことはさっさと忘れようと、アイリは気持ちを切り替かえて出勤の支し度たくをすることにした。

　時間があるのを幸いに、今日は念入りに身支度する必要があるとアイリは自分のコレクション棚だなを見た。

「さ、今日はなにつけていこう」
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　まばゆい朝日を浴びつつ、アイリはいつもの出勤路を歩く。

　気温はやや肌はだ寒ざむくも感じられるが、徐じよ々じよに日が昇のぼるさわやかさのなか、アイリは大きなあくびをもらした。

「ふ、ぁああ～あ……」

　その数歩先を歩く長身の男は、アイリの職場の同どう僚りようであるハイヅカだ。

　ふたりは幸運、不運というお互いの体質を補い合うために相棒パートナーをくまされ、就業時間以外も一緒に行動するように上司から命じられている。

　そして先を歩いていたハイヅカにも、アイリの大きなあくびが聞こえていたのだろう。

　ハイヅカは、振ふり向いて眉まゆをひそめる。朝日の下、艶つやのある黒くろ髪かみがいつもより少しだけやわらかに見える。

　その銀灰の瞳ひとみは鋭するどく人を近づけがたいが、間近に見るとそれは静せい謐ひつな雪空を思わせる美しさだとアイリは知っていた。

　だがいまは、その瞳もあきれたような色を浮かべている。

「なかなかに盛大なあくびだな。それにお前、朝方寝ぼけただろ、すごい音がしたけどベッドから落ちたか？」

「……聞こえてましたか」

　明け方の悪夢をなかったことにしたいと、アイリが足あし下もとの影かげに視線を落とすと、ハイヅカはアイリの襟えり元もとに手を伸のばす。

「しかもすごく顔がはれてるうえに、なんだその無む駄だにでかい首くび飾かざりは」

　ハイヅカが眉をひそめたのも無理はなかった。

　今日、アイリの制服の下に無む理り矢や理り押しこまれているのは、『夜に木々を駆かけ魂たましいを狩かる』といわれる伝説の黒くろ猿ざるの頭を模したネックレスで、不気味なことこのうえないのだ。

「いいんです。不ふ吉きつな夢をみたので、魔ま除よけのさらに魔除けみたいなもんです」

　はたから聞くと悪夢をみたうえ、呪のろいのアイテムを身につけるのはつじつまがあわない。

　だがアイリに限っていえば、その幸運体質が過ぎて当人の望まぬ結果を呼び寄せることもあるだけに、呪具を持つことで自分の幸運を相そう殺さいする効果を望んでのことだ。

　──もちろん、いまじゃハイヅカさんが相棒だから、それだけで最大限の幸運が相殺されそうなものなんだけど。

　そう考えたアイリは、ふと夢で聞いた言葉を思い出して不安になった。

　──コゲツがいってた、運気が上昇しまくりで不幸を寄せ付けないっていうのって……まさかハイヅカさんの不幸すら寄せ付けなくなるなんてことは……まさかね、いまだってこうして一緒に通勤してるわけだし。

　そもそも夢の話をこれ以上気にすることは、自分がコゲツに負けているようで不ふ愉ゆ快かいでもある。

　アイリは眠い目をこすりながら、『七聖府ザイン』の本庁へと入っていった。




　七聖府と呼ばれているアイリの職場は、七つの都市を統すべる公おおやけの機関だ。

　大陸すべての都市の要かなめとなる『七聖守護物ザインタリスマン』を守るために存在しているのが、アイリが所属する『七聖守護物対策室』と呼ばれる部署である。

　かつてこのアルステラ大陸に訪おとずれた世界の危機に、ウィッカと呼ばれる魔ま術じゆつ師しが人々に特別な守護物を与えこの地を救った。

　七つの守護物は、『七聖守護物』と呼ばれ、それ以来、この大陸では守護物や呪じゆ物ぶつが人々の暮らしにじかに関かかわるような力を持っている。

　自然環かん境きようや農作に関することはもちろん、病気や怪我けがの治ち療りようにも効果のある守護物が作られるようになり、呪物もまた魔除けとして、外敵を退ける力を発揮した。

　しかし近年、七聖守護物を狙ねらい、破は壊かいしようとする反政府組織『黒の七星旅団』による事件が頻ひん発ぱつしている。そうした事件に関わる捜そう査さを専門に行う特とく殊しゆ機関として設立されたのが、『七聖守護物対策室』だった。

　七聖府の総責任者お墨すみ付つきで、華はな々ばなしく設立されたはずの『七聖守護物対策室』は、なぜか本庁のなかでも、地下に部屋を構えている。

　えり抜ぬきの人員で構成されている特別な部署だというのに、人目をさけるような場所ではある。

　広さは十分ある地下階ではあったが、出勤するなり日の光とお別れしてしまうのは、一いち抹まつのわびしさがあった。

「おはよーございまっす」

　新人らしく挨あい拶さつを欠かさずアイリが部屋に入ると、対策室には同僚であるダリウスやアダムの姿があった。

　まだ朝も始まったばかりだというのに、室内にはどこかけだるい空気が漂ただよっている。

「……──っす」

　あいかわらず資料を山積みにしたデスクの向こうから、聞き取れないような返事があった。

　本の山の隙すき間まから、さらりとした金きん髪ぱつをのぞかせているのは、まだ十五歳のダリウス・フロストだ。元研究室所属だったダリウスは、七聖府でも最年少の十二歳にして入省を果たした頭脳と実力の持ち主だ。

　しかし十五歳になったいまも、それほど背せ丈たけは増しておらず、態度だけは大人顔負けの自信家でもある。

「おふたりとも、おはようございます」

　そのはす向かいのデスクに座るアダム・サイクスは、見た目は怜れい悧りな美び貌ぼうの持ち主だが、その本ほん性しようは対策室唯ゆい一いつの癒いやし系の呼び名も高い、しっとりほんわかした人物でもあった。

「あの、サイクスさん……出勤そうそうなんですけど。今日はシャツの裾すそが上着の間から『こんにちは』してますよ」

　アイリが控ひかえめに指し摘てきすると、アダムは「おや」というように、自分の制服がありえない着こなしになっているのを品よく指でなでた。

「これは失礼、すぐに直しますね。今日は完かん璧ぺきにしまいこんだと思ったのですけどね、なかなかシャツを手なずけられなくて」

　容姿も性格も、そして警備の腕うでもスペシャリストといってもいいアダムの、唯一ひと並みでない『不完全な身だしなみ』はいつまでたっても健在らしい。

　いつもと変わりない対策室の朝の風景を横目に、アイリは自分のデスクに向かいながらため息をもらした。

「まだ、ミッドパレスへの調査許可は下りないんでしょうかね？」

　そのつぶやきに、室内にいた全員の表情が微び妙みように曇くもる。

「妙に決裁に手間取ってるってのが怪あやしいよな……」

　返ってきたハイヅカの声も不満そうなものだ。対策室が都市ミッドパレスへの調査派は遣けん申しん請せいを出してから、もうずいぶん日にちが経たっていた。

　いまから一月ほど前。

　七聖守護物ザインタリスマン対策室の一同は、貴族が多く暮らす豊かな都市、ヘヴンリーパレスで行われる都市再生記念式典に特使として招かれた。

　その式典は十五年前、反政府組織である『黒の七星旅団』がミッドパレスで引き起こした、『落日の礼拝』と呼ばれる事件にまつわるものだ。

　当時被ひ害がいが大きかったミッドパレスへ真っ先に救済の手を差し伸べたのが、豊かなヘヴンリーパレスの人々であった。それ以来、両都市は再生記念式典を通して交流を深め、毎年ヘヴンリーパレスで再生記念式典が行われている。

　再生記念式典が行われる間アイリたちを屋や敷しきに招いてくれたディクソン家は、『星ほし鎮ちん守じゆ』と呼ばれる家いえ柄がらだった。

　星鎮守は各都市に存在し、七聖守護物を預かり任されている栄はえある立場だ。

　だがそのディクソン家の跡あと取とり息子むすこリアムが、知らずに『黒の七星旅団』の呪じゆ術じゆつ師しにつけこまれ、七聖守護物を危険にさらす事態となっていた。

　リアムをだまし、まんまとディクソン家に入り込んでいた呪術師こそ、昨夜アイリの夢に出てきたコゲツであり、その性根の悪さならではの悪質なやり方で彼を苦しめていたのだ。

　──やだな、このこと考えるとまたコゲツのこと思い出すはめに……

　昨晩の悪夢が、本当にコゲツの呪のろいだとすれば大問題だ。

　しかしそうではなかったとすれば、どうして自分がそんな悪夢をみたのか、アイリは己おのれの正気を疑いたくなる。

「うぅぅ、でも夢でみた呪いなんて、どうやって確かめたらいいの」

　悪夢の内容が内容だけに気軽に相談もできず、アイリがデスクでうなっていると、ヒールの音が高らかに聞こえてきて対策室の扉とびらがひらかれた。

　あらわれたのは、対策室をまとめる主任のシアーズだ。今朝も金茶の巻き毛を優ゆう雅がにゆらして、メイクにもぬかりはない。

「はい、全員そろってるわよね。おはよう」

「おはようございまーす」「おはようございます」「ざいまーす」「……」

　てんでばらばらに返ってくる挨拶に、シアーズはやや唇くちびるをひきつらせつつ、「はい、ダリウス。自習はそこまでよ、ここから対策室勤務時間に切り替かえてくれるかしら？」と注意する。

　軍部出身であるシアーズのオリーブグリーンの瞳ひとみは鋭するどいが、意外に忍にん耐たい強づよい一面ももっていた。

「残念ながら、何度もせっついてるミッドパレスへの派遣については、まだ決裁が出ない状態よ。気持ちはわかるけど、そんな顔しない」

　シアーズ自身も不本意なのだろう。対策室全員の顔を見み渡わたしてから、仕方なさそうに首をすくめる。

「今日話をするのは、来週にある創立記念日についてのことよ」

　そういってシアーズは、会議用の黒板に手早く言葉を書き付けた。

　並べて書き込まれたのは、『七聖府ザイン創立記念』と『七聖守護物ザインタリスマン礼らい賛さんの儀ぎ』の二つの言葉だ。

「あぁ、もうそんな時期か」

　ハイヅカの言葉に、ダリウスとアダムが同意をしめすように小さくため息をついたが、アイリは手を挙げて質問した。

「すみません。その『創立記念』はともかく『七聖守護物礼賛の儀』っていうのはなんですか？」

　この七聖府が七聖連合の政府機関である以上、その創立記念とくればアルステラ大陸の全都市に関わる大きなイベントだろう。

　だが、もうひとつの儀式めいた名めい称しようは、アイリが初めて目にするものだった。

「あぁ、アイリはまだ七聖府にきて一年目だものね」

　知らないのも無理はないとシアーズはアイリを見つめる。

「創立記念は、まぁ、簡単にいえばセントパレスの市民と各都市に対して、七聖府の存在意義をアピールする盛大なお祭りよ。ただそのお祭り騒さわぎのなか、じつは人知れずこのセントパレスの七聖守護物も手入れされてるってことなの」

「人知れずっていうことは、公にはできないってことですよね？」

　その理由自体はアイリにも想像できた。

　他ほかの都市でも、七聖守護物についての詳しよう細さいは通常公にはされていない。

　基本的には、その守護物の管理や手入れを星ほし鎮ちん守じゆがまかされてきたのだ。

　さらに十五年前に、『落日の礼拝』の事件が起き、ミッドパレスの七聖守護物が狙われてからというもの、どの都市でも七聖守護物が不用意に人目に触ふれることがないよう警けい戒かいしている。

　このところ、関かかわる事件に星鎮守がからむことが多かったこともあり、アイリははたと気づいた。

「あの……じゃあこのセントパレスにも、星鎮守がいるってことなんですか!?」

　そのことに思い至らなかったことに自分でも呆あきれる。

　アイリが育ったヘヴンリーパレスでは、人づてに七聖守護物について噂うわさを聞くこともあった。

　だが七聖府に入省してしまうと、もはやセントパレスはひとつの都市というよりも全すべての都市に関わる場所という印象が強くなる。そのため、セントパレスの七聖守護物だけに意識を向けることがなかったのかもしれない。

　つい声が大きくなったアイリの質問に、隣となりに座るダリウスが椅い子すの脚あしを軽く蹴けりつける。

「そりゃ、入省一年目のぺーぺーに逐ちく一いち教えられるわけないだろ。無知な君のことだから、これまで深く考えたことすらなかったんだろうけどね」

　図星をさされてアイリはダリウスをにらみつけたが、シアーズの動作にハッと顔をあげた。

　シアーズは意味ありげに赤い唇をきゅっとすぼめると、手入れされた指先をそこに押し当てた。

「新入りちゃんにはほんとは秘密だけど、この対策室勤務となった以上、アイリにも知っといてもらわないと業務上支障があるわね」

　そういって、シアーズは自分の足あし下もとをヒールの踵かかとでコンコンと鳴らす。

「基本的に、セントパレスには星鎮守はいないわ。正確にいえば、本来の役割通りこの七聖府ザインが管理してるの」

「じゃあ……七聖府が星鎮守でもあるってことですか」

　七聖連合の議会が公こう認にんしているのであれば、おかしいことではないのだろうが、思いもよらない答えにアイリはぽかんと口をあけた。

「そっか。他の都市にはその街をまとめてる家が昔からあるけど、ここは他の都市全体の意見をまとめる議会があるわけですから、個人の家にまかせることはしないってことですか」

　アイリの言葉に、シアーズがよくできましたといいたげにうなずく。

「ともかく、七聖守護物ザインタリスマンに関する『礼賛の儀』については、研究室が感謝や浄化の儀式も担当してるって話よ。そうでしょダリウス」

　もともと研究室に所属していたダリウスは、七聖守護物の管理にも関わったことがあるようだ。

「そうですね。詳細はもちろん部外秘ですけど、必ずお偉えら方がたは視察にこられます」

　ダリウスが答えたときだった。

　対策室の扉がノックされたかと思うと、開かれた扉の向こうに対策室室長であるコーネルがあらわれた。

　四よ十そ路じも過ぎた頃ころの小こ柄がらな人物は、眠ねむそうにも見える細い両目に、わずかに微び笑しようしているような口もとで、かえって感情がわかりづらい表情だ。

「やぁ、おはようさん。お、ちょうどいいタイミングかな……」

　コーネル室長はそういうと、自分の制服のポケットから小さな箱を取り出した。

「あ、それは──」

「そうそう、もうイスフェルド君もずいぶん扱あつかい慣れてきたんじゃないかな。七聖守護物用のタロットカードをどうぞ」

　きさくに告げたコーネル室長は七聖府においても、上層部に籍せきをおく切れ者だ。

　だがその言動がどうにもゆるやかな調子のため、柔にゆう和わな印象を与あたえる。

　コーネル室長は、起きているのかどうかもわからない目をアイリに向けると、「どうぞ」といわんばかりにタロットの入った箱を差し出す。

　アイリはそれを受け取りつつ、いましがた話題になったばかりの七聖守護物のことを思い浮うかべた。

　その視線が、コーネル室長とぴたりと合うと、「うん」とうなずき返される。

「そうそう、ご明察。ほらじきに創立記念日なわけだけどさ、同どう僚りようのこわいおじさんたちが最近気をもんでてねぇ」

　室長の言葉に、隣に立っていたシアーズが小さく毒づいた。

「このところの星鎮守の度たび重かさなる不ふ祥しよう事じも一因なんでしょうけど。だからって、創立記念日になにか起きれば、責任を対策室うちに押しつけようって魂こん胆たんもみえすいてますわね」

　確かに公おおやけにはされていないものの、星鎮守の七聖守護物ザインタリスマンに関する不祥事は相次いでいる。

　いまや各都市の七聖守護物が、必ずしも安心できる管理体制にあるとはいいがたかった。

「まぁねぇ。ここはそのために作られた部署みたいなもんだからね。『黒の七星旅団』の動きも活発になってきたことだし、そこへきてこの創立記念日だ。やっぱり上もぴりぴりしてるよ」

　わかるだろう？　といいたげなコーネル室長の言葉に、席についていたハイヅカが声をあげた。

「まさかこういった行事だの、世間への体面のために、やっかいごと押しつけてポイのための部署だとか……」

　独り言めいてはいたが、あまりにも率そつ直ちよくすぎるハイヅカの言葉を、シアーズが慌あわててさえぎる。

「ハイヅカ！　思っててもそういうことはいわないの。大人って大変なんだから。そうでなくても、室長はあんたの凶きよう運うんをはじめ、この部署の面倒ごとを一手に引き受けてくださるあまり、心労でこのごろじゃ瘦やせてきちゃって……」

　日ひ頃ごろから、室長を一番近くでみているからだろう。コーネル室長のへたり具合を気にかけているらしいシアーズは、その肩かたをぽんとコーネル室長本人にたたかれる。

「ご心配ありがとうシアーズ女史。でも、これも僕の仕事だからね。うん、ちょっと瘦せたり眠れなかったり、胃薬と友達だったりするぐらい、上司としてのたしなみだよ」

　うんうんと、どことなくもの悲しい笑えみを浮かべるコーネル室長に、誰だれもがいたわるような悲しげな視線を寄せた。

「で、今回もなんだけど、イスフェルド君に、七聖府ここにある七聖守護物のことを占うらなってみてもらいたい」

　アイリの予想通りではあったが、そう告げたコーネル室長の次の言葉は意外なものだった。

「ただ……今回の占いに関しては、実のところ本気でヒントをあげられなくてね」

　それぞれの都市に与えられた七聖守護物は、『ファティマの手』や『聖せい杯はい』などその形状や特とく徴ちようもさまざまだ。

　アイリが占いに使うタロットカードは、それら七聖守護物に関する事こと柄がらを導き出せるといわれているが、その対象がなんであるのかまったく不明ではさすがにやりづらい。

　だがコーネル室長の言葉のあとに、アイリの隣でダリウスがぼそりとつぶやいた。

「セントパレスの七聖守護物ザインタリスマン不在説……ですか」

　思わずぎょっとして、アイリはダリウスを見た。

「なんですか、それじゃまるで──」

　だがダリウスの衝しよう撃げき発言に、室内の誰もがどことなくすっきりしない表情で視線を交かわしあう。

　どうやら七聖府ザインの職員の間には、不ふ穏おんな噂うわさがあるらしい。

　そんな場の空気をくだくように、コーネル室長がやんわりと口をひらく。

「いやいやいや。そんなことはあくまで噂話の、『そんなことがあったら驚おどろくねー』という程度のものだよ。だいたい七聖守護物が失われてたら、それこそここが無事のはずもないだろう？」

　七聖府の創立記念式典は、表だった華はなやかな行事だが、その中心にあるはずの七聖守護物については、人知れず儀ぎ式しきが行われるせいで様々な憶おく測そくを呼ぶのだろう。

「とにかく、セントパレスでの七聖守護物の取り扱いは、厳重に管理されているはずだよ。なにしろ『黒の七星旅団』みたいな組織につけ狙ねらわれてるだろうからね」

　ははは、と軽かろやかに笑ってみせるコーネル室長だったが、「ただし」とつづける。

「残念なことに、七聖守護物の詳しよう細さいについては、我々上層部にもあまり知らされていないんだ。研究室で『七聖守護物礼らい賛さんの儀』に関わっている、室長のエルヴィン・トリニックなら詳くわしいはずなんだけど。ねぇ？」

　そういってコーネル室長はダリウスに水をむけたが、ダリウスは綺き麗れいな顔を思い切りしかめた。

「残念ながら、僕ではご期待に添そえません。トリニック室長と僕は常に意見が一いつ致ちすることがなくてですね……。かつての上司をとやかくいいたくはないですが、彼の『賢けん者じやの杖つえ』に対する執しゆう着ちやくは、正直ついていけないところがありましたからね」

　不ふ愉ゆ快かいそうにゆがめられたダリウスの表情を見ると、本当に相あい性しようが悪かったのだろう。

「『賢者の杖』ってなんなんですか？」

　またしても耳慣れない単語をアイリは不思議に思ったが、その質問を聞いてダリウスの不ふ機き嫌げんに拍はく車しやがかかる。

「そんなものに興味なんて持たなくていい！　眉まゆ唾つばのうさんくさい予言だってみんな知ってる。それをいつまでも、意地になってひねくりまわして……」

　それ以上説明する気はないのか、ダリウスは唇くちびるをゆがめてぶつぶつと文句を言いつづけた。

　結局具体的な情報もないまま、アイリは腹をくくる気持ちでデスクに向かい、カードの箱に指をかける。

「じゃあ、七聖守護物がなにかはわからないけど、今回の創立記念日に関して占えってことですね」

「うーん……まぁ、そういうことだね」

　あまりにも漠ばく然ぜんとした占いを要求されているものの、上司命令では逆らえない。

「とりあえず、なにか状じよう況きようを限定しないとカードの選せん択たくと解かい釈しやくができないので、『今回の創立記念が七聖守護物ザインタリスマンにどう関わるか』という内容でみてみますね」

　タロットの占せん術じゆつ方法としては、アイリはスリーカードを試ためしてみるつもりだった。

　前回の任務で行った際には、〈過去、現在、未来〉の三枚のカードを基準に読み解くこの方法が、なかなかの精度だと感じられたからだ。

　アイリは渡わたされたカードをデスクの上に広げると、右回りに混ぜはじめる。

　するするとデスクを滑すべるカードを一度束にして集めると、それを三つの山にわけた。

　さらにそれを真ん中、右、左と積み、再びひとつの山にする。

　以前にも味わった感覚を呼び起こそうと、アイリはすっと息を鼻から吸い、ゆっくりと深く唇から吐はく。

　何度か繰くり返し呼吸を落ち着けてから、まぶたを閉じ、一番上のカードに手を置いた。

　──あ、まただ。

　暗い視界がぐらりと傾かたむくような感覚と、体が徐じよ々じよに回転していくような不安定さを感じて怖こわくなる。だが今度は怯おびえまいと意識を集中しつづけると、うっすらと細い絹糸のような光の線がふわりと浮かんで流れた。

　水みな面もをたゆたうようなその光の糸は幾いく筋すじも増え、形をかえ、ゆらゆらと美しい模様をうみ出す。

　やがてその光の筋にぽつぽつと輝かがやく光がまといつくようにあらわれ、小さな星のビーズを通したようにあたりを流れ始めた。

　──なんだか……光の渦うずのなかにいるみたい。

　その光の粒りゆう子しのひとつひとつが、急速に輝きを増し、自分のほうへと飛んでくることにアイリは気づいた。直感めいたものがあり、その光に手を伸のばす。

　ひとつ、ふたつ、と両手に握にぎったと思ったときには、みっつめの光がぶつかってくるまぶしさに、ぎゅっとまぶたを強く閉じて、それからひらいた。

　目の前には、横並びに三枚のカードが置かれている。自分ではカードに触ふれた感覚すらなかったが、あの光の粒つぶこそが答えだったのかもしれないとアイリは気づいていた。

　まずは一番左手の〈過去〉をあらわすカードに手をかけると、それをひらく。

「今回の場合だと過去のカードは、セントパレスの七聖守護物がどういうものであったかを示します。カードは、〈世界〉の正位置です」

　アイリはその図ず柄がらがわかるように、全員の前でカードを読みあげる。

　なにしろこのタロットカードは、魔ま術じゆつ師しウィッカの残した遺産とも呼ばれる守護物タリスマンのひとつだ。

　カードの表面は淡あわく光を放ち、なにが描えがかれているのかはわからない。

　そのため、これまではこのカードが何であるかすら誰にもわからなかったのだ。

　ただひとりアイリだけが、そのカードの図柄をみることができたため、新入職員ながらこの対策室に配属されたといってもいい。

　コーネル室長のいう通り、いまではアイリもタロットカードの扱あつかいに慣れてきたのか、教本を開かずともカードの意味がある程度把は握あくできるようになってきた。

　アイリは記憶をたどりつつ、カードの解釈をはじめた。

「〈世界〉のカードはすべての終着や到とう達たつ、あらゆる意味で調和がとれた状態を示します。ただ……少し気になるとすれば」

　アイリはふと自分のなかに湧わき上がった不安に言葉を途と切ぎれさせた。

「どうした、いってみればいい」

　ダリウスが促うながすように小声でいうのに、ためらったあと口をひらく。

「過去にこのカードが出るってことは、セントパレスの七聖守護物が完全なバランスと調和を取っていたこと自体も過去であるという解釈もできます。ですから、いまの状態を知ることが大事でもあるんですけど……」

　アイリはそう説明しつつ、肝かん心じんの〈現在〉をあらわす真ん中のカードをひらいてみた。

　あらわれたのは、有角神の不ふ吉きつな生き物だ。

　半はん獣じゆう神しんとして描かれているのは悪あく魔まをあらわす図柄で、誰だれが目にしても気持ちのいいカードではない。

「イスフェルド君？」

　その表情にやや困こん惑わくしたように、コーネル室長は声をかける。

　周囲の人間にはカードが見えないことで、かえって不安を抱いだかせることに気づき、アイリはすぐカードの図柄を教えた。

「現在をあらわすカードは……〈悪魔〉の正位置です。これは偏かたよった強ごう欲よくさ、反社会的な思想や悪意ある言動といったものを示します。今回の創立記念についていうなら、『黒の七星旅団』の動きも気になりますし、不吉な出来事の予兆なのかもしれません」

　アイリはこのカードを目にした途と端たん、なぜか昨夜の悪夢を思い出してしまった。

　呪じゆ術じゆつを操あやつって人の心や欲を弄もてあそぶコゲツこそ、人を巧たくみに誘さそう悪魔のような印象がある。彼が頭にかぶるヤギの頭ず蓋がい骨こつにある大きな角もその理由だ。

　まさに彼こそが、悪意に満ち、人を狡こう猾かつに陥おとしいれる悪魔だろう。

　嫌けん悪お感かんがよみがえり、アイリは無意識のうちに、自分の唇をぎゅっとぬぐった。

「なるほど、思い当たることもある状況かもしれないな。とりあえず先に未来のカードもみてもらえるかな？」

　コーネル室長の口調が冷静さを保ちつつもわずかに硬かたくなったことに気づき、その言葉の意味がアイリも気になった。

　今回上層部から、じきじきにカードの使用命令があったのだとすれば、なにか具体的な理由があるからこそコーネル室長に働きかけたのかもしれない。

　アイリは少し怖いような気持ちのまま、三枚目のカードを裏返す。

　周囲の誰だれもが息を詰つめるのがわかった。

「〈未来〉をあらわすカードは、〈運命の輪〉。これも正位置です」

　そう口にして、アイリは少し複雑な気分でもあった。

　思い返せば、アイリがこの対策室へ配属されるきっかけとなった、入省試験で配られたカードもこの〈運命の輪〉だったのだ。

「今回のカードの流れを見ると、過去に〈世界〉のカードが示しているもっとも調和がとれた状態だった七聖守護物が、現在の〈悪魔〉のカードが示すように、悪意あるものに対して危機にさらされているともとれます。でも未来のカードが〈運命の輪〉ということは、その結果あることが終わって、新たに始まるような……変化があるというか、これまでと流れが変わる意味を指してると思うんですけど」

「それが、いい意味なのか、悪い意味でなのかは……わからない。そういうことか」

　つぶやいたダリウスの言葉を受けて、アイリもうなずく。

「〈運命の輪〉自体が持つ意味は、なにかの結果がでる、思いがけない出来事、必然がもたらす流れとか、そういうことですよね。でもなんだか見えづらいんです。このカードの流れが良いことなのか悪いことなのか」

　タロットはひとつひとつのカードの図柄だけで、良いか悪いかを判断するものではない。

　それにしても今回の三枚のカードは、あまりにも抽ちゆう象しよう的てきすぎる気がした。

　だがそれも、今回の占うらない対象自体が正体不明のうえ、所在についても微び妙みような噂うわさがある七聖守護物ザインタリスマンだというのが原因かもしれない。

　だがアイリの解釈を黙だまって聞いていたコーネル室長は、腑ふに落ちたといいたげに大きく息をついた。

「なるほどねぇ、イスフェルド君もずいぶん成長したんじゃないかな。試すような真似はしたくなかったけどね、実は創立記念日に向けて、『黒の七星旅団』から脅きよう迫はく状というか、予告状めいた声明文が届いているんだ。いまのカードの内容と符ふ合ごうするといってもいい」

　もちろん非公開だけどねと、コーネル室長は口にした。シアーズはそれを耳にすると、やれやれと眉まゆ根ねを寄せる。

「そうでしたの。そんな事情があるから、我々のミッドパレスへの調査派は遣けんの申しん請せい許可も下りないというわけですか」

「だろうねぇ。創立記念日といえば、各都市や議会から七聖府が非常に注目される一大イベントだ。そこで、万に一つもセントパレスの七聖守護物になにかあれば、そりゃもう面めん目もく丸つぶれもいいとこだしね」

「その脅迫状というのは、セントパレスの七聖守護物に対してなにかするっていう予告なんですか？」

　思わずアイリは尋たずねたが、室長はわずかに首をひねった。

「うーん、どうだろうね。僕としてはその文面や内容から、今回の件は『黒の七星旅団』の名を騙かたった別の組織のような気もするんだけどね」

　そういってコーネル室長が見せてくれたのは、その脅迫状の写しだった。




〈　祝祭の日、七聖府ザインのまやかしが暴あばかれるだろう。黒き七つの星の力を以もつて、お前たちの行いが白日のもとにさらされる　〉




　文字として目にすると、アイリにもこの文面は旅団のものとは違ちがうような気がした。

「これが、脅迫文ですか……なんだか、はっきりしないというか、持って回った書き方ですねぇ。たしかに、『黒の七星旅団』かというと少し違う気もします。組織は自分たちの主義やウィッカをおとしめるようなことをいってましたけど、これは七聖府そのものを対象にしてるみたいな気もしますから」

　アイリと同じく、その写しを覗のぞきこんだ対策室のメンバーも似たような感想をもったらしく、一様に首をひねった。

「でも、これを送ってきた奴やつがどんな人間だろうと、創立記念の晴れの日に七聖府に恥はじをかかせる気満々なのは決まりだな」

　ハイヅカの怒いかりのこめられたつぶやきに、誰もがうなずく。

　だがコーネル室長は、その写しをひらりと手元にたたんでしまう。

「ただねぇ、今回の件は七聖府上層部も過か敏びんに反応してるよ。創立記念には他都市からも来らい賓ひんが多いからね。そのためにも特別警備部隊まで編制しちゃって、奴らの思い通りにはさせないといきまいてる。で、我らがサイクス君まで呼び戻もどされてしまったというわけ」

　どうやらアダムはその部隊に組み入れられてしまったらしい。

　不本意なのだろう。コーネル室長の口調はあいかわらずなものの、心なしかまとう空気がひやりとする。対策室全員が同じ気持ちではあったが、もはや創立記念日は目前だ。

　普ふ段だんからやり手のコーネル室長が現状に甘んじているところを見ると、脅迫状について捜そう査さ権を主張することは難しいようだ。

「とにかく、イスフェルド君には無む茶ちやなお願いをして悪かったね。おかげさまで、七聖守護物ザインタリスマン対策室室長として上層部に報告と提案ができそうだ」

　アイリからタロットカードの箱を受け取ると、コーネル室長は部屋を出て行こうとする。

　それでも先ほどのカードの結果に不安を覚えずにはいられないアイリは、つい声をかけてしまった。

「室長！　でも、いまのカードの結果だと、未来の内容があまりにはっきりとしていないので……」

　とても役立てたとは思えないと、アイリの声も小さくなってしまう。だが、振ふり返ったコーネル室長の暗い青の瞳ひとみは、どこか遠いところへ気持ちをはせているようだった。

「いや、それで正しいはずだよ。ようやく、動きだすんだろう……」

　アイリにというより、自身に言いきかせるようなコーネル室長のつぶやきとその横顔が、アイリの心に深くひっかかった。

　そしてきたときと同じくコーネル室長がふらりと出て行ってしまうと、シアーズが全員を見み渡わたして真ま面じ目めな顔で告げた。

「さて、これではっきりとわかったわね。今回の創立記念で、七聖守護物ザインタリスマン対策室の存在を知らしめてからでないと、上層部も私たちを他都市に派遣する気はないってことが」

　やり場のないいらだちを浮うかべたシアーズは、それぞれ席につくように身み振ぶりでしめすと、持ってきた書類を配り始めた。

　そこには二日間にわたって行われる、創立記念日の予定や七聖府ザインの各部署の担当などが記されている。

「今日はこの創立記念における、七聖守護物対策室の役割と担当業務についての内容確かく認にんよ。それと悪いけど、アダムとダリウスには他部署から特別招集がかけられてるの。明日あしたはここへきて打ち合わせのあと各部署へいってもらうことになるわ」

　他部署からの招集に、ふたりは一いつ瞬しゆん不満気な表情を浮かべたが、上司命令とあらば従うしかないだろう。

　その日は結局、全員が対策室室内で打ち合わせと書類作成に終始した。

　出動もないまま終業の時刻となり、平和で苦痛なデスクワークを終えた一同は、定時帰宅しようとそれぞれ席を立つ。

「おつかれさま」

　シアーズが心から疲つかれたというようすで礼をして書類を手にすると、そそくさと対策室を出ていく。

　他部署から招集されることになるダリウスとアダムも、その準備があるせいか足早に退室していった。

　周囲のあまりに素す早ばやい退席ぶりに、取り残されたアイリは「はあぁ」とつぶやいた。すると同じく残っているハイヅカが声をかけてくる。

「どうした？」

「いえ、なんか今日は思わぬ話で疲れたというか、すっきりしないというか」

　とにかくコーネル室長に頼たのまれたタロット占いの内容が、いまもアイリのなかで消化されないままだった。脅きよう迫はく状の件もあるだけに、より気がかりなのかもしれない。

　だがあの場では室長だけでなく、主任であるシアーズもそれ以上言げん及きゆうすることはなかったのだ。

　そしてコーネル室長がいうように、創立記念式典の成功を最優先しているだろう上層部のことを思えば、いまさら対策室が出る幕ではないのかもしれない。

「でも今日はちょっと不思議ですよね。用があるダリウスさんと、いつも退社が早いアダムさんはともかく、シアーズ主任までさっさと出て行っちゃうなんて」

　アイリの言葉に「今日も見合いパーティでもあるのかもな」とハイヅカがつぶやく。

　なにしろシアーズは、仕事のできる部下思いの上司でありつつ、婚こん期きもやや過ぎかけた、絶賛お婿むこさん募ぼ集しゆう中ちゆうの身の上なのだ。

「にしても、今日はあんまりはりきった感じじゃなかったような。爪つめも磨みがいてなかった……し!?」

　就業中のシアーズのようすを思い返していたアイリの言葉が終わらないうちに、騒そう々ぞうしく音を立てて扉とびらが開いた。

「主任……？　忘れ物ですか？」

　だが突然あらわれたシアーズは、瞬またたきも忘れたように大きな瞳を見開いており、やや瞳どう孔こうがひらいてみえるほど興奮しているようすだ。

「繰くり上がったのよ……」

「それは、主任の年の話か？」

　じつに失礼極きわまりないハイヅカの質問に、シアーズがにらみ殺さんばかりのまなざしでキッと見つめ返した。

「ハイヅカ、あんたってほんと上司に対していい態度ね。ちがうわよ、予約の抽ちゆう選せんに当たって順番が繰り上がったの。『白い蝶ちようの館やかた』へいけることになったのよ！」

　いつになく興奮し、その頰ほおを上気させるシアーズに、アイリも首を傾かしげる。

「しろい、蝶？　昆こん虫ちゆう博物館ですか？」

「……なわけないでしょ。虫みて喜ぶ趣しゆ味みはないわ。そりゃ、アイリが知ってるとも思わなかったけど、『白い蝶の館』はいま一番予約が混こみ合ってる占うらない師、マドモアゼル・ヴァージニーがいる占いの館よ。いまや恋こい占うらない師といったら、彼女が頂点だっていわれてるの。そりゃもう数ヶ月先まで予約でいっぱいなんだから」

　どうやらシアーズのようすだと、占せん術じゆつの予約の順番が繰り上がり、今日その人気占い師に占ってもらえることになったらしい。

「ただね……アイリにお礼とお詫わびを言っておきたくて」

「なんですか？」

「じつは、占いの予約にキャンセルがでると、その時間で希望者が募つのられて抽選になるんだけど、アイリの名前で申し込んじゃったのよ。なんといっても、アイリの幸運伝説ときたらハンパないじゃない？　少しでもそのツキにあやかれればと思って。そしたら見事この結果！……というわけなの」

　シアーズのいうとおり、アイリの名前だけでもそれほど効果があるならば、抽選応おう募ぼにたくさん名前を騙かたられてしまいそうだ。

「いえ、まぁ……それをいいふらさないでいただければ。主任のお役に立てたってことで……」

　過去にそういった事例もなくはなかったと思い出したが、シアーズの興奮した口調と、その反面申し訳なさそうな表情を見れば、不思議と腹は立たなかった。

「ごめんなさいね。勝手なことして！　今度からはなにかあったら事前に相談するわ。で、今回も当選の連れん絡らくがはいった時点で、先方にも名前が違うことは、すぐに打ち明けたのよ。そしたら、よかったらそのアイリさんもご一いつ緒しよにどうですか？　っていってもらえて、どうアイリ？　こんなチャンスはそうそうないもの、一緒にいってみない？」

　思いがけないシアーズの誘さそいに、アイリは妙みように嬉うれしくなってうなずいた。

「はい！　じゃあぜひご一緒します」

「良かった、じゃさっそくいきましょう」

　にこにこと笑えみを浮かべるシアーズに、見ているアイリまで心が浮き立つ気分にさせられる。

　アイリはそこで、いったいなぜ自分はこんなに嬉しい気持ちになっているのかと我に返った。

　──別に、恋占いとかに興味があったわけじゃないけど……そっか、女性のしかも職場の上司と、仕事が終わってからおでかけっていうのが嬉しいのかも？

　女性としても上司としても頼もしいシアーズに、アイリはひそかに憧あこがれる気持ちがある。

　常つね日ひ頃ごろその幸運体質をやっかまれて同性から反発されがちなアイリにとって、シアーズぐらい器うつわの大きな同性の上司に恵めぐまれたのは幸いだった。

「ってことは、俺もそこまでつきあえってか」

　アイリの即そく答とうを聞いて、背後でやりとりを見ていたハイヅカがうらめしそうにうなる。

「あら、残念ながら『白い蝶の館』は男子禁制なのよ。でもあんたたちを離はなすわけにもいかないから、ハイヅカは近くの店でお茶でも飲んでなさいな」

　もはや否いなとはいわせない意気込みのシアーズに、ハイヅカもこの場で抵てい抗こうする気力はないようだ。

　仕方なく同行を決めたハイヅカを含ふくめ、三人が対策室を出ようとしたときだった。

「誰だれかー！　捕つかまえてっっ」

「こら、ルジャ!!　いますぐそれを返しなさい」

　バタバタと人の足音が近づいたかと思うと、シャンシャンシャンシャン！　と激しくにぎやかな音を立てて、なにやらこんがらがった布の固まりがゴロゴロと廊ろう下かを転がってくる。

　すかさずハイヅカがアイリとシアーズの前に出ると、近づいてきたその物体を足でがしっと踏ふみ止めた。

「いったい何事だ!?」

　よく見ると、それは布をあちこち結んだ部分が手足のようになっている、布ぐるみのルジャインだ。

　目は丸く口はジグザグに縫いとられており、どこか乱雑に作られたような外観だが、まるで命があるかのように自由に動きまわる。

　それだけに不気味な姿ながらも、周囲も不思議と愛着がわいてしまうのだ。

　だが今日のルジャインは、頭部をはじめ、腕うでから胴どう体たいにまで全身ににぎやかな鈴すずを縫ぬいつけてある。

　もとから異様な風ふう体ていではあるのだが、もはやここまでくると奇きっ怪かいとさえいえた。

　足で踏みつけられたことに抗こう議ぎしたいのか、ルジャインは布地でできた腕をふにゃりとふりかぶると、シャン！　と鈴の音も高らかにフォーチュンクッキーをハイヅカにぶつける。

「てめぇ、俺にまで」

　ハイヅカが険しい表情でそのクッキーを拾って割ってみると、中からくしゃりと丸まった紙がでてきた。

「なんて書いてあるんですか？」

　思わず興味を惹ひかれてアイリがのぞき込むと、そこには『絶体絶命』と記されている。

「それは……おみくじっていうより、予告とか予言？　でもハイヅカさんてもともと絶体絶命体質だったんじゃ？」

　この七聖府ザインの誰もが知るほどの大だい凶きよう男に、ルジャインがいまさらそれを告げようとすることにアイリが首をひねっていると、「やだっ！　ちょっとほんと!?」と今度はシアーズが悲鳴をあげて、ルジャインの頭部をわしづかみにしている。

　両手を振ふり回し、鈴の音も賑にぎやかに暴れるルジャインは、シアーズに耳らしき部分をつかまれていた。

　みてくれといわんばかりに、シアーズはつかんだ部分をずいっとアイリに突つき出す。

「なんか、汚よごれてますけど」

「カビよ！　カビてるのよこれ!!」

　まるで砂さ漠ばくで三日ぶりに水にありついた旅人のように、その深い緑の瞳ひとみはぎらぎらと輝かがやいている。

「まさか、主任。あの後も内ない緒しよでジャムパンを食べさせてたってことですか？」

　シアーズが布ぐるみにカビを見つけて、これほど狂きよう喜きするのも無理はない。

　ルジャインの生態に詳くわしいダリウスによると、ルジャインの好物であるジャムパンを差し入れていた女性職員が見事結けつ婚こん退職していったという事実があるらしい。

　それ以来、ルジャインを縁えん結むすびの願がん掛かけにつかう女性があとを絶たないらしいのだ。

　しかしルジャインの管理もしていたらしいダリウスは、カビが発生すると後始末が大変だということで『ジャムパン、駄だ目め、絶対！』を主張していた。

「主任～、ダリウスさんに怒おこられますよー」

「いいのよ、私がほんとに旦だん那な様をもらえたら、いくらだって分解手洗いしてやるんだから」

　それを聞いて、さらにルジャインは暴れる。

「すみません、それ捕まえておいてくださ──」

　駆かけ寄ってきた研究員の気配を察知したのか、ルジャインはシアーズの腕から身をよじって飛び跳はねると、再び廊下に落下してその勢いで滑すべり逃にげる。

「あぁっ、ルジャのやつ、また！」

　まったく、とばかりに再び追いかけっこを始める研究員のなかに、見知った顔を見つけてアイリは驚おどろいた。

「ジョゼ!?」

「アイリ！　騒さわがせてごめんね～。いま研究室で創立記念の記念品試作をしてるの……それを全部ルジャが自分に縫いつけちゃって……またね！」

　アイリと同期入省した友人のジョゼは、やわらかそうな髪かみをふわりとなびかせると廊下を駆けていく。
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「なんだか、研究員って思ったより体育会系なんですね」

　友人の忙いそがしそうな姿をみられて嬉しい反面、いったいどういう職場環かん境きようなのだろうと謎なぞに思うアイリに、ハイヅカがつぶやく。

「たしかダリウスも、思いのほか体力勝負だっていってたぞ」

　鈴の音とともに遠ざかっていった賑やかな一団を見送っていると、シアーズがはっと我に返ったように口にした。

「こんなことしてる場合じゃないわよ。ルジャインがカビたことと、今日『白い蝶ちようの館やかた』にいけるって偶ぐう然ぜん。これって婚こん期きの神様のお告げなんじゃないかしら……」

　どこか陶とう然ぜんと夢見るような声でつぶやくシアーズに、ハイヅカが気の毒そうな視線を向ける。

「じゃあ、主任の婚期が逃げちまわないうちに、その占うらないの館とやらに向かっとくか」

　その言葉に背を押されるように、うきうきと歩き出すシアーズにアイリとハイヅカもつづいた。
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　七聖府ザインの外へでた三人は、勤務時間外ということもあり、制服の腕わん章しようははずして歩いた。

　勤務時間外に、なにか問題を持ちこまれたりやっかいごとに巻き込まれたりしないためにそうする職員は多い。

　白地に臙えん脂じ色いろの独特の意い匠しようのある制服を身につけていると、街ゆく人にもすぐに七聖府の人間だとわかってしまう。

　だがそれも、それぞれが私物の外套オーバーコートをはおることで多少は目立たなくなった。

　三人がそろって向かったのは、七聖府を出てすぐにあるネレル橋を渡わたった向こう側だ。

　そこにはセントパレス最大の繁はん華か街がいがあり、たくさんの商店が軒のきを連ね、他都市からの観光客なども多くにぎわいが広がっている。

　だが、中央都市であるセントパレスで暮らす市民として正式な許可を得るには、都市管理局で仕事の認にん可かを得ねばならない。

　そうした事情もあり、中心都市セントパレスの商業地には、選えりすぐりの腕のいい占せん術じゆつ師しが店を構えている。

　他都市からも日々多くの人が、その占術や効果の高い守護物タリスマンなどを求めてここを訪おとずれるのだ。

　そしてこの地で評価や賞賛を手に入れるには、当然それに見合う実力が必要だ。

　アイリたちが目指したのは、繁華街のなかでも『占術師通り』と呼ばれる場所だ。

　大通りから一筋入ったこの通りは敷しき石いしの色が違ちがう。

　六ろく芒ぼう星せいを象かたどった濃のう淡たんのある石は、訪れた人々の気持ちを落ち着かせ、外部からの邪じや気きや干かん渉しようを閉め出す護まもりが施ほどこされているという。

　その通りの入り口で、シアーズとアイリはハイヅカと別行動することにした。

「悪いわね、占いが済んだらすぐに迎むかえにいくから。いい子にして待ってんのよ」

「あー、はいはい。俺だってそうしたいけどな」

　もはやシアーズは悪戯いたずらを心配する母のような口ぶりだが、なにしろ待ち合わせの相手がハイヅカではそういいたくなるのも仕方のないことだ。

　当人が望まなくとも、面めん倒どうのほうから近づいてくる性しよう分ぶんなのはいまさら変えようがない。

　ハイヅカはカフェへと向かい、アイリはシアーズと占術師通りへ入っていった。

　並んで歩く長身のシアーズをみあげると、そのほっそりとした顎あごのラインや、柔やわらかそうな唇くちびるに目が留まる。

　──普ふ段だんは、上司だと思ってるからあんまり意識したことなかったけど、あらためてみるとシアーズ主任ってやっぱり美人なんだよね。結婚とか恋れん愛あいにそんなに悩なやむのってなんでだろ？　主任が強すぎるのか、求めるレベルが高いのか……

　思わず視線を留めてしまっていたアイリに、シアーズも気づいたのか「ん？　どうしたの」と尋たずねてくる。

「いえ、あのいまからいく占いって、主任はやっぱり結婚について占ってもらうんですか？」

　いまさらなにを聞くのだといわれるかと思ったが、意外にもシアーズは少し心細そうな表情を浮うかべた。

「……そうね。やっぱり恋愛について聞くつもりよ」

　どこか苦いものを押し隠かくすようにシアーズは答えると、気を取り直したようにアイリに笑いかけた。

「人のことはいいけど、アイリこそ考えときなさいよ。マドモアゼル・ヴァージニーは恋愛に関して間ま違ちがいのない答えをくれるって話なんだから」

　そういわれて、アイリははじめて気がついた。

「そっか、私もみてもらうんでした」

　シアーズに誘さそってもらえたことが嬉うれしくて、アイリは自分も占いの席につくのだということをすっかり忘れさっていた。

「アイリったら大だい丈じよう夫ぶ？　恋愛よ、恋こいよ、もちろんしたことあるわよね？」

　かなりの勢いで心配されて、アイリはついのけぞりつつも、記き憶おくが過去へとさかのぼるのを感じる。

　徐じよ々じよに虚うつろになっていく自分の表情をごまかすために、ドン！　と己おのれの胸をたたいてみせた。

「……もっちろんですよ！　やだなぁ、主任ってば。私をいくつだと思ってるんですか。恋とかそんな、一社会人として当然のたしなみです！」

　アイリは力んで答えたものの、口にすればするほど、どこか空回りだなと自覚する。

　自分にだって一度や二度、過去に恋心めいたものを感じたことがあったはずだと、内心冷や汗あせもので記憶をたどりつづけたが、どうにも思い当たることがない。

　──なにかあったような気もするけど……でも、たいてい悲ひ惨さんな結果になってばっかりだったような。

　やはり素す敵てきな男性というのは、多くの女性から心寄せられることが多い。

　そしてアイリの場合は、ほのかな気持ちにも幸運体質が作用して、思わぬ距きよ離りに近づけることもあった。

　その結果、周囲の女性を敵にまわし、アイリの幸運体質を耳にしたその相手も、自分を見る目が変わってしまったりするのだ。

　──そりゃ、ハイヅカさんとだって、この体質がもとで相棒パートナーってことになったけど。あの人の場合は、幸運がほしいとかじゃなくて、命かかってるんだもんね。

　ついさっきカフェにおいてきたばかりのハイヅカの顔を思い出して、アイリはぶるぶるぶるっと頭かぶりをふった。

「ちがう。なんでいまハイヅカさんが……」

「アイリ？」

　考えこんでいる間にシアーズとも距離ができていたらしい。

　いくらか先に進んでいたシアーズは、すでに古めかしい扉とびらに手をかけている。アイリは慌あわてて駆かけ寄った。

「私も、恋愛運についてきいてみようと思います！」

　ふんっと鼻息もあらいアイリの意気込みに、シアーズも表情をきりっと引き締しめると扉をあけた。

　りりん、とやわらかな鈴すずの音がして、アイリたちは店内に迎えられる。その途と端たん、ほんのりとすがすがしい花の香かおりに包みこまれた。

　中へと踏ふみこんだアイリは、天てん井じようまで見まわすと驚おどろいて息をつく。

「はぁ……これはなんというか」

「意外といえばそうだけど。とっても素敵！」

　この占術師通りにある店は、どこも術師の威い厳げんやその効果を最大限にみせようと、神秘的な演出に凝こるためどことなく異様な雰ふん囲い気きの店も多い。

　だが、『白い蝶の館やかた』はまるで貴婦人専用のサロンのようだった。

　ふかふかと心ここ地ちよい絨じゆう毯たんや、適度に置かれた生花、きれいな色薬が入った硝子ガラス瓶びん、珍めずらしい細工の守護物もそこここに置かれている。

　高くとられた天井には、花びらのような形をしたクリスタルのシャンデリアが揺ゆれ、大きな窓には色とりどりの貴石を組み合わせたサンキャッチャーが吊つるされていた。

　猫ねこ脚あしの調度品は、白と金こん泥でいを基調にした落ち着いた風合いで、室内はどこまでも明るく、女性にとって気持ちのいいもので整えられていた。

「さすがね、予約が取れないほど人気だっていうのもうなずけるわ」

　かすかに甘い香りが漂ただよったかと思うと、お茶のセットを手にした小こ柄がらな女性があらわれた。

　肩かたがあらわになったロングドレスを身につけた肢し体たいは、ぴんと背筋が伸のびている。

　日に当たらないのだろうかと思えるほど白い肌はだ。

　薄うすい肩から背にかけて、鳥の羽が丸くカールしたような淡あわい金きん髪ぱつが揺れ、明るい紅茶色の瞳ひとみは神秘的で、姿そのものが薔[image: ]ばらの精のようだ。

「お待ちしておりましたわ。どうぞおかけになって」

　優ゆう雅がな笑えみで会え釈しやくするその人が、マドモアゼル・ヴァージニーだと知って、アイリもシアーズも一いつ瞬しゆんぽかんとしてしまった。

「失礼ですが、とてもお若いのですね。驚きました」

　シアーズのかけた言葉も、もはやいわれ慣れているのだろう。

　ヴァージニーは華きや奢しやな手で、テーブルにカップを並べると、淡くハーブの香りがするお茶を注ぎながら答える。

「えぇ、私が占せん術じゆつを始めたのは十のときでした。店を構えたのは十三のときですけど、それからまだ三年ですから」

　落ち着いた口調で告げるヴァージニーの言葉を耳にしたアイリは、一いつ拍ぱくおいてぎょっと顔をあげた。

「え……！　じゃあヴァージニーさんて十六歳ってこと!?」

　こうして驚かれるのもいつものことなのだろう。

「はい」

　その面おも立だちは、とてもアイリより年下だとは思えない。

　ヴァージニーの髪かみや肌は、聖女のように清らかな輝かがやきを帯びている。だが、その口もとにあるホクロや、少し眠ねむたげなまぶたが、どこか色いろ香かが匂におい立つような風ふ情ぜいを感じさせた。

　ここでの占うらないはひとりひとり個別に話をするのだろう。大人の余よ裕ゆうさえ感じさせる所作で、ヴァージニーはシアーズを隣りん室しつへと招き入れた。

　お茶を前にひとりソファに座ったアイリは、おそるおそる周囲を眺ながめる。

　ここは客を待たせるためだけの部屋なのだろうか。

　すがすがしい明るさに満ちた室内をみれば、ヴァージニーがこの界かい隈わいでいかに客を持っている占術師なのかがわかる。

　わずか三年でこの地位を手にしたというのであれば、彼女の能力は本物だろう。

　ここには多くの占い師が自分の腕うでを頼たよりに、成功を求めてやってくるが、店を構えられるのはごく一部の者だけだ。

　普段自分の部屋では、趣しゆ味みで集めている呪じゆ物ぶつに囲まれて暮らすアイリにとって、守護物タリスマンに彩いろどられた明るい部屋はどことなく落ち着かなさも感じる。

　だが棚たなに置かれている、珍しい天体模型や、アルステラ大陸を象かたどっていると思われる地図のようなものには興味を惹ひかれた。

　──ここは恋こい占うらないが評判だって聞いてたけど、こうしたものがあるってことは、ヴァージニーさんってわりと幅はば広ひろく占いをする人なのかな。

　アイリが部屋のあれこれに気をとられているうちに、思った以上に時間が流れていたようだ。

「アイリ・イスフェルドさん。どうぞお入りください」

　背後からヴァージニーの声が聞こえて、驚いて振ふり返る。

「え、主任もう終わったんですか？」

　部屋から出てきたシアーズは、どこか悄しよう然ぜんと肩を落としても見えた。

　──占いの結果、あんまりよくなかったのかな？

　アイリはシアーズのようすが気になりながらも、ヴァージニーについて隣室へと入った。

　こぢんまりとしたその場所は、先ほどの部屋とは打って変わって、照明が落とされている。

　光源は、ほんのりと色づく花を象ったランプと、香こう油ゆを使ったキャンドルだけだ。

　どうぞと示された椅い子すに腰こしを下ろすと、正面にふわりとヴァージニーが座った。

　紅茶色の瞳にキャンドルの明かりが溶とけるように映りこみ、複雑な模様を描えがく水すい晶しようのようだ。

　ヴァージニーはしばらくじっとアイリを見つめていたかと思うと、ふいにその表情が険しくかげった。

「良くないですわ」

「え……それは」

　そんなに自分の恋れん愛あい運は悪いのか、そもそも恋愛運自体があるのだろうかと、アイリは不安に口元がひきつる。

「なにかあなたに干かん渉しようする力が……すごく強い、呪まじないみたいななにか……」

「それは、私の恋愛運が、呪のろわれてるってことですか？」

　自分の幸運体質が引き起こす悪影響は、恋愛面にも及んでいたのかとアイリは納得しかける。

　そのようすにヴァージニーははじめて我に返ったのか、大きな瞳でまたたきした。

「ごめんなさいっ……そうではないです。私ったら、いきなりこんなことを申し上げて、誤解を招きますわね。あまりに妙みような気配があるものだから……じつは、いまみえたのは、あなた自身がなにか妙な力の影えい響きようを受けてるってことなんです」

　その言葉に、アイリはとっさに手首につけているブレスレットに触ふれた。

　それはアイリの幸運とハイヅカの凶きよう運うんを結びつける効果がある、特とく殊しゆな力を持った品だった。

　力のある細工師による一品もので、いまでは肌はだ身み離はなさずつけている。

　ヴァージニーの言葉に、呪物を集め身につけてきた自分にも、とうとう呪いが及およぶ効果がでてきたのかとアイリは喜びかけたが、目の前のヴァージニーはどこか不可解そうだ。

「でも、なんだか妙な感じを受けるのは、これは外部からアイリさん自身に干渉するような呪いなんですけど、アイリさん自身の運気をすごく強く感じるからですわ。それはこうしてるいまも、増強されて高まりつづけてる。ただ……それだけ勢いのある運気は、周囲にもいずれ影響を及ぼしかねません。あなたの近しい人や、そばにいる人の運気を曲げてしまうかもしれないの」

　ヴァージニーの言葉に、アイリは思い当たるフシがあった。

　──まさか、ヴァージニーさんがいってるのって、昨夜の夢のことなのかな。夢でコゲツが口にしてた、私の幸運がどんどん強くなるって話は……やっぱり単なる悪夢なんかじゃなかったってこと？

「……となると、影響をうけるっていうのは、ハイヅカさん……」

　思わず口にして、アイリははっと顔をあげた。

「あの、こんなこといっても信じにくいと思うんですけど、私もともと異常に幸運に見み舞まわれる体質なんです。でも、いま一いつ緒しよに仕事をしてる同どう僚りようは驚くほど運が悪くて……もう道を歩いてるだけで、あらゆる方向から車がつっこんでくるような、歩く大災害みたいな人だったりするありさまで──」

　焦あせるあまり必死に言葉を探して並べるアイリに、ヴァージニーは細い手を差し出す。

　蝶ちようが留まるように、ヴァージニーの指はアイリの手首にあるブレスレットにふわりと触れた。

「いまアイリさんが話をしてくださってる人は、これと対ついのブレスレットの持ち主かしら？」

「は、はい！」

　ぴたりと言い当てたヴァージニーに、目の前の占術師が常人には持ち得ない能力を備えているのだと思い知らされる。

「これは、ずいぶん変わったブレスレットね。アイリさんがつけているこのブレスは、受け皿的な効果がある。つまり……もう片方を持っていらっしゃる方にとっては守護物タリスマンだけど、アイリさんにとっては呪具にしかならないわ」

　やや心配そうに、だがじつに正確にブレスレットの力を見み抜ぬいたヴァージニーに、アイリは慌あわてて首をふった。

「いえ、それはいいんです。そういう効果を持ったものだってわかっていてつけてるんです。さっきいったみたいに、私の幸運は売るほどあるので、同僚の不運の相そう殺さい効果をあげるためのお守りみたいな役割の物なので。ただ、いま聞かせてもらった私の持ってる妙な気配っていうので、気になることがあって……」

　もはや昨夜の悪夢が原因としか思えず、アイリは夢の出来事をヴァージニーに話してきかせた。

　もちろんあまりに不ふ愉ゆ快かいなキスのくだりははぶいて、自分が呪じゆ術じゆつをかけられたのかもしれないと説明した。

「もし、いまお話しした夢に呪術みたいな効果があるとしたら。その同僚に影響があったりしますか？」

「そうですわね……そういう話なのでしたら、問題がありそうですわ。一応これは呪術というよりは呪まじないになるでしょうね。効果としては、あくまであなた個人の運気をあげるものだからですわ。ですが、アイリさんの同僚がそういった方なのでしたら、お互たがいの幸運と凶運との相殺効果が消えてしまう可能性はあります」

　思わぬ話に、アイリはぎょっとして身を乗り出した。

「相殺効果が……消える？」

「えぇ、アイリさんの幸運が強まって、それがあなた自身に向けて働いていくと、いずれその同僚の方の凶運も跳はね返してしまう形であらわれるわ。これは、実際にようすをみてみないと断言はできないけれど、いまかけられてる呪いはそういう類たぐいのものよ」

「そんな……」

　愕がく然ぜんとして、アイリは椅子に座りこんだ。

　コゲツのすることだ。はじめから、こうした形でハイヅカを苦しめることも計算にあったのかもしれない。だがこれ以上、コゲツの企みでハイヅカが傷つけられるなど、アイリにはどうしても許せない。

「なにか、その呪まじないを解く方法ってないんですか！」

　真しん剣けんな面おももちのアイリに、ヴァージニーは小さくため息をつく。

「そうね、それだけあなたが心配するってことは、大切な人なのね。その方はあなたの恋こい人びとかしら？」

　問いかけられた『恋人』という単語は、ひどくアイリを動どう揺ようさせた。

「いえっ！　そんなっ……わけでは……なくてですね。さっきいったみたいに、職場の同僚でどうしようもなく不幸な人なのでっっ」

　赤面し言葉もつっかえつっかえになるアイリに、ヴァージニーは苦く笑しようする。

「とにかく、その方の安否がアイリさんにとっては大切なことなのですわ」

　そういうとヴァージニーは立ちあがり、背後に置かれた棚からカードの入った箱を手にして戻もどってきた。

「タロット……」

「えぇ、私の占うらないに使う道具はいろいろあります。でも、アイリさんはタロットと相あい性しようが良さそうなので。ただしいいですか、あくまでも私がここで行うのは恋愛についての占いに限定しておりますの。ですから、アイリさんの恋愛に関して拝見しますわね」

　ヴァージニーの白い指は壊こわれものを扱あつかうように、カードをそっとテーブルに載のせる。

　彼女が器用に指を滑すべらせると、カードは瞬またたく間にテーブルへと広がった。

　ヴァージニーは、それを右回りに数度なでながら交ぜると、再び細い指がそれをひとつの束にまとめる。

　そして選び出された四枚のカードを、上下に一枚ずつと、さらにその左右に一枚ずつ並べ、菱ひし形がたを象かたどるように配置する。

　──この並びは……ダイヤモンドスプレッド。

　教本で名前だけはみたことがある占い方法に、アイリは興味を惹ひかれた。

「まず、一枚目のカードはアイリさん。あなたの気持ちを示します」

　そう告げられたカードをあけられる前に、アイリは一いつ瞬しゆんどきりとした。またしてもハイヅカの顔が浮うかんでしまったからだ。

　ヴァージニーは、アイリからみて右端のカードをひらいた。

「〈愚ぐ者しや〉の正位置ですね。これはアイリさんとその想おもい人が、少々風変わりな関係であることを告げています。ただし、それによってあなたは彼に強く興味を持っている。互いに一緒にいることで居い心ごこ地ちがよく、友達以上に感じているともいえますわ」

　よどみなく導き出されるヴァージニーの言葉は、容よう赦しやなくアイリを動揺させた。
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　だが、自分がハイヅカを友達以上に思っているというのは、するっと納なつ得とくできる部分のような気がする。

　さらにそのまま、ヴァージニーの指がすっと伸のばされると、今度は一番左に置かれたカードの上に止まる。

「このカードは相手の気持ちをあらわします」

　その前置きに、アイリはさらにぐぅっと息を詰つめる。相手に自分がどう思われているのか、その答えが出るのに緊きん張ちようしないわけがない。

「示されたのは……〈力〉の正位置。これは彼からも、あなたへの強い気持ちがあるといえる結果ですわね。そしてアイリさんの存在があるから、彼は影かげを恐おそれず自信が持てる。ただ、この方は忍にん耐たい強づよい人みたいだから、進展には意外に時間がかかるかもしれない。……そうですわね、お互いに悪くなさそう」

　ヴァージニーの澄すんだ声は、薄うす暗ぐらい部屋でいつまでも聞いていたい響ひびきだが、その内容はアイリの気持ちを振ふり子のようにふりまわす。

　ハイヅカが自分をどう強く思っているのかは不明だが、確かにアイリの幸運はハイヅカの負の部分を補えるはずだ。そうあって欲しいとアイリは願った。

　それにしても、ヴァージニーのタロット占い恐るべしだとアイリは驚おどろいてもいた。

　なにしろハイヅカについては、彼自身がとんでもなく不運体質の同僚だということしか話していない。

　だがカードからヴァージニーが導きだす内容は、怖こわいぐらいに事実に沿っているように思えた。

　アイリはただ感かん嘆たんの思いでヴァージニーを見つめると、それを了りよう承しようととったのか、今度はアイリからみてもっとも手前のカードに指をあてた。

「こんどのカードは、おふたりにとって乗り越こえるべき試練や、問題を示すカードになりますわ」

　かすかに硬かたい声に、今度はこれまでと違ちがった緊張がわきあがる。

　──ハイヅカさんとの問題？　それともなにか起きるってこと!?

　だがアイリの心が不安に揺ゆれる中、カードは無情にもその図ず柄がらをあらわした。

「〈太陽〉の逆位置……」

　アイリは血の気が引くのを感じ、思わずつぶやきを漏もらしてしまった。

　なまじタロットの教本をみたこともあるだけに、〈太陽〉のカードが逆位置で出るのは、あまりいい内容ではないのだとわかってしまったからだ。

　だが、タロットは占せん者じやの解かい釈しやくによって、その内容が変化するものだ。まわりが余計な口を出して集中を乱してはいけない。

「は、すみません。つづけてください」

　焦あせるアイリに、ヴァージニーがかまわないというように首を振ると、やわらかそうな髪かみが揺れる。その仕草はたおやかな水鳥を思わせた。

「たしかに、このカードには不安になるような要素もあります。それはおふたりの間に起きる問題について、どちらか、もしくは両方が試練によって自信をなくしたり、そのせいで自分の心を見誤ったりする可能性があるからですわ。願いを叶かなえたいのなら、まずはあきらめないこと。そして自分の気持ちやお互いの想いを信じることかしら」

　蠟燭のゆらめく光に包まれたヴァージニーの前では、なにもかも見み透すかされるようだ。

　もはや目の前にいるのがひとりの人間ではなく、なにかのお告げを与あたえてくれる別世界の使者のようにすら見える。

　そしてそれは救いの女め神がみのように、やさしい声こわ音ねで告げた。

「それができれば、どんな困難も乗り越えられる。互いが求め望む場所へとたどり着けるとカードも示してますわ。ほら、この最後のカードがおふたりの未来です」

　ヴァージニーが最後に手をかけた、四枚目のカードは、〈世界〉の正位置だった。

　アイリはあまりのことに、一瞬ぽかんとしてしまった。

　──いま、ヴァージニーさんはカードをあける前に結論を口にしてた。どのカードがくるのかわかってたみたい。

　まさに魔ま法ほうのようなカードさばきと解釈に、アイリがまじまじとヴァージニーを見つめ返すと、その表情がふっと崩くずれる。

「あら、違いますわよ。別に仕し掛かけなんてありません。私はいつだって真実しか申し上げませんもの。カードの示すアイリさんの未来にある〈世界〉についてですけれど、ここへ至るにはおふたりで困難を乗り越えなくてはね」

　アイリの心を読んだようなヴァージニーの言葉に、確かに先に占ってもらったシアーズの表情が暗かったことを思い出す。

　それでも、どうしても気がかりな昨夜の悪夢のことがアイリの頭をよぎる。

「本当に今日は、ヴァージニーさんにみていただけて良かったと思います。ただ、その試練とか自信がなくなるかもしれないっていうのは、先ほど教えていただいた呪まじないが関係してる可能性もあるんです……」

　思い出すたびに悪夢の不快さにまといつかれ、アイリは唇くちびるを嚙かみしめる。

　まんまとコゲツの狙ねらい通りに、自分が嫌がらせのダメージを受けているのだと思えば、さらに怒いかりがこみあげた。

　アイリがぎゅっと手を握にぎりしめると、ヴァージニーの背後にあったキャンドルが一いつ斉せいにふっと消えて思わず顔をあげる。

　どうやらそれは、占せん術じゆつの時間の終わりを示すものらしい。

　だがヴァージニーは、気にしないでほしいと手をかざすと、目をふせてうなずいた。

「なにやら事情がおありのようですね。では、ここからはお代は結構ですから、私の個人的なアドバイスということで聞いてくださいな」

　ヴァージニーはそういって、タロットカードをさらりとテーブルからどけてしまうと、アイリの瞳ひとみを正面からのぞきこんだ。

「さきほどうかがった夢の話なんですけれど、アイリさんはその夢のなかで、誰だれかになにかをもらったり、触ふれたり、食べたりしませんでしたか？」

　ヴァージニーの問いかけに、アイリは「うーん」と記き憶おくをたどる。

「いいえ……。なにかもらったようなことは……??　あぁっ」

　アイリは気づいてしまった。

　──コゲツにキスされた。それってつまり、キスをもらったなんて解釈になったりとか……

　アイリのようすにあきらかな怒りの気配を感じたのか、ヴァージニーはそれ以上深く聞かないでいてくれた。

「思い当たることがありましたら、それが呪まじないの結びになっているはず」

「その呪いからなにか逃のがれる方法はないんですか？」

　アイリ自身、日ひ頃ごろから呪具に囲まれて暮らしているとはいえ、コゲツから与えられた呪いなど考えるだけで不ふ愉ゆ快かいだった。

　しかも、先ほどのヴァージニーの話によれば、アイリにかけられた呪いのせいでハイヅカは危機的状じよう況きようにあることになる。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。人が施ほどこした呪いというのは、必ずほころびがあるもの。回かい避ひする方法が必ずあります」

「それは、呪い返しができるってことですか？」

　ダリウスが得意そうな分野だと思いつつ、アイリはテーブルに身を乗り出した。

「そうですわね……夢でかけられた術。その相手が一度夢にあらわれただけなら、それほど時間をかけて絡からめられているとは思えないですわ。そしてその呪いは、アイリさん自身に害があるというより、周囲に災わざわいを及およぼすものともいえる。さっきも聞きましたね？　夢でもらったものはないかって」

　ヴァージニーの言葉に、アイリはまたもや嫌いやな記憶に顔をしかめる。

「いまから申し上げる方法は、アイリさんにかけられた呪いによって、もっとも災いが及びやすい人に、アイリさんが夢にみたのと同じものを触さわらせるか、渡すか、食べさせるなどしてほしいというものなの」

　自信に満ちた声で告げられた解決法に、その言葉の意味をなぞるうちアイリの頭のなかは真っ白になった。

「私がされたのと……同じことを……ハイヅカさんに!?」

「これは連鎖転写チエーンミラーといって、アイリさんにかけられた呪まじないをその相手にうつすというものです。もし悪い意味での呪いであれば、本来なら勧すすめられる方法ではありません」

　確かにヴァージニーのいうとおりだとすれば、その方法は別の人間に呪いをおしつけてしまうことになる。

　ヴァージニーはやや困こん惑わくした表情ながらも、丁てい寧ねいに説明してくれた。

「妙みような話ですけど、あなたにかけられた呪いは本来運気を上じよう昇しようさせるものです。本当なら歓かん迎げいされる素す晴ばらしいものですわ。ただ、強すぎる運もまた災いの種。それでも、アイリさんの同どう僚りようの方が、希まれにみる凶きよう運うんの持ち主なら、それこそ効果は相そう殺さいされてしまうはずですわ」

「なるほど……確かに変な話だけどそういうことになりますね」

　──なーんだ。だったら誰にも迷めい惑わくかけないし、呪いを返せるなら……って、その方法がっ！　そこのところが最大の難関じゃないかって思うんですけど──っ。

　ほっとしたかと思えば、ひとりで身もだえするアイリに、ヴァージニーは不思議そうに首を傾かしげてみせる。

　アイリは我にかえって、かき乱してしまった自分の髪をととのえた。

「いえ、すみません。すごく大事な助言をありがとうございます。なんとか、解決に向けて努力します……」

「先ほどの占術でも、その方があなたにとって大切な存在だということがわかります。アイリさんの身も心も望むところへ向かうために、必要な人なのですわ」

　その言葉は、不思議とアイリの心の深くにすとんと入ってきた。

　──私の、望む場所へ？　そこに、ハイヅカさんもいるってことなのかな。

　漠ばく然ぜんとした想おもいは、そうなってほしいという希望に変わる。

「今日は、ありがとうございます。ちょうど妙な具合になってたところだったので、話を聞いてもらえてほっとしました」

　アイリは心から礼を告げて、『白い蝶ちようの館やかた』へ誘さそってくれたシアーズにも感謝した。

「いいえ、お役に立てたならなによりです。それが私の仕事ですもの」

　うっとりと見とれてしまうようなやわらかさで会え釈しやくするヴァージニーが、タロットカードを片づけるのを目にして、アイリはふと尋たずねてみた。

「あの、ヴァージニーさんみたいな人にこんなことを聞くのは失礼だと思うんですけど。こんなに正確にたくさんのことが占うらなえるのに、どうして恋れん愛あい占うらないを専門に？」

　ヴァージニーはそのとき初めて、笑えみをふっと消した。それはひどく大人びた表情で、整った顔立ちだけにどこか冷たくさえ見える。

「簡単ですわ、それがもっとも危険が少なく、必要とされるからです。女性は己おのれの恋こい路じに囚とらわれれば、なにはさておき、すがるものや光を見いだそうと必死になる。そしてその結果が願うものでもそうでなくとも、また進んでいくのですわ。この『占術師通り』には多くの客人が訪おとずれます。多くは自らの商売のことを、貴族は政局について知りたがっていますわ。でもそれに関かかわるということは、いずれ術師の運命すらも左右する事態を招く……」

　そうした事態を危険だというものの、ヴァージニー自身の占術の能力があれば、代価に見合った結果は提供できるだろう。

　だが自分の能力を知ったうえで、あえてそれを活用しない選せん択たくもあるのだとヴァージニーは教えてくれた。

　その言葉に、アイリは貴族たちに専属で雇やとわれるという顧こ問もん占術師のことを思い出した。

　彼らは権力に近づき、また自分もその恩おん恵けいにあずかろうといった野心をもつ人間が多い。

「私にとって、占術は商売であり、生き甲斐がいですの。日々の糧かてを手に入れ、大切な家族に報むくいるために、私自身が授さずかった贈おくり物だと思ってますわ。ですから、必要以上の糧は求めないし、商人や議員の顧こ客きやくは必要ないのです」

　その声こわ音ねには、厳しくも自分に迷いのない人間が持つ気高さが感じられた。

「アイリさんならわかってくださると思うわ。私も養女だからアイリさんも私と同じ、養女として苦労がおありだったでしょう？」

　ヴァージニーから告げられた思わぬ言葉に、アイリは驚きつつ答えた。

「ええ。確かに私は養女です。『落日の礼拝』のあといまの両親にひきとられて、すごく感謝しています」

「アイリさんは十八歳ですわね。私とはふたつ違ちがい」

　親近感があるようすで、ヴァージニーは占術用に記入した氏名と生年月日が書かれた用紙をみつめる。

　──でも養女……ってことは、私と同じ？　だとすると、ひょっとしてヴァージニーさんも十五年前にミッドパレスにいたってこと？

　彼女の年ねん齢れいが十六歳だったということを思いだし、アイリにはヴァージニーの大人びた表情の意味がわかった気がした。

　彼女もまた、十五年前の災さい厄やく『落日の礼拝』の被ひ害がい者しやであり、家族を失っているのかもしれない。

　当時三歳だったアイリ自身、幼い頃ころの両親の記憶はほとんどないのだ。さらに幼かったヴァージニーは、家族との記憶がないはずだ。

　だからこそ、養女として引き取られたヴァージニーには、自分を育ててくれた家族に報いようとする固い決意があるのだろうか。

　──きっとヴァージニーさんも、いまの家族を本当の両親だと思って大事にしてるんだろうな。

　だがアイリは不思議でならなかった。

「でも、どうして私が『落日の礼拝』の孤こ児じだってわかったんですか？　それも占いで？」

　その質問に、ヴァージニーは言葉をさがすように視線をさまよわせた。

「……なんていえばいいでしょうか。あの災厄に関わった人には、強弱はありますがある種の気配を感じるのです。それはその人が持つ運気の違ちがいだったり、星の影えい響きようであったりなんですけど」

　うまく説明できないのだろう、自分だけが持つ感覚というのを人に伝えるのは難しい。

「ひょっとして、それって匂においみたいなものでわかったりするんですか？」

　前にヘヴンリーパレスで占せん術じゆつ師しとして振ふる舞まっていたコゲツが、アイリのそばで「星の匂いがする」といったことがあった。

　そのときはまったく意味がわからなかったが、ヴァージニーもアイリに星の影響を感じるのだろうか。

「そうですね、人によってはそういう感じかたをするかもしれません。私たち占い師も占術に使う感覚や、その力のあらわれ方は本当に人それぞれですから。そうした能力を集中させたり、制せい御ぎよしたりするために必要なのが、水すい晶しようだったりタロットだったりするってことですわ」

　どうやらアイリがタロットを使うのとヴァージニーの占いでは、まったく占術の本質が違うらしい。

　──そりゃ、私みたいについこの前まで教本みながら意味を考えてるようじゃ、全然駄目ってことなんだろうな。

　自分でも少しはタロットになじめてきたかと思っていたが、ヴァージニーの占術を目にしたあとでは格の違いを思い知る。

　がっくりと肩かたを落とすアイリに、ヴァージニーは勘かん違ちがいしたらしい。

「そう落ち込まないで。アイリさんにかかっている呪まじないさえいい方向へ対処できれば、おふたりの相あい性しようはぴったりだといえますわ」

「……ありがとうございます」

　だがアイリには一いち抹まつの不安もあった。その呪いを解く方法がなによりも難関だと思っていたからだ。

　椅い子すから立ち上がると、同じく席を立ったヴァージニーと視線がぶつかる。

　その瞳ひとみに強く宿るのは、つらい過去を共有する者が互たがいにいだく、不思議な絆きずなのようなものだった。

　アイリは再び部屋の外へ案内されると、ソファで待っていたシアーズと一いつ緒しよに丁寧に礼を告げ、そのままふたりで店を出た。

　外はすでに暗く、道をいく人々は仕事帰りのようだ。目的をもったその足取りはどことなく気き忙ぜわしい。

『白い蝶の館』のなかは、まさに現実と切り離はなされた別世界だっただけに、アイリには自分がすごしてきたばかりの時間が夢のように思えていた。

　それでも、人々に交じって歩きだすうち、徐じよ々じよに現実に引き戻もどされていく。

「あ……主任、そういえば占いのお代って……」

「いいのよ。私がアイリの名前を借りて巡めぐってきたチャンスなんだし。部下なんだからもてなされときなさい」

「ふぁい、ありがとうございます」

　まだどことなく足取りもふわふわするなか、シアーズは恋れん愛あいについていったいどんな話をしたのだろうかと気になる。

　だがちらりと見上げたその横顔は、どこか魂たましいが抜ぬけたようにぼうっとして見えた。

　──部屋から出てきたときも表情が硬かたかったし、主任の占いの結果、あんまり良くなかったのかな。せっかくルジャインもカビたって喜んでたのに。

　普ふ段だんから結けつ婚こんを目標に掲かかげているシアーズを知るだけに、沈しずんだようすの横顔をみれば結果は尋ねられない。

　──それに、私が今日教えてもらった呪い返しだって……ヴァージニーさんのいうとおりにするんだとしたら、私が……ハイヅカさんに……

　そのことを思うと、動どう悸きと息切れがするようで、アイリはまた頭を抱かかえたくなる。

　──だって。ハイヅカさんにキスなんてしたら……笑われるか、それとも「俺は食い物じゃない」とかいわれちゃうかも。それに対策室のみんなに知れたら……

　ぐずぐずと思い悩なやむアイリの口から、自分でも思わぬ言葉がこぼれた。

「主任～、七聖府ザインでの職場恋愛って……ありなんでしょうか？」

　考えてみると、自分の両親も七聖府に勤めていたことを思い出し、ふたりは職場で出会ったのだろうかとアイリは想像してみた。

　だが返ってきたシアーズの声はいっそう重く、苦々しいものだった。

「いちおう、七聖府の職務規程で定められてはないけどいっておくわ。職場に恋愛感情を持ちこんだって、いいことはなにもないわよ」

　妙みように実感のこもったその言葉に、やはりシアーズは過去に職場に恋こい人びとでもいたのかもしれないとアイリは予想してみる。

　──だとしたら、いまの主任の状じよう況きようって……ひょっとしてほかの人に恋人をとられちゃったとか？　結婚にこだわる主任に限って、まさか妻帯者とどうとかってのはなさそうだし。

　じつに俗ぞくっぽい想像を膨ふくらませつつ歩くアイリは、通りの先にハイヅカが立っているのに気づいた。

「あれ、ハイヅカさん？　どうしたんですか、カフェにいたんじゃ──」

　驚おどろいて駆かけ寄ると、さらにハイヅカのはおっている外套オーバーコートが汚よごれているのが目につく。

　そんなハイヅカ本人の表情にも、まるで現場にいたかのような厳しさがあった。

「ついさっき、カフェが大破したから出てきた」

「は!?」

　言葉の意味をつかみかねたアイリとシアーズに、ハイヅカは眉まゆ根ねを寄せてもう一度口をひらく。

「どうしてだか、歩行者優先のあの通りに、工事資材を積んだ車両が暴走進入。そのまま俺がいるテラス席をなぎたおして、店の正面につっこんだ」

「ちょっと……いったいどういうことなの!?」

　どこかぎょっとしたようすで、シアーズはアイリをみた。

「だって、あんたたちふたりの距きよ離りは問題なかったはずよ。そこも計算にいれて、ハイヅカにはあのカフェで待っててもらったのに」

　いままでもこのぐらいの距離であれば、アイリとハイヅカの吉きつ凶きよう相そう殺さい相棒パートナー効果は有効なはずだった。本来なら、この場所でハイヅカの凶運が発動するはずはないのだ。

「一応、俺もすぐに気づいて近くの客ごと車をよけた。幸い店内には客がいなかったのと、店員も厨ちゆう房ぼうにいたから無事だったけどな」

　いまごろは現場検証がされているはずだと告げるハイヅカから、アイリは思わず目をそらした。

　──どうしよう。ひょっとしなくても、これってヴァージニーさんがいってたみたいに、コゲツの呪いの効果ってことなのかも……

「仕方ないわね、とにかく現場にあんたがいたらよけい混乱するかもしれないもの。今日はもうアイリと離れないようにしてちょうだい」

　シアーズはそういうと、少しでも距離を作るなといいたいのか、ハイヅカをぎゅっとアイリの歩く側そばへと押しやった。

　自分より頭一つぶん以上背の高いハイヅカの横顔を見上げて、アイリはついその唇くちびるを凝ぎよう視ししてしまう。

　視線に気づいたのか、ハイヅカが思い出したように聞いてくる。

「そういやお前はなにを占うらなってもらったんだ？　そのややこしい体質のことはわかったか？」

「……いーえ、残念ながら。えーと、占いっていってもいろいろですよ、いろいろ！」

　そう言い切って、アイリは早足で歩き始める。

　こういうとき、背の高いハイヅカに自分の動どう揺ようしている顔をみられなくてすむのは幸いだった。

　三人が占術師通りを抜け、飲食店が並ぶ界かい隈わいにたどりついたころ、前方から見覚えのある制服と背せ丈たけの人物があらわれた。

　人ひと混ごみのなか、ひときわ小こ柄がらなその人物は、両りよう腕うでに紙かみ袋ぶくろを抱えたダリウスだ。

「あれ、主任まで一緒になにしてるんですか？　まさか緊きん急きゆう招集で現場にでも……」

　対策室に居残っていた三人が、突とつ然ぜんの事件で出動になったのだとダリウスは思ったらしい。

　驚いた表情のダリウスが誤解するのも無理はなかった。

　なにしろ、シアーズもアイリも言葉少なな状態で、ハイヅカも事故の状況から衣服がくたびれたようすなのだ。

「ちがうのよ、私とアイリは仕事が終わってから占いにいってただけ。で、そうなるとハイヅカもつれていかないと仕方ないじゃない。ただ、ね。さっきほら、そっちのカフェに車がつっこんできたみたいで──」

　みなまで説明せずとも、ダリウスには見当がついたらしい。

「ハイヅカ、君ってやつはほんとに市民の生活を守ってるのか脅おびやかしてるのか……でも、アイリが一緒にいたのに？」

　やはりダリウスもそこが気になったようだ。

「そうなのよ、ちょっと気になるのよね。いままでアイリとハイヅカがこの距離にいてこんなことなかったのに」

　シアーズもやはりこの事態に納なつ得とくしかねているようだ。

　アイリはいまだ打ち明けられていない悪夢のことを思って、胸の奥がもやもやしたが、誰だれもそのようすには気づかない。

「ところで、ダリウスはここへは買い物に？」

　シアーズの問いに、ダリウスはうんざりした面おももちで紙袋を持ち上げてみせた。

「今日主任から通達があったので、帰りに研究室へ顔を出したんです。そしたら創立記念式典の記念品づくりを手伝うよういわれて買い出しです。遊びにきたわけじゃないですから！」

　勤務時間外まで仕事がらみの買い物にきていたのだと聞かされ、アイリたちもさすがにダリウスが気の毒になる。

「そりゃ、申し訳ないわね。でもそういえば、さっきも研究室の人間がばたばたしてたから……ルジャ……」

　廊ろう下かで走り回っていたルジャインのことを思い出したのだろう。だがシアーズはカビのことを知られまいとしてなのか、とっさに口をつぐんだ。

「研究室ではなんだか、苦戦しているようですね。まったく、僕の頭脳がないと行き詰づまるようじゃ、先が思いやられますよ」

　やれやれと、それでもどこか得意そうに口にするダリウスにアイリは尋たずねる。

「創立記念で、記念品なんて配ってたんですね。どんなものを配るんですか？」

「何だ、知らなかったのか？」

　ハイヅカの意外そうな声に、アイリも記き憶おくをたぐる。

　なにしろ十五歳で七聖府ザイン入省を目指して学校を変わってから、アイリはやっとセントパレスで暮らせるようになったのだ。

　確かに学生の間にも創立記念日には、七星都立学院から手伝いもかねて七聖府の行事へ参加するように要よう請せいはあった。

「そうでした。何度か手伝いにかり出された気はするんですけど、その記念品っていうのを見たことがないんですよ」

　アイリの言葉にシアーズも合が点てんがいったようだ。

「あぁそうね。確かにそれだったら、覚えてなくても仕方ないわよ。なにしろほとんどの学生は裏方にまわされるんだし。記念品は数に限りがあって基本的には市民優先なのと、最近じゃ他都市からのお客様も増えてるから、すぐになくなっちゃうのよね」

　シアーズの話によると、ここ三年ほど記念品として配られる七聖府ザイン特製の守護物タリスマンの評判が上々で、噂うわさを聞きつけた人々は我先にと配布に集まるらしい。

　その言葉を受けて、ダリウスがつんと誇ほこらしげにあごを上げて口を開いた。

「当たり前だろう、ここ数年の記念品作製には、必ず僕が参加させられていたからね。下手な売り物より効果があるに決まってる」

　あいもかわらず自画自賛絶好調なダリウスは、己おのれの才能が恐おそろしいと嘆なげいてみせる。

　だがそれも大げさではないのだろう。ダリウスが七聖守護物対策室に異動になったいまでも、他部署にかり出されるということは、それだけ頼たよりにされている証拠だ。

「そうだ、ダリウスも買い物が終わってるなら、このままみんなでご飯済ませちゃわない？　帰ってから食事も面めん倒どうだもの」

　シアーズの提案に、全員が素す直なおにうなずいた。

　それぞれが各自の事情で疲つかれていたこともある。アイリもなにか温かいものが食べたかった。




　四人が入ったのは、石いし窯がまで焼いたパンや、香こう辛しん料りようを効かせた肉料理が自じ慢まんの店だ。

　夕食時とあって店内には客も多かったが、四人は待たされることなく席に案内された。

　ほんわり甘いパンの焼ける香かおりと、炎ほのおに炙あぶられる肉の脂あぶらの匂におい。

　テーブルに向かうアイリの腹が盛大な音を立てる。前をいくハイヅカが振ふり返かえると、眉まゆをひそめて「静かに」と指を立てた。

　それぞれが注文をすると、盆ぼんを手にした女性店員は、好意的にほほえんで会え釈しやくする。

「じきに、創立記念日ですね。ごくろうさまです」

「あら、ありがとう」

　こちらの制服で七聖府の職員だと気づいたのだろう。思わぬ言葉に、シアーズは嬉うれしそうに笑えみを返し、一同を見み渡わたしたあとアイリの顔をひたとみた。

「わかる？　このセントパレスに暮らす人にとって、七聖府は生活の基き盤ばんでもあるし、平へい穏おんの象しよう徴ちようでもある。それにこの記念日は、ウィッカが人々に七聖守護物ザインタリスマンを与あたえた日とも同じでしょう？　この大陸すべての人にとっても大切な祝祭だわ」

　シアーズのいうように、七聖府の創立記念日は、このアルステラ大陸に住まう誰しもに特別な日だ。

　アイリもこのセントパレスで暮らす前には、自分たちに無事と平穏を与えてくれたウィッカに感謝を捧ささげたものだ。

　そんな話をするアイリたちのテーブルに、水の入ったボトルを持った男が近づいてきたときだった。

「うわっ」

　小さく声があがったかと思うと、ボトルとグラスが一斉に宙を舞まう。

「えっ……」

　アイリが目を見開いたときには、ハイヅカがボトルをつかみ、もう片手にはグラスをふたつ受け止めていたが、さすがにいくらか水をかぶったらしい。

　ダリウスが思わず口笛を吹ふいてしまうほど、ハイヅカの動きには無む駄だがなかった。

「もっ、申し訳ございません!!」

　慌あわてて店員が駆かけ寄ってくる。ハイヅカは、受け止めたグラスとボトルを手て渡わたすと、その足で手洗いへ向かうようだ。

　その背を見送ったアイリは、やはり複雑な気持ちになった。

　──やっぱり、これもコゲツの呪まじない？　ヴァージニーさんもいってたみたいに、こうしてる間にも、私の幸運がぐんぐん強くなって、ハイヅカさんの凶きよう運うんをはね返してるってこと？

　だがそんな事情を知るよしもないシアーズは、わけがわからない状態にダリウスと共に首をひねっている。

　仕方なくハイヅカ不在のまま食事を待つことになったが、ダリウスはアイリたちが見てもらった占い師のことが気になるようだ。

「で、主任の話だと『白い蝶の館』へいってきたってことだけど、アイリも占ってもらったの？」

　日ひ頃ごろから守護物や呪じゆ具ぐについて膨ぼう大だいな情報を持つダリウスだけに、マドモアゼル・ヴァージニーについても知っているらしい。

「えぇ、評判になるだけありますね。占うお客さんによって、占せん術じゆつに使う道具も変えるっていう話で驚おどろきました。私にはタロットがあってるっていわれたんですけど、やっぱりなにか縁えんがあるんでしょうかね？」

　アイリはヴァージニーの指が見せた、見事なタロットさばきを思いだしてうっとりした。

　繊せん細さいな指先が踊おどるようにカードに触ふれると、まるで意思を持つようにそこに並び道を示すのだ。

　そのことを思いだしながら、アイリはヴァージニーに占うらなってもらった内容というよりも、その手法についてダリウスに話してきかせた。

「やっぱり、教本みてるようじゃ駄だ目めなんだなぁって。示されたカードから自然に答えが導き出されるってこういうことなんだって、わかった気がしたんですよねぇ」

　はぁぁ、と感かん嘆たんのため息をもらしたアイリに、ダリウスが「ふぅん？」とその瞳ひとみをきらめかせる。

「ってことは、のんきな君も、そろそろカードの基本の意味ぐらいは覚えてるだろうね？　じゃあワンオラクルで試験の出来を占ったとして、〈女じよ帝てい〉が正位置で導き出されたら、君はどう解く？」

「……えっ。なんですか、そのミニテスト」

「君だってもうタロットを触さわって何度か占ってるだろう。どのぐらい進歩したのか、聞いてあげようっていってるんだ」

　この僕がじきじきに、といいたげなダリウスに、アイリは必死にカードの意味を思い起こそうとした。

「えー……その場合だと、〈女帝〉は完全さ、実りと生産などをあらわすので、試験の結果は良いものになるんじゃないでしょうか」

「じゃあ、状じよう況きようは同じでスリーカードを占術方法に選んだ場合、過去カードが〈女帝〉、現在が〈皇こう帝てい〉、未来に〈塔とう〉が出てしまうと？　ちなみにカードはすべて正位置だ」

「えぇ!?　占い方式も変わるんですか？　うーん。過去が〈女帝〉だから、もとから勤勉で確実に結果を出してる人ってことですよね。それがあるからいまは〈皇帝〉で、さらに能力や結果がついてきて成功してるってことかな……なのに未来は〈塔〉なんですかぁ？」

　あくまで例題として出された内容だけに、アイリにはそのつながりが想像しづらい。

「その流れを考えるんだ。〈皇帝〉は男性的なカードで、信念を持って前進するという意味もあるだろ。だとすれば、〈塔〉のカードが持つ対立やトラブル、方針が変わるって意味にも注目するべきだ。周囲の人間との対立が原因かもしれないし、いまの勉強の仕方や環かん境きように問題があるのかもしれない」

「なるほど！　じゃあ、いまその人がしていることが独断的になっていないか、周りが見えてるかを考え直す機会だってことですか」

　占いのテーマとカードの流れによって、そこから広がる出来事に思いを馳はせれば、今日のヴァージニーの占いの的確さとなめらかさがよくわかる。

　それは占術の才にあふれた者だけに授さずけられた、豊かな想像力と鋭するどい直感にもとづいた解かい釈しやくなのだ。

　そんなふたりのやりとりを、シアーズは満足そうに黙だまって眺ながめながら、運ばれてきた麦酒ビールをあおっていた。

　ダリウスにさらに問題を投げかけられ、アイリがまごまごとカードの意味を思い起こそうと視線を泳がせた先に、戻もどってきたハイヅカの姿が見える。

「あ、ハイヅカさ──って、危ないっ！」

　アイリが椅い子すから身を乗り出すまでもなく、ハイヅカはすばやくその場で身をかがめた。

　ハイヅカの左手の壁かべ、頭があった位置に食事用のナイフが三本も刺ささっている。

「な……どっ……ゆうことですか!?」

　啞あ然ぜんとするアイリの背後から、シアーズがごん、と音を立ててテーブルに麦酒のジョッキをおく音がした。

「そっか、アイリは初めてなのよね。あのね、あなたがくる前にこの男と外食なんてしようもんなら、まさにこういう事態にみまわれたわけ」

「でも、そのためにアイリが相棒として組んでるんでしょう？」

　ダリウスもハイヅカがもたらす日常生活での脅きよう威いを目まの当たりにして、愕がく然ぜんとしたようだ。

　またもや厨ちゆう房ぼうから料理長と支配人がすっとんでくると、立て続けにおこる不測の事態に必死になって謝罪を始めた。

「こんないいわけを口にするなんて、自分でも信じがたいことです。でも、壁に留めてあったビスがはじけて、つるしてあった大おお鍋なべが落ちてきたんです。それが調理台の上に並べてあったナイフの柄えを直ちよく撃げきして、まさかこんな……壁に刺さるなんてこと……」

　何十年も調理場に立ってきたのだろう壮そう年ねんの男は、自分が目にした光景がいまだに信じられないようすだ。

　だがハイヅカは、怒いかりをみせることもなく、早々に壁からナイフを回収する。

　手近な空きテーブルに用意されていたナプキンでナイフを包むと、他ほかの客の目につかないうちに料理長に手渡した。

　するといつの間に立ち上がっていたのか、シアーズがつかつかと支配人に歩み寄る。

「まぁ、お気になさらないでくださいな。ごらんの通り、私どもはこの都市の安全管理に努めておりますわ。この男も刃は物ものの扱あつかいにはなれてますもの、怪我けがもなかったことですし。どうか周囲のお客様に気づかれませんように」

　もともと味に定評がある、人気の店なのだ。

　まさか自分の部下の体質のせいで店に損害を与えては、それこそこちらが加害者ということになる。

　明らかに上官オーラを漂ただよわせるシアーズの貫かん禄ろくに、支配人は拝みたおさんばかりに感謝し、すぐにアイリたちが座るテーブルにサービスだという料理やワインが届けられた。

　ようやく全員揃そろって座り、食事を始められることになる。

「幸か不幸かってよくいうけど、ほんとあんたたちのことよねぇ……」

　かなり値の張りそうなワインボトルをあけてご機き嫌げんのシアーズは、グラスを明かりにすかし揺ゆらしてみせる。

「でも、今日はやっぱり変よ。ふたりとも、なにかすごいケンカでもしてるとか？」

　その質問は、アイリとハイヅカも考えたこともなかった要素だけに、お互たがいに顔を見合わせた。

「お前、俺になんか腹立ててんのか？」

「……な、ないですよ。なんで私がハイヅカさんに……ご飯だって作ってもらってるのに」

　すぐに否定したものの、アイリの心中は穏おだやかではなかった。

　今日のこの事態は、自分の気持ちや、ましてやハイヅカのせいではないのだ。

　──そうか、これまでケンカしてるときに、この吉きつ凶きよう相そう殺さい効果がどうなるかなんて考えたことなかったけど。でも主任がいうようなケンカなんてしてないんだし、やっぱり原因はアレしかないような……

　アイリの不安をよそに、これだけ間近でハイヅカの不幸の連れん鎖さを目にしたダリウスは、もはや感心しているようだ。

「これだけ死に神から愛されてるんなら、腕うでのいいヴァージニーにハイヅカの開運法でもきいてくればよかったのに」

「残念なことにね、『白い蝶ちようの館やかた』は男子禁制なのよ」

　答えるシアーズに、全員の視線がむく。

「で……、主任の占いの結果は希望が持てそうな内容だったんですか？」

　占いに同行していないダリウスは、まったく邪じや気きも悪気もなくずばりと核かく心しんを衝いた。

　その質問に、シアーズはぐいっとワインをあおる。

「そーね、非常に参考になったわ。いろいろと我が身を振ふり返ることになったわよ。ほんとやになるぐらいにね」

　いささか怒りがにじんだその声は、自身に向けられたものらしい。アイリはどことなく、シアーズが落ちこんでいるのではないかと気になった。

「それをいうなら、アイリはちゃんと相談できたの？　っていうか、相談するネタはあったの？」

　さっと切り返された質問に、今度はアイリがテーブルの上のパンをつかんで嚙かみしめる。

　思い返すと、ヴァージニーの前で想おもい人についてはっきりと口にしなかったものの、自分の脳のう裏りに浮うかんだ人物はひとりだけだ。

　パンをむぐむぐと咀そ嚼しやくする間に、アイリは内心の動どう揺ようを必死におさめた。

「別に……恋れん愛あいにこだわっての相談ってわけではなかったですけど……ヴァージニーさんは腕がいいし、いろいろ相談にのっていただいたんです」

「タロットで占ってもらったんでしょ？」

「そうです……えぇと、ダイヤモンドスプレッドっていうのでみてもらったんですけど。あんまりその手て際ぎわがすばらしくてですねぇ。内容についても、とにかく当たってるように思うんですけど。たくさん聞きすぎて半分ぐらいあやふやなことに……」

　アイリはなんとか不自然にみえないよう、ハイヅカから視線をそらしつつ、もにゃもにゃと説明した。

　そんなアイリの後頭部に、ダリウスが手にしたメニューがスコンとぶつけられる。

「あいたっ！　なにすんですか！」

「頼たのむよ、君のおつむも感性も、いつまでたってもド素人しろうと並みにピュアなんだから。そりゃ君みたいな人に、神秘と真理について理解しろってほうが無理なのかもしれない。にしたって……ほんとにこんな新人、対策室においといて大だい丈じよう夫ぶですか？」

　最後はぼやきのていで、ダリウスはシアーズに水をむける。

　だがシアーズはそろそろ酒がまわってきたのか、視線を明後日あさつての方角に向けてぶつぶつつぶやいているようだ。

「……いや、わかってんのよ私だって。前向いてるつもりで、進んでる気持ちだけで自分をごまかしてるとかいわれてもさ……これでも精せい一いつ杯ぱいやってるわけよ。でもそこをね、じつは一歩も踏ふみ出してないみたいにいわれてもさ……」

　その言葉は愚ぐ痴ちのようでもあり、アイリは意外に思いシアーズをみた。

　いつだってシアーズは強い女性のイメージで、弱音を吐はく場面など想像もつかなかったせいかもしれない。

　ぼそぼそとしたつぶやきが聞こえたのか、ハイヅカが小さくため息をつくと「そろそろ出るか」と口にした。

　確かにこれ以上この店にいて、ハイヅカが原因で被ひ害がいが出てもいけないだろう。

　しかし夜道に出た途と端たん、シアーズがややご機嫌らしい足取りで「まだまだいっちゃうー？」と声をはりあげ、アイリは慌あわてた。

「ちょっと、主任ってば、そっちじゃないですよね??」

　すぐにハイヅカがその肘ひじをつかまえると、シアーズの体の向きをくるりとかえてしまう。

「はいはい、二軒けん目とかないだろ。明日あしたも勤務じゃねぇかよ。主任はこのまま即そく帰宅して、風ふ呂ろでも入って休んじまってください」

　じつに投げやりな口調でいいつつも、ハイヅカの対応はどこか慣れた扱いだ。

「ちょっと、あんたに支えられなくたって歩けるわよぅ。この私が酔よってるとでもいうわけ!?」

　シアーズは、ぐにゃりと体を揺らしてハイヅカの手を振り払はらうと、たしかに酔っているとは思えない足取りでつかつかと歩き出す。

　繁はん華か街がいの通りもすぎたころ、それまで鼻歌を歌っていたシアーズは笑え顔がおで振り返った。

「ここまででいーわよ。なかなかこの面子メンツで勤務外の食事なんてなかったわよね。思ったより楽しかったわ、おつかれさん！」

　そういうと、びしっと隙すきのない敬礼をしたシアーズに、アイリたち三人もつられて敬礼でその背を見送った。

　基本的に七聖府ザインに勤める独身者は、七聖府の敷しき地ち内にある職員寮りように部屋を与あたえられる。

　だがシアーズのように上官クラスになれば住居手当も申しん請せいできるため、七聖府の外に住まいを持つ者も多いのだ。

　アイリを真ん中に、ハイヅカとダリウスが左右に並んでネレル橋を渡わたり三人は七聖府へと戻もどる。

　それでもシアーズのようすがなんとなく気がかりで、アイリは背後を振り返った。

「主任、大丈夫ですかね。部屋まで送った方がよかったんじゃ……」

「まさか、別に本気で酔ってもなかったしな。それでも、今日の主任はご機嫌になる必要があったんだろ」

　以前からシアーズとつきあいがあるらしいハイヅカには、どうやら微び妙みようなようすの違ちがいもわかるらしい。だがダリウスは少し意外だったようだ。

「勤務を離はなれると、主任って思ったよりくだけてるんだな。でも、ちょっとようすが妙だったのは、例の占うらないのせいだと思う」

　ダリウスの言葉に、アイリははっと顔をあげる。

「でも、ヴァージニーさんの腕は確かでしたよ。私も本当に驚おどろかされましたから」

「だから、腕がいい占せん術じゆつ師しの鑑かん定ていだけに、主任だって受け流しきれない内容だったんだろうさ」

　ハイヅカの言葉に、アイリとダリウスはなるほどと顔をみあわせた。

「で、結局アイリの恋愛相談に実はあったわけ？」

　大まじめな表情でダリウスに問いかけられ、アイリはつい小声で答える。

「そうですね、お互い風変わりな関係で引き合ってる人と、相あい性しようがいいみたいだっていわれましたけど。先のことはまだいろいろありそうです」

　自分で改めて口にしてみると、やはりハイヅカを意識してしまい、アイリはなんとなく気まずくなって言葉を濁にごす。

　ダリウスとは互いにそれほど背せ丈たけが違わないせいか、身を寄せるように話していたが、目の前にある琥こ珀はくの瞳ひとみが不ふ機き嫌げんそうに揺らめく。

「ふぅん……それって、ほんと誰だれかさんのことみたいだね！」

　強い口調で言い放つと、ふいっとそのまま足を早め、ダリウスは軽い駆かけ足になった。

「僕は明日も忙いそがしいから、先に戻って仕事をする」

「おぅ」

　ハイヅカが応じるように手を挙げる。

　そのあとアイリはなんとなくひとりで気まずい気持ちになりつつ、ハイヅカと暮らす通称『別館』と呼ばれる自室へと戻った。
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　その夜、セントパレスの『占術師通り』にある、『白い蝶の館』には客に似つかわしくない男が入っていった。

　重たげな焦こげ茶色の髪かみ、その下には分厚い眼鏡をかけ、やせ気味の中背の男はどこか古ぼけた印象を与える。だが眼鏡の下にある榛はしばみ色いろの瞳は鋭するどく、冷たさが漂ただよっていた。

　本来この店には立ち入れないはずの男性は、七聖府ザインの守護物タリスマン研究室室長を務めるエルヴィン・トリニックだった。

「もう、仕事は終わったのか？」

　ややくたびれた観のある上着をトリニックが脱ぬぐと、店の主あるじでもあるヴァージニーはうれしそうにそれを受け取り丁てい寧ねいにつるした。

「今日は兄様がいらっしゃるから、夜の予約は受けていないの。お待ちしておりましたわ、お茶、それともお酒のほうが……」

　かいがいしいといってもいいヴァージニーの言葉にも、トリニックは「いや、水でいい」とそっけなく答えて店の奥へと踏みこむ。

「三日後には創立記念日ですから、兄様もお忙しいんでしょう？　これだけの早さで研究室の室長だなんて本当に誇ほこらしいって、義父おとう様も義母おかあ様もいつも自じ慢まんだもの」

　嬉うれしげに心からの尊敬のまなざしを送るヴァージニーにも、トリニックは怪け訝げんそうに眉まゆをあげた。

「肩かた書がきなどくだらんことだ。いつだってあの人たちはお前が自慢だよ。こうして店を出すとなったときに、どれだけ反対されたか忘れたわけじゃないだろう？　だからこうして、私が定期的に巡じゆん回かいさせられてる」

　愚痴っぽくも聞こえるが、そこに非難の意味はない。

　トリニックにしてみれば、事実をありのままに述べているだけなのだ。

　ヴァージニーは、トリニックの両親が養女に迎むかえた、年の離れた義ぎ妹まいである。

　裕ゆう福ふくな資産家だったトリニック夫妻は、もともと愛あい想そのない一人息子むすこが七聖府ザインへ入省してしまったことで、思い切ったことをした。

『落日の礼拝』が起きたあと、災害孤こ児じが養子として家族を求めていると聞き、ひとりの女の子をひきとったのだ。

　そして夫妻は七聖府の息子に「家族がひとり増えました」と楽しげな手紙をだした。

　トリニックは両親の無む邪じや気きさに頭痛を覚えながらも、そうした報告は受け流し、一いつ切さい返事も連れん絡らくもしなかった。

　念願だった七聖府の研究室に配属となり、それこそ寝しん食しよくを忘れて研究に没ぼつ頭とうしつづけていたからだ。

　本当に月日が経たつことすら失念していたトリニックは、気づけば入省から六年が経ち、研究の成果が評価され研究室主任になっていた。

　そして久々に目にとめた実家からの手紙に、見慣れぬものをみつけてふと手に取った。

　それは緊きん張ちようしながら書かれたとわかる、やや拙つたない字の封ふう書しよだった。

　封ふう筒とうの裏には「ヴァージニー・トリニック」と署名がある。

　見覚えのない名だったが、すぐにそれがトリニック家の養女の名であると思いだし、義理の妹からのものだと見当がついた。

　初めて目にしたどこか幼い字に、気が向いて手に取ったが、なによりトリニックの興味を惹ひいたのは、便せんの隅すみに描えがかれた図や線だった。

　子供の落書きにも見えるそれは、不格好な図形と蜘蛛くもの巣にも見える。複雑にひかれた線と点で、その図は構成されていた。

　意識を凝こらしてみれば、それはかつて自分が研究発表した、星の運行と守護物に与える影えい響きようを示す理論の展開図だということにトリニックは気づいた。

　だがそれらの論文は七聖府ザインへ来てから書いたものだ。実家にそうした展開図が残されていたはずもない。

　ひょっとすると、自分の部屋に入ったヴァージニーが、残された本や天てん球きゆう儀ぎを目にしているうちに同じところへたどり着いたのかもしれない。

　そう考えたトリニックは、まだ見たこともない妹への手紙を書いた。

　そしてすぐに戻ってきた手紙の返事によって、義妹のヴァージニーがまだ八歳の少女だと知り戦せん慄りつした。

　そのとき彼女を養女として迎えた両親に、感謝の気持ちを抱いだいた。

　手紙につづられた、ヴァージニーの星や守護物タリスマンにまつわる勘かんの良さと洞どう察さつ力は、生まれつき備わった能力のようだ。

　それ以後も、ヴァージニーは星についての理解を深め、占術の技術や知識を、驚くべき速度で身につけていった。

　いま目の前に立つヴァージニーから、もはや幼さは感じられない。

　匂におい立つような美しさを備えたヴァージニーは、すっかり女性らしい大人びた表情をみせるようになっていた。

　お茶の入ったティーカップをテーブルに置き、ヴァージニーはやわらかな笑みをトリニックに向ける。

「いまの私があるのは、兄様のおかげです。ウィッカが残した予言のことや、『風の天窓』に関かかわる研究があることで、私は生きる目的を持つことができましたもの。本当に感謝しておりますわ」

　誇らしく口にする言葉に噓うそはないのだろう。

　ウィッカが残していった『風の天窓』。

　それにまつわるウィッカの予言について、トリニックは何年もの年月をひたすら研究に費ついやしてきた。いまではすっかり大人びたヴァージニーが、誰よりも頼たよりになる助手であり、トリニックの理解者の一人となっている。

　さらにその才能を立派に活いかし生計を立てている義妹を、たいしたものだとトリニックも認めていた。

「本当は、お前をこんなところへ置いておくのに両親は大反対だがね」

　養女として幼いヴァージニーが実家で暮らしていた頃ころは、その占術の評判を聞きつけて、幾いく人にんもの人間がトリニック家を訪ねてくるようになっていた。

　はじめは日常的な相談ごとだったのが、次し第だいに商人や役人と客層が増え、占術の内容は幅はばをひろげていった。

　だが、いきすぎた能力は、多くの人間の私利私し欲よくにも利用される。

　実家においていては、かえって彼女の将来が危あやぶまれると危き惧ぐしたトリニックは、こうしてセントパレスで店を構えさせ、女性のみが訪おとずれる予約制の店としたのだ。

「しばらくぶりだが、変わったことはなかったか？」

　尋たずねながら、棚たなに置かれた星の運行をなぞった動きをみせるからくり細工の守護物タリスマンに指で触ふれた。涼すずやかな音を立て、星に見立てられた銀の球体が回転を始める。

「そうですわね。店は順調だけど、今日は変わったお客さんがきましたの。兄様とおなじ七聖府ザイン職員の方でしたわ」

「セントパレスには七聖府の職員が多い。別に珍めずらしいことでもないだろう」

　その話題をトリニックはさほど気に留めなかったが、ヴァージニーの次の言葉に細工ものに触れる手を止めた。

「でも変わった方でしたわ。もともとすごく星の気配が強いのだけど、さらに妙みような呪まじないをかけられてるようでしたの。彼女は私と同じ『落日の礼拝』の孤児でしたわ」

　ヴァージニーが口にする、「星の気配が強い」という言葉は、その存在が天体から受ける影響や、それ自身が影響を与あたえる度合いを示す。

　そうした星からの影響を正確に感じとれることこそ、ヴァージニーが占せん術じゆつ師しとして卓たく越えつした才能を与えられたという証しよう拠こだろう。

　その言葉に、はっとして顔をあげたトリニックに、ヴァージニーはくすっと笑えみを浮うかべた。

「でも、残念でした。彼女は私より年上よ。兄様が探してる『鍵かぎ』ではないと思うわ」

　それは自分も同じだけれど、とヴァージニーは少しだけ残念そうに口にする。

「青みがかった菫の瞳ひとみが綺き麗れいでしたわ。ただ少し変わった体質の方で、名前がアイリ・イスフェルドというの。兄様はご存じの方？」

「……ん、あぁ。どうだったかな……」

「彼女もご両親をミッドパレスで亡なくされてる。しかもそのご両親も、兄様と同じ七聖府ザインの職員だったそうよ」

　それを耳にしたトリニックの瞳がかすかに揺ゆれる。

「その人はお前よりいくつ年上だといってた？」

「ふたつ違ちがいですわ。今年七聖府に入省したばかりのようでしたけど」

　本来興味を覚えることもないはずの、その七聖府職員の名をトリニックは脳のう裏りに刻んだ。

　理由はわからないが、どこか本能的な部分でその『アイリ・イスフェルド』という存在が気にかかったのだ。

　自分のこうした直感を、トリニックは信用していた。ヴァージニーのような星読みともまた違う、これは研究者としての感覚だった。

　──そうだ、戻もどってから一度調べてみよう。研究室に戻ればこの直感がなんなのかはっきりするはず……

　考え事にすっかり没頭していたのか、ヴァージニーが苦く笑しようする。

「いやですわ、兄様ったらまた『賢けん者じやの杖つえ』のことを考えてらっしゃるの？」

「あ、あぁ……そうだな。いつだって、考えているさ、私にとってはあれがすべてだからね」

　いつもトリニックの頭のほとんどを占しめているのは、ある一冊の研究記録だった。

　それはウィッカが残した予言について読み解くためのもので、その内容から『賢者の杖』と呼ばれている。

　七聖府ザインでも正式に公表された記録ではないため、一部では眉まゆ唾つばものの記録としてうさんくさがる向きもあるが、その現物を手にしているトリニックには、希少な研究対象だった。

『賢者の杖』は古びた革かわ紐ひもで綴とじられた、かなりの厚みのある一冊のノートだ。

　それは過去、七聖府内部で記されたものと推測しているが、詳しよう細さいな記述者の氏名は残されていない。

　本文に繰くり返し出てくる予言の内容と言葉から、彼らの研究対象が、七聖守護物ザインタリスマンとそれが生み出す『風の天窓』についてのものだとトリニックは知った。

　それはこれまで自分がつづけてきた研究分野と重なっており、さらに踏ふみこんだその内容は、たちまちトリニックを虜とりこにした。

　詳細な研究記録はとても難解なもので、冒ぼう頭とうを読み解くだけでも、トリニックは数年の月日を必要としたほどだ。

　だが一番の問題は、肝かん心じんの研究結果の部分が何ページにもわたり破り去られていて、記録が失われていることだった。

　その結果、いまだトリニックの研究は続行中であり、そのためにはヴァージニーの星を読む力が必要不可欠にもなりつつある。

　それだけに、いまはヴァージニーを自分の目が届く場所に置いておき、いらぬ人間に利用されたくないという思おも惑わくがあった。

「さ、兄様。もう考え事は終わりにしてください。せっかくきてくださったんですから」

　いつものことだとあきれた調子のヴァージニーは、トリニックをソファへとうながした。

　その呼びかけにトリニックは我に返ったが、それでもなおウィッカの残した予言について考えずにはいられない。

　ウィッカの遺産と呼ばれるものは数多いが、形として残されていないその予言は、一節の詩として研究ノートにも記されていた。

　トリニックの心を読んだように、ヴァージニーは詩をそらんじてみせる。

「兄様の心にあるのはいつもこの言葉ですものね。〈　ひとふりは窓をあけ　ひとふりは暗雲を吹ふきはらい　ひとふりは根を張り地の果てを見定めよ　〉でしょう？」

　それは『賢者の杖』の持つ力を指すような言葉であり、トリニック自身が何度も口にし、また書きつけてきた言葉でもある。

「そうだな。とにかくいまは『賢者の杖』について解き明かすことが先決だ」

　ウィッカが残した予言と、『風の天窓』にも関わる『賢者の杖』の記録をトリニックがつきとめたことが評価され、いまでは研究室室長となり毎年膨ぼう大だいな予算を勝ち得ていた。

　研究は進みつつあり、さらに『風の天窓』の変化に関わる『鍵』の存在は、いまだ七聖府ザインにも正式な報告はあげていない。

『鍵』と名付けた存在については、不確かなことばかりの状態であるため、トリニックの独断でヴァージニーと調べを進めているのだ。

「焦あせらなくても大だい丈じよう夫ぶですわ。じきに星は巡めぐってきます。それまでに、必ず私が『鍵』の秘密を導きだしてみせますから」

　ヴァージニーの声には、決意に似た強い力が秘ひめられていた。

「前から不思議だったんだが、どうしてお前はそうまでして、私の研究に手を貸そうとする？」

　そう尋ねたトリニックに、ヴァージニーはしばしあっけにとられたように沈ちん黙もくすると、突とつ然ぜんくすくすと笑いだした。

「いまごろ、それをお尋ねになるなんて、兄様らしいですわね。もちろん、七聖守護物ザインタリスマンに興味があるからですわ。『落日の礼拝』が起きたあの日、私の運命を大きく動かした事件には、七聖守護物が関かかわっていました。なにもかも変えてしまう力にこめられた星の秘密を、私も知りたいのです」

　そう口にするヴァージニーは、占術師としての探究心に満ちた横顔を見せる。

　彼女にそうした知識を与えたこともあり、トリニックもなるほどと腑ふに落ちた。

　自分もまた周囲にさんざん呆あきれられてきたからだ。

「なぜそれほどまでに、ウィッカの遺産にとりつかれる？」と。だがその質問に、相手を納なつ得とくさせられる答えなどなかった。

「そうか……お前ももう立派な占術師だからな」

　幼かった少女は、いまでは神秘的な空気をまとい、占術の順番を待つ客人がひきもきらない状態なのだ。それを少し誇ほこらしく思いながら、トリニックはお茶の入ったカップを手にした。

　やや冷まされたお茶は、トリニックが熱い飲み物が苦手だと知っているからこその気づかいだろう。

「私はいつだって兄様に感心しますわ。その研究熱心さと、無関心の温度差のひどいことったらないですもの」

　わずかにすねたような視線を送るヴァージニーは、「こんなに鈍にぶい人をなんで私も……」とつぶやいたが、やはりトリニックの耳には聞こえていなかった。

「？　なにかいったか？」

「いいえ！　いただきものの焼やき菓が子しがありますの。すぐにお持ちしますわ」

　ふわりと衣い装しようのすそをひるがえして、ヴァージニーは部屋を出ていく。

　だが、部屋にただよう心ここ地ちいい花の香かおりも、妖よう精せいのようなヴァージニーの姿もトリニックの心を動かすことはないのかもしれない。
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　翌朝、出勤してきたシアーズの表情は冴さえなかった。

　普ふ段だんよりチークが明るくのせられているところをみると、顔色が悪いのかもしれない。

　それでもきびきびとした身のこなしで、シアーズは綴じた書類をそれぞれに配っていく。

「おはよう、まずはそれに目を通しておいて」

　書類の表紙には『七聖府ザイン創立記念式典要よう綱こう』と記されている。

「今日はこのミーティングのあと、ダリウスとアダムにはそれぞれ招集部署にいってもらうことになるわ」

　その言葉に、ダリウスが軽く挙手して口をひらく。

「あの、他部署は……研究室ですと記念品作製や特性守護物タリスマンの販はん売ばいや相談。それに都市保安局だと聖戦器フアランクス体験コーナーとかやりますよね。ちなみにこの対策室としてはなにを？」

「……は？　なんですか、それ」

　まるで祭の露ろ店てんのような話題に、アイリはぽかんとする。

「知らなかったか？　わりと前からやってるぞ。一いつ般ぱん市民の皆さんに日常生活レベルで七聖府に親しんでもらうっていう、苦労の末ちょっと迷めい走そうした企き画かくの数々だ」

　ハイヅカの言葉に、アダムも深々とうなずいている。

「え、じゃあうちもなにか出し物やるんですか？」

『出し物』などというと、学生時代のお祭り気分を思いだす。

　ややわくわくしたアイリの質問には、すぐに残念な答えが返ってきた。

「ごめんなさいねぇ。なにせうちはまだ設立してから一年も経たってないでしょう。それも人員が私を含ふくめたって六名しかいないうえ、二名を引き抜ぬかれちゃうって事態で……」

　はぁ、と眉み間けんのシワを指でのばしつつため息をつくシアーズが、「でもね」と気を取り直したように顔をあげる。

「うちはしっかり広報でこき使われることになってるから」

「広報？」

　首を傾かしげるアイリに、シアーズはにっこりと笑ってうなずく。

「そうそう、うちのフレッシュな人員にこそ務まるお仕事が、しっかり用意されてるわよ」

　これまでも『七聖守護物ザインタリスマン対策室』は、他都市の七聖守護物に関わる事件を解決してきた。

　だが、そのすべてに星ほし鎮ちん守じゆが密接に関係していたため、公おおやけにできない現実がある。

　だからこそ、名目だけのものと思わせないためにも、七聖府守護物対策室が『黒の七星旅団』の動きに対応していることを知らしめ、市民に安心感を与あたえたいのだろう。

　シアーズから書類を受け取り、それぞれにページをめくる。

　その途と端たん、もれなく全員が「うっ！」と息を詰つめた。非常に違い和わ感かんのある企画案が、目に飛びこんできたからだ。

『特集：フレッシュ新人インタビュー：☆私が七聖府ザインを守ります☆』

　妙みように軽かろやかな書体で記されたその記事は、新設された期待の対策室に唯ゆい一いつ配属された新人職員を紹しよう介かいするという企画のようだ。

　シアーズは微び妙みように口角をひきつらせつつ、その記事について口にする。

「で、とにかく新人のかわいい女子が、ハツラツとがんばってます！　というアピールを世間にしておきたい……っていう……ちょっとアイリ、私がそう思ってるわけでもなければ、こんなバカな企画持ってったわけでもないのよ」

　思わずシアーズもたじろぐほど、アイリはどす黒い怒ど気きをはらんで立ち上がった。

「そんな……人を見せ物みたいに。だいたいその企画って完全に私のおつむはお花畑ぐらいの、お気楽な宣伝ページになる予定なんじゃないですか!?」

　まだ一人前とはいえないだろうが、決して生半可な気持ちでこれまで仕事をしてきたつもりはない。

　こんな記事が載のればまさに道どう化け扱あつかいだと、アイリは怒いかりでメラメラとしたが、その背後でやたらと気の抜ける声がした。

「あれぇ、もう始まっちゃってた？」

　頭に血がのぼって気づかなかったが、いつのまにか室長であるコーネルが到とう着ちやくしていたらしい。

「は、おはようございます。室長！」

　アイリは慌あわてて敬礼し、他全員も同じくそれにならう。

　その手に握にぎりつぶされている企き画かく書しよをみて、コーネル室長も状じよう況きようを察したのだろう。糸目の目め尻じりをきゅっとさげたかと思うと、「ごめんね」というように手のひらを立てる。

「まぁねぇ、今回のことは非常に申し訳なく思ってるんだよ。しかもフロスト君を研究室に、サイクス君まで特別警備本部にひっぱられることになってしまって」

　珍めずらしく不覚をとったらしいコーネル室長は、だがその笑えみにすら裏があるようだ。

「もちろん、今回の創立記念日については、多くの不安もあるからね」

「例の……脅きよう迫はく状のことですね」

　前回コーネル室長がこの対策室にタロットカードを持ち込んだのも、それについてアイリに占うらなわせるためだった。

　その結果から今回の人事も容認したということなのだろうか？

「脅迫状については、あれ以来進展はないんでしょうか？　だいたい、その事件こそ対策室で捜そう査さするべきじゃないんですか？」

　いまこそ警けい戒かいするべきだというアイリの言葉に、もっともだと対策室一同もうなずく。

　だが、コーネル室長は苦くため息をついた。

「それがねぇ、あの脅迫状については、筆ひつ跡せきから文脈、使われた紙の産地まで調べさせた結果、やはり『黒の七星旅団』からのものとは思えないということだった。でも、上層部はこの創立記念日に、特別警備部隊まで編制してくれちゃってるんだよ。結果的に我々対策室には、あくまでも『七聖守護物対策室』として、当日の式典に花を添そえてくれってことらしい……なんていうか、大人ってめんどくさいからねぇ」

　かなり疲ひ労ろうのにじむコーネル室長の声から察すると、すべての都市に関かかわる大がかりな式典だけに、七聖府内部の調整が複雑になっているようだ。

「だからさ、君たちには不本意満まん載さいな記念日になっちゃうかもしれないけど。もう僕としては、いっそここで『黒の七星旅団』が本当に動いてくれれば、我々が申しん請せいしてるミッドパレス派は遣けんも通っちゃうんじゃないのかなぁ……なんてよからぬ希望も、あったりなかったりなんだけどね」

　にこにこと食えない笑顔で、さらっと怖こわいことをいう上官に、その場の全員が今回コーネル室長の引き際ぎわが早かった本音を聞いた気がした。

「今回の広報企画についてはイスフェルド君の気持ちも痛いほどわかる。でも、これもまた市民に対する公務だと思って、広報協力をお願いするよ」

　室長じきじきにそういわれてしまえば、アイリもそれ以上異議を申し立てることはできなかった。

「それでねぇ、みんなが忙いそがしくなるし、エン君についても聖戦器フアランクス実演あたりで活かつ躍やくの場があるか、提案してみようかと思ったりもしたんだけどね……」

　言いよどむところをみると、もれなく先方の部署から受け入れを拒きよ否ひされたのだろう。少し申し訳なさそうに口にされ、ハイヅカがきまり悪そうにそっぽをむく。

　だがシアーズはコーネル室長に「それはお薦すすめできませんわ」と口にした。

「じつは、昨日ちょっと気になることがあって、ハイヅカはまだ凶きよう運うんのコントロールができているとはいいがたい状態です。それこそ市民の皆さんとのふれあいの場でなにかあっては、取り返しがつきませんわ」

　シアーズは言葉を切るとハイヅカに向かって口をひらいた。

「ハイヅカはこのあと向かう予定の広報室で、アイリを指導する先せん輩ぱいとして補ほ佐さについてあげて」

　明らかに昨夜の出来事が影えい響きようしているのだろう。シアーズの断固とした口調に、アイリもダリウスも小さくうなずいてしまった。

「わかった。それなら、配置はシアーズ女史におまかせする。僕もそろそろおいとまするよ。当日は演えん壇だんに立たされるから、なにかありがたそうな話をしろというお達しがある。スピーチの原げん稿こうを作らないとならないんだ」

　あとはまかせたとシアーズにうなずいてみせ、コーネル室長は敬礼すると全員に見送られて対策室をあとにした。

「……ほんとにねぇ、なにかあった？」

　シアーズは改めてハイヅカをみてため息をつく。

「ほんとに、特別な心当たりはない」

　そういいつつ、ハイヅカ自身己おのれのままならない体質はよくわかっているのだろう。

　数々のやりとりに、とうとう黙だまっていられなくなり、アイリはそろそろと手を挙げた。

「あの……なんていうか、確証はないんですけど。たぶん原因の悪夢っていうか、それが呪まじないの影響かもしれないって可能性があるんですが……」

　アイリが自分にかけられた呪いの説明をするには、どうしても悪夢の内容についても詳くわしく話さなくてはならない。

　なによりそれで気が重かったのだが、このまま創立記念日当日を迎むかえてしまうのはあまりにも問題がある。

　コゲツの呪いがヴァージニーの指し摘てきどおりなら、アイリがいまこうしている間にも幸運が強まっている可能性があるのだ。

　そうなれば、ハイヅカへの影響も大きくなるばかりだろう。

　アイリの困こん惑わくした顔をみあげ、ダリウスが「つづけたら？」と先をうながす。

　結局、気がすすまないながらも、アイリは自分の夢に『黒の七星旅団』の一員であるコゲツがでてきたこと、そこで自分の幸運をさらに強める呪いをかけられたことを話した。

　そしてその呪いについての対処法を、占せん術じゆつ師しであるヴァージニーに教えてもらったことも含めて打ち明ける。

　それを聞いていたダリウスが、「なるほどね、他ほかの人にとってなら幸運のお呪まじないといったところだけど、アイリにとっちゃ立派な呪のろいか」とぶつぶつつぶやく。

「となると、使われたのはアレだろうね」

「アレって？」

「前に研究室に持ち込まれた呪じゆ具ぐに、『ＳＬＤサイレントリトルデビル』ってあっただろう？」

　ダリウスが口にした『ＳＬＤ』という名前に、アイリはかつて自分も関わったある事件を思い出した。

「……やっぱり、あのキャンディですか」

　──あの悪夢のあと、ひょっとしてとも思ったけど。認めたくなかったのもあるかも……

　アイリは自分の往生際の悪さを嚙かみしめる。そのキャンディの忌いまわしい効能のことはよく覚えていた。

　そのキャンディは、『ＳＬＤスイートリトルドリーム』という名で、夢ゆめ占うらない師である少女が作ったものだった。

　もともとの効能は、想おもい人の夢がみられるという、可愛かわいらしいおまじないのキャンディなのだが、それに目を付けた違い法ほう呪具の商人が、改造させ作り上げられたのが『ＳＬＤサイレントリトルデビル』だったのだ。

　そのキャンディを食べて眠ねむった者は、狙ねらった相手の夢に入り込むことができるらしい。

　相手が眠りについている無防備な精神状態だと、ささいな呪いでも通常より強い影響を与あたえられるという効果があった。

　だが、コゲツがそのキャンディを使って自分の夢にあらわれたのなら、悪夢の理由もわかりアイリは少しだけすっきりした。

「コゲツがそれを使ったって？　夢のなかでなにがあった」

　かつて自分と深く関わりがあった青年の名を聞いて冷静ではいられないのだろう。ハイヅカの表情が厳しくなる。

「それは……そのぅ、なんていうか……」

　まさか「不意打ちでキスされてたみたいなんです」とも言えず、アイリが言いよどんでいると、ダリウスはたいした問題でもないだろうと口をひらく。

「結局、占術師のヴァージニーの話でも、君が夢でもらったか触さわったか、それとも食べたかしたものを、ハイヅカに同じようにさせればいいんだろ？　連鎖転写チエーンミラーが使えるっていうなら、確かにそれが一番確実だからね」

　いつのまにか、アイリのデスクに詰つめ寄ったダリウスとハイヅカに両側からやいやいいわれ、アイリは「うぅぅ」と唇くちびるを嚙みしめた。

「同じっていいますけど……そのぅ。……されたのって、キス……なんですけど」

　蚊かの鳴くような声で小さく告白したアイリの隣となりで、耳を寄せていたダリウスがふんふんとうなずいた。

「なんだ、それならアイリがハイヅカにキスをするか、ハイヅカがアイリに──って!?　キス!?　それどこに……まさか……くち!?」

　自分で言っておきながら、もっとも衝しよう撃げきを受けているらしいダリウスに、アイリは大声を聞くに堪たえないと耳をふさぐ。

「もう、何回もいわないでくださいよー。夢のなかとはいえ、ものすごい不覚というか、こっちは寝ねてましたし、まさかそういう方法で呪いをかけられるとは思わないじゃないですか！」

　わめくように返したアイリに、ハイヅカは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せ、「あの野や郎ろう」と物ぶつ騒そうにうなる。

　それを聞いていたシアーズは、しばらく不思議そうなようすでアイリの話を吟ぎん味みしていたようだが、やがてぽつりといった。

「別に、キスぐらい減るもんじゃないでしょ。ハイヅカにキスすれば呪いは解けるんでしょ？」

　しちゃえば？　といわんばかりのシアーズの口調にアイリは目を見開く。
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　そのようすを自分の席から静観していたアダムも、やはり同じように「キスになにか問題が？」といいたげな視線を送ってくる。

　アイリはその両者に向かってさらに声をはりあげた。

「あのですねっ、まだ私はお二方みたいに豊富な経験積んでませんし！　呪い返しだからっていわれて、はいそうですかなんて簡単にはいきません！」

　そう口にしたものの、目の前のハイヅカと視線がぶつかるなり、自分でも驚おどろくほど頰ほおが熱くなった。

「あの……別に、ハイヅカさんがイヤとかそういう話じゃないですよ。だいたいこういう状じよう況きようで、いまさらそんなこといってる場合じゃないってわかってます。でもそもそもハイヅカさんにだって、自分の意思ってものが……」

　もごもごが止まらないアイリの必死のいいわけに、ハイヅカは珍めずらしい生き物を目にしたように、銀灰の瞳ひとみを見開いている。

「いや……まぁ、俺はどっちでも。とりあえず、お前の意思尊重でいいけどよ」

「あら、やさしいじゃない」

　シアーズがおどけていうと、ハイヅカはどこか不機嫌そうに口にする。

「そりゃ、事故にあったばっかの初心者に、すぐにまた同じような要求するってのは酷こくだろ」

「ははぁ、初心者……。なるほど、確かに可哀かわい想そうなのかもしれないわね。こんなさらしものみたいな状況で、さぁやれっていわれても、私だってごめんだわぁ」

　シアーズはそういいつつも、妙みようにやさしげな視線でアイリをみた。

　するとアダムまでもが、なにか希少なものをみたようにうんうんとうなずいている。

「やはりここは、騎き士し道どう精神を発揮して、レディの名めい誉よを守るべきですね」

　自分に注がれる大人たちの視線に、どこか懐なつかしくもまぶしいものを前にした和なごんだものを感じて、アイリはいたたまれなくなった。

　ついには立ち上がって、がっと握にぎり拳こぶしをふりあげると、アイリはそのままハイヅカの制服をつかんで引き寄せる。

「いーですとも！　そうまでいうなら見せてやります。初心者初心者って、人のことを子供扱あつかいしないでください。私だっていち社会人として、これも仕事のうちだと思えば、公開呪まじない返しぐらい……どうってこと……なっ！」

　気き恥はずかしさのあまり妙な勢いになったアイリは、目の前に迫せまったハイヅカの唇に思わずのけぞった。

「へぇ、仕事だったら、何事も成し遂とげられるって立派な決意、ここで見せてくれるって？」

　意地悪く、笑えみさえ浮うかべて近づいてくるハイヅカの唇と高い鼻び梁りようが目の前に迫って、アイリは焦しよう点てんが合わずめまいがした。

　ぴたっと息を止めたままひそかに目を回していると、「ぷっ」とこらえた笑いがもれる。

　ハイヅカにがちがちにこわばった両りよう腕うでごと抱かかえあげられると、ぽんと距きよ離りを作って降ろされた。

「なんでもかんでも仕事だからって、強制されることでもねぇだろ」

　バカな奴やつだとでもいうのか、ハイヅカはアイリの額を軽くこづくと自分の席へと戻もどった。

「まぁ、そこは仕方ないわね。あんたたちは相棒関係パートナーでもあるんだし、よく話し合いなさい。ただし、本当にハイヅカの凶きよう運うんが問題になってくるようだったら、創立記念日の勤務を含ふくめて、なんらかの対処方法を考えないとならないわ」

　やれやれとため息をもらしつつ、シアーズがひとまず猶ゆう予よを与えるというと、ダリウスがそれにつづくように声をあげた。

「もちろん僕のほうでも、呪まじないを解呪する方法をみつけてみせます。わかったなアイリ、早まらなくてもいい。僕にかかればそんなものちょちょいっと済むような話だ。ちょうど研究室へいくことにもなるから、機材も融ゆう通ずうが利きく。ただ、あの面倒な男さえいなければだけどね」

　そう口にするダリウスの顔が、なぜかこれまでみたことがないほど嫌けん悪お感かんにゆがむのに、アイリは首を傾かしげた。

　シアーズはその理由を知っているらしい。声をひそめて教えてくれた。

「研究室の室長、エルヴィン・トリニックのことよ。ダリウスの前の上司なんだけど、私と同期の入省者でね。評価はされてるけど……ま、ちょっと変わってるわね」

　たしかにその若さで研究室室長となれば、よほどの有望な人材なのだろう。

「ダリウスさん、上司とうまくいってなかったんですか？」

　率そつ直ちよくに尋たずねたアイリに、ダリウスがかっと目をむく。

「いっておくけど、この地上であの男とうまくやれる人間なんて存在しない。もしいれば、そうとう物好きか偏へん屈くつだね。人ひと嫌ぎらい、仕事嫌い、自分の研究以外にはいっさい無関心。ここの廊ろう下かで人が倒たおれて死んでても、踏ふみこえていくような変人だ」

　勢いこむダリウスに、いけないことだと思いつつ、アイリはほんのりこう考えてしまった。

　──人嫌いで、研究馬ば鹿かってことは……少しダリウスさんにも通じるところがあるような気がするかも……

　ダリウスの言葉を肯こう定ていするように、シアーズが口をひらく。

「研究室にいる人間ってのは、我の強さと好こう奇き心しんを、なにより優先させる意志の強さがあるわね。そして自分を信じられるだけの、絶対的なうぬぼれと実力が必要よ」

　たしかに学生時代からアイリの友人でいてくれたジョゼは、やさしい心の持ち主だが、決して周囲に流されない信念の持ち主でもある。

「誰だれも知らない、みたこともないものを、必ずあると信じられなければ、あそこで仕事はできない。あ、いっておくけど、僕がその能力に劣おとるからここへきたとは思わないことだね」

　びしっと指をつきつけてくるダリウスに、アイリは面めん食くらう。

「や……それは思わないですけどね。ダリウスさんの自信満々さと、私生活でまで研究漬づけの日々についてはよく知ってますから」

　ダリウスの気き迫はくにたじろいでいると、シアーズがかすかに眉まゆをひそめて告げた。

「でも、さすがのダリウスでも、あの男が苦手なのはなんとなくわかるわ。トリニックといえば、入省当初から変わり者の偏屈人間。なのにものすごい人事評価の高さで、抜ぬけ目なく昇しよう進しんしてったのよね」

「それは、研究結果が認められたってことなんですか？」

　アイリの問いに、ダリウスが非常に不ふ愉ゆ快かいそうに答えてくれる。

「君は知ってるかわからないけど、この世界の空には『風の天窓』があるっていわれているだろう？」

　普ふ段だんあまり耳にしない単語は、もちろんアイリも知っているが、ダリウスは言い聞かせるように言葉をついだ。

「救世主ウィッカが、アルステラ大陸に七聖守護物ザインタリスマンを与あたえたと同時に、この大陸の上空は『風の天窓』と呼ばれる守護におおわれた。それがあるから、守護物タリスマンや呪じゆ具ぐは僕たちの生活に影えい響きようを与えるほどの力を持っているともいわれてる」

『風の天窓』については、アイリもわかっているつもりだったが、改めて考えるとこの大陸のすべてに影響を与えているのだとよくわかる。

「トリニックの研究によると、天体の運行によって『風の天窓』は変化し、七聖守護物や守護物が持つ力も、一定の周期や確率で変化するという法則があるらしい」

「……それって、すごい発見なんじゃないですか？　だってそれがわかれば、気候の変化とか、災害が起きやすい時期とかいろんなことが事前にわかりますよね」

　ひそかに興奮するアイリの声にも、シアーズは苦い声で教えてくれる。

「そうよ、だから上層部も彼を研究室室長に据すえて、年々莫ばく大だいな予算を計上してるってわけ。いわば、期待の星なわけだけど、そのせいかかなり独断で研究を抱えこんでるらしくて、研究成果のことも私たちにはさっぱり見えてこないって不ふ透とう明めいさよ」

　どうやら確かな事がわかるまでは、七聖府ザインもその研究を公式に発表するつもりはないらしい。

「ま、あんまり大声じゃいえないけどね。トリニックが傾けい倒とうしてるのは、もはや『風の天窓』そのものっていうより、ウィッカの予言みたいだからね」

　独り言のようにこぼれたダリウスのつぶやきがアイリは気になった。

「なんですか、ウィッカの予言って……聞いたことないです」

　興味に目を輝かがやかせるアイリに、ダリウスはやや声を落として小声で答える。

「……噂うわさだけど、どうも七聖府ここに研究室ができる前にも、ウィッカについて調べていたことがあったみたいなんだ。その調査をしていた人間が残した記録があるらしくてね、ウィッカが残した予言ってのが『賢けん者じやの杖つえ』とか呼ばれてるらしい」

　以前にもダリウスが口にしていたうさんくさいという言葉をアイリは思いだした。

「なんだか、魔ま法ほう使つかいでも出てきそうな予言ですねぇ。そんなものがどこかにあるって話なんでしょうか？」

　だがアイリの問いにも、ダリウスはそれ以上興味はないとばかりに手を横に振ふる。

「さぁね、僕があの男の妄もう執しゆう的てきな研究につきあう義理はないから、それ以上知りたいとも思わない。守護物や呪具の動作や影響についてなら、僕は僕自身のやり方で研究を進める」

　どうやらこれはダリウスにとっては不愉快な話題らしい。

　アイリには研究者のこだわりや信念がわからないが、ダリウスもまた自分の信じる見方で、守護物と向き合っているのだと感じられた。

　そんなダリウスをなだめるようにシアーズが声をかける。

「ダリウスにも言い分はあるでしょうけど、今回は創立記念までのごく短い間の手伝いだし、室長のトリニックは『七聖守護物礼らい賛さんの儀ぎ』の担当らしいから、ほとんど研究室では顔をあわせずに済むはずよ」

　どうやら七聖守護物に関する儀式は、研究室が担当してひっそりと行われるらしい。

　シアーズが気分を切り替かえるように、「さて」といいながら、デスクの上から一通の封ふう筒とうを手にするとアイリの席へと歩み寄る。

　そして封書を掲かかげるようにみせると、ぽん！　とアイリの肩かたを叩たたいた。

「さっきの呪いの話で納なつ得とくがいったわ。アイリの幸運度がさらに上じよう昇しよう中だとはね。じつはこんなものがあなたに届いてるの」

　そう言ってシアーズが差し出したのは、七聖府の紋もん章しようである六ろく芒ぼう星せいが封ふう蠟ろうとして使われている、省庁公式の封筒だった。

　不思議に思いつつ、自分宛あてだというのでアイリは封筒を開いてみる。

　中にはやや厚みのあるカードが入っており、こう記されていた。




〈　七聖守護物ザインタリスマン対策室所属　アイリ・イスフェルド殿どの

　貴き殿でんは、今年の創立記念式典パレードにおいて、『祝福の七女め神がみ』への参加権を得られました。

　すみやかに所属部署において業務調整をされますよう、関係者各位にお願い申し上げます。またフロートへの同乗者は一名まで認められます　〉




　内容についてはさっぱり意味がわからないが、何かに参加しろということらしい。

「……主任。これってなんなんですか？」

　今年入省のうえ、創立記念日について詳くわしくないアイリにはさっぱり内容がわからない。

　シアーズは鼻息も荒あらく、「これはね、すっごいチャンスなのよ！」と勢いこむ。

「創立記念日のパレードには、各都市が代表のフロートを出すことが決まってるの。七聖府ザインが担当するフロートもテーマ別に何台かあるわ。なかでも『祝福の七女神』は毎年注目度が高いのよ。ただ、これは希望者全員が乗りこめるわけじゃないの」

「ちょ、ちょっと、待ってください。そもそもフロートってなんです？」

　アイリの質問に、背後からハイヅカが答えてくれる。

「よく、パレードで行進してる奴やつらの間に派手な台車みたいなやつが引かれてるだろ。いろんな人間が乗ってたり、音楽演奏してたりしてひたすら目立つ引きまわしの台車、あれをフロートっていうんだ」

　その言葉を受けて、アイリはもう一度手元にある書面に視線を落とす。

「いいこと、特にこの七聖府の『祝福の七女神』については、本当に衣い装しようも素す晴ばらしいのよ。各都市にちなんで参加者は七名。それぞれを幸運の女神にみたてて、新調のドレスにティアラ、それに星の錫しやくを持ってお披ひ露ろ目めされるの。毎年入省してから五年目までの女性職員は自動的にエントリーされるけど希望者が多くてね、基本はくじ引きってことになってるんだけど……」

　まさにいま幸運がいつにも増しているアイリだからこそ、この結果は不思議ではないとシアーズは言いたげだ。

「つまり、これって。私がドレスを着せられたうえ、なんかの台車の上にのって、創立記念日に引きまわされるってことなんですか……」

　心の底から嫌いやそうに口にするアイリに、今度はシアーズが啞あ然ぜんとする。

「引きまわされるって刑けい罰ばつじゃないのよ。アイリったら嬉うれしくないわけ!?　いわばパレードの花形よ？　それに参加者が所属する部署は、フロートに紹しよう介かい用看板もつけてもらえるから……っと」

　どうやら、これは対策室の存在を世間に知らしめるためにも、大きなチャンスらしい。

　まだ世間一いつ般ぱんへの知名度が低い七聖守護物対策室にとって、そうした華はなやいだ場所で名を知られるのは望むところなのだろう。

「こういうの、イヤなんですけど……」

　もはや個人の好き嫌きらいの問題ではないのだろうとアイリもわかっていたが、思わず素す直なおな気持ちが口をつく。

　シアーズは頭が痛いというように、額を押さえた。

「そりゃねぇ……あなたはそうかもしれないけど。それ、絶対に七聖府ザインのなかでいっちゃ駄目よ」

「？」

「わかってないんでしょうけど、本当にこの役は、毎年多くの女性職員の憧あこがれなのよ」

　だからこそ嫌なのだと、アイリは唇くちびるを嚙かみしめた。

　──どうせまた、『幸運ラツキーちゃん』とかいわれて、やっかまれまくるのはわかってるし……

「それだけ希望者が多いなら、いっそ辞退とか。そうだ！　この対策室からっていうなら主任が乗るのも──」

　名案だと口にしたアイリの言葉に、シアーズが気き迫はくのこもった笑え顔がおを返してくれた。

「いいこと、新入りは知らないだろうけどね。この女神役候補には年ねん齢れい制限って壁かべがあるわけ。わかるかしら、入省して五年もすれば、自然と抽ちゆう選せん対象からも漏もれるってあんばいなのよ」

「うぅぅ」

　その凄すご味みがこめられた笑顔には、叶かなえられなかった望みと、もう戻もどってはこない時間への羨せん望ぼうがこめられている。

　そんなシアーズを前に、アイリもこれ以上異議を唱えることはできなかった。

「さ、いいこと。せめて誰だれにも文句いわせないぐらい、見せつけてやったらいいじゃない。誰になんていわれたって、アイリの所属部署はここなんだし」

　馬ば鹿かな子だといわんばかりのシアーズの言葉は、とっくにアイリの不安などお見通しのようだ。

　構えることなど何もないのだと、軽やかに言い聞かせてくれるシアーズの強い口調は、アイリの心にある硬かたい結び目を緩ゆるめてくれた。

　──そっか。誰がなんていっても、ここのみんなはわかってくれてるんだ……

「よそでなんていわれてるかなんて関係ねぇだろ。お前はお前の仕事として、フロートに乗ればいい。それに初参加のパレードがフロートの上なら、見晴らし最高で贅ぜい沢たくなもんだ」

　誰よりも周囲からあれこれいわれてきただろうハイヅカの言葉は、じつに説得力があった。

「せっかくなんだし、楽しむつもりでやっちゃいなさい。でもあれね、アイリとハイヅカと離はなすわけにもいかないものね。ハイヅカがエスコート役として一いつ緒しよにいけばいいわ。室長から話をしてもらっておくから。このあとアイリには広報室で広報取材を受けてもらって、それから、ふたりとも『祝福の七女神』準備室へ顔出しておいてね」

「げっ……俺もかよ」

　いわれてみると、同乗者が一名許されると記されている。

「まがりなりにも女神様なのよ。おつきのひとりぐらいはいないとねぇ。ちゃんと役目を果たして、ご褒ほう美びにキスでも贈おくってもらったらいいじゃない」

　そういって目配せをくれるシアーズは、完全に面おも白しろがっている。

　アイリはいつのまにか、自分が苦く笑しようしていることに気づいた。

　ここでは誰もアイリの幸運をやっかまない。

　当たり前のこととして「まぁ、やり過ごせ」といってくれる。

　それはこれまでなかったことで、少しずつ自分を自由にしてくれる気がした。

「わかりました。広報の仕事の一いつ環かんだと思って、お花畑でも女神でもやってみます」




　ミーティングが終しゆう了りようすると、ダリウスとアダムは招集がかけられた部署へ向かうことになった。

　アイリとハイヅカも広報室へ移動するため、シアーズと連れだって廊ろう下かへ出る。

　対策室を最後に出たアイリは、すぐ前を歩いていたダリウスが急に立ち止まったせいでその背中にぶつかった。

「ふがっ、なんですか急に」

　何事かと隣となりに立つと、ダリウスはひどくこわばった表情を浮うかべていた。

　その視線の先には、ひょろりと瘦やせた白衣の男が歩いてくるのが見える。

　その右みぎ腕うでにつけられた腕わん章しようから、男が研究室室長のトリニックだということがアイリにもわかった。

　暗い焦こげ茶色の髪かみと、分厚い眼鏡の下に榛はしばみ色いろの瞳ひとみ。

　まったく感情のうかがえないその男は、シアーズと同期だというには、やや老ふけこんで見える。

　トリニックは、そこにいながら心はそこにないような空気をまとい、容易に人を寄せつけない違い和わ感かんがあった。

　──なんか、変かも。研究室は対策室と同じ地下にあるのに、私いままでこの人のことみたことがないし……

　そのまますれ違ちがっていくかと思われたトリニックが、ふと視線をこちらに向けたかと思うと、アイリの制服の腕章を目にして立ち止まる。

　アイリが軽く会え釈しやくすると、意外にも向こうから話しかけてきた。

「アイリ・イスフェルドさんかね？」

「え、えぇ。そうです」

　アイリはうろたえつつも敬礼して答えた。

　なぜ初対面の相手、しかも研究室室長が自分の名前を知っているのか不思議でならなかったが、職場が同じフロアであればこういうこともあるのかもしれない。

　突とつ然ぜん話しかけられて足を止めたままのアイリに、ダリウスも怪け訝げんそうに隣に立ち止まっている。

　しかしトリニックはひどく興味深そうに、アイリの表情をじっと見つめつづける。

「私は研究室室長のエルヴィン・トリニックだ。君は……セオドア・モートンの娘むすめさんだということだそうだが、本当かね？」

　そっけなく口にされた自己紹介のあと、トリニックが口にしたのはあまりにも予期していなかった人の名だった。

　アイリ自身、その名前を人の口から聞くのは三回目ぐらいかもしれない。

　セオドア・モートン。それはミッドパレスで亡なくなった、アイリの実の父親の名前だった。

「どうして……それを」

　父の名前をトリニックが知っていることや、それを自分に問いかけてくる理由が思い当たらない。

　──ひょっとして、私の父さんが七聖府ザインにいた頃ころを知ってる人なのかな。でもこの人がシアーズ主任と同期なら、在ざい籍せき期間がそんなにかぶってるとも思えないし。

　隣にいるダリウスも状じよう況きようがわからないはずだが、不ふ穏おんなものを感じるのか、警けい戒かいもあらわにトリニックをにらみつけている。

　だがトリニックは、そんなアイリやダリウスの態度はまったく意に介かいしたようすもなく、淡たん々たんと口をひらいた。

「君の父君は、いまの対策室室長のコーネル氏とも同期入省者でね。じつに優ゆう秀しゆうな職員だったとうかがっているよ」

「……コーネル室長と？」

　その言葉はアイリにとっては衝しよう撃げきだった。父と同じ時を生きた人が、いま自分と同じ場所で働いている。

　考えてみれば不思議なことではないが、いままで思いつきもしなかった。

　なにしろ上司であるコーネル室長の年齢を意識したことがなかっただけに、それは新しん鮮せんな驚おどろきでもあった。

「あの、私の父がなにか……？　ずいぶん昔に亡くなりましたが」

　思えば両親とも七聖府にいたのなら、なにかの記録が残っていてもおかしくはない。

　だが、どうしてそれを研究室室長であるトリニックの口から聞くことになるのかは、まったく心当たりがない。

「あぁ、父君の件は大変残念なことだった。私は研究室でウィッカの残した予言と、その記録について調べてきたんだが」

　トリニックの言葉に、ダリウスが小さく息をつき「またか」というように不満そうな表情を浮かべる。

　だがアイリにとっては、ダリウスやシアーズからも聞かされたばかりの『ウィッカの予言』という言葉がひどく気になった。

　なにより自分の父の名を知る人が、そのことを口にする理由が知りたい。

「ウィッカの予言って、どういったものなんですか？」

「正確には『賢けん者じやの杖つえ』と呼ばれるものなんだがね……かつてあった、ある研究記録に君の父君も関係していたのではないかと、私は考えているんだが」

　そういって語り出したトリニックの研究内容は、もちろんアイリにとって初めて耳にすることだった。

　亡くなった父の仕事は、外務省勤務だったとしか知らされておらず、向かった仕事先のミッドパレスで『落日の礼拝』に巻きこまれたのだと聞かされていた。

「私の父がですか？　研究者ではなかったと聞いていますが」

　だがアイリの質問にも、トリニックはそんなことは重要ではないと言いたげに軽くうなずいただけだった。

「当時の七聖府ザインでは、まだ正式に研究室は設けられていなかった。各部署でそれぞれ必要に応じて守護物タリスマンや呪じゆ具ぐの解かい析せきにあたっていたんだ。それではあまりに非効率的だということで、ひとつの部局として研究室が設立された。そして私は各所の研究記録をもとにして、いまは七聖守護物とウィッカについて調べている」

　トリニックの声にこめられた熱っぽさにつられるように、アイリもつい身を乗り出してしまう。

　想像もしていなかった話に、アイリはさらに聞き入りそうになったが、ふっと隣でダリウスが動く気配がしたかと思うと、ふたりの間に立ちはだかった。

「まだ、あなたはそんなことばかりいってるんですか。僕たち対策室は、七聖守護物の安全を守るための部署なんです。あなたが熱心に取り組む特とく殊しゆな研究に、彼女を巻きこむような真似まねは慎つつしんでください」

「……だが、君たち対策室もミッドパレスへの派は遣けん申しん請せいを出していると聞いたが？　ちょうど私も調査のためにミッドパレスへ向かう予定だ。同じ七聖守護物に関かかわる仕事なら、得られるものもあるだろう」

　人ひと嫌ぎらいだと聞いていただけに、トリニックの申し出はアイリには意外なものに思えたが、隣からダリウスが嚙かみつくように言い返す。

「関係ありませんから。僕たちはあくまで対策室として派遣申請を出してるんです。あなたの研究がどういったことであろうと、僕たちに関わろうとか考えないでください！」

　軽けい蔑べつするような怒いかりの色もあらわに、ダリウスはトリニックに言い放つと、そのままアイリの手をつかみその場から連れ出してしまった。

「ちょっと、ダリウスさん！……あ、すみません。失礼します」

　アイリは一応背後のトリニックに頭を下げつつ、ダリウスに引きずられていった。

　廊下の先のほうで、シアーズとハイヅカがこちらをうかがうように立ち、アイリを待っているようだ。

　怒りのにじむ足取りでずんずん歩いて行くダリウスに、アイリはなにやらただならぬものを感じて小声でたずねる。

「あの、ダリウスさんてトリニックさんと前になにかあったんですか？」

　だがダリウスは振ふり返ることなく、じつに不ふ愉ゆ快かいそうにぼそりと答えた。

「あいつについてなにか話す気にはなれないけど……研究のためなら、どんな実験や調査をしてもおかしくないやつなんだ。過去にもあの男の実験を上層部が握にぎりつぶしたことがある。不用意に近づいたりしちゃ駄だ目めだ」

　アイリの手首をつかむダリウスの手はひどく冷たくなっている。

　──やっぱり、ダリウスさんあの人となにかある。うやむやにされた研究かなにかが原因とか？

　ダリウスの肩かたがひどく緊きん張ちようしている気がして、アイリは思わずぽんと手で触ふれた。

　すると、ダリウスはびくっと肩を揺ゆらして振り返る。きついまなざしに、かすかに怯おびえたような色が見えた。

「なに？」

「……あの人には、ひとりで近づかないよう気をつけます。それと、ダリウスさんが作る記念品、今年初めて見られそうなので楽しみにしてます」

　そう口にしたアイリに、ダリウスはようやく唇くちびるをゆがめるように笑うと、ふいっと背を向けた。

　アイリの手をぱっと放すと、そのまま研究室がある区画へと歩き出す。

「僕の素す晴ばらしい才能のまえに、ひれ伏ふすようなものをみせてあげるよ」

　それだけ言い残すと、先ほどの緊張が噓うそのように軽かろやかな足取りで、臆おくすることなく研究室へと消えていった。




　アイリは待たせてしまったシアーズとハイヅカに謝りつつ、三人で広報室へと向かうことになった。

　本庁の一階フロアにある、華はなやかに整えられたその部署には、来客用の応接セットから、撮さつ影えい用の機材一式までずいぶんと設備が整っている。

　壁かべに飾かざられたポスターや印刷物など、どれも七聖府の素晴らしさをたたえるものばかりだ。

　そして初めて広報取材に呼ばれたアイリは、さんざんな目に遭あわされることになった。

　まずは念入りに制服と身なりを整えられ、『今年注目の入省者シンデレラ♪』と頭痛がするタイトルを銘めい打うったインタビューに答えさせられたのだ。

「イスフェルドさんは、入省されてまだ一年目ということですが、同どう僚りようの皆さんとの仕事はいかがでしょう？」

「えぇ……っと」

　──現場はほぼぶっつけ本番。上司は鋭えい意い婚こん活かつ中、同僚は呪じゆ物ぶつの闇やみ売人の顔をもち、唯ゆい一いつの癒いやし系はつっこみどころ満まん載さいの着こなしセンス。そして相棒パートナーは世紀の大だい凶きよう男です…………とかいえるわけないし。

　もちろん正直に答えるべきではないという判断はつく。アイリはぎゅぎゅっと笑え顔がおを形作ると、優等生の口調で答えた。

　なにしろいまの自分は、『今年注目の入省者シンデレラ♪』なのだから。

「はい。皆さんとても親切で、それぞれに専門分野に秀ひいでた方ばかりなので、私も憧あこがれちゃいます！」

「イスフェルドさんが所属する『七聖守護物ザインタリスマン対策室』は今年新設されたばかりということですが、いまのところ成果はいかがでしょう？」

　質問者の笑顔と声に、ほんのりと潜ひそんだ棘とげを感じる。

　実際のところ、『七聖守護物対策室』はこれまで数々の事件に関わり、解決に導くという活かつ躍やくをしてきた。

　市民が不安に思うとおり『黒の七星旅団』の活動が活発化しているのは事実なのだ。

　だが、どの事件も七聖守護物と星ほし鎮ちん守じゆに関係するものばかりだった。

　そのため事件自体を公おおやけにすることもできず、すべては秘ひ密みつ裏りに処理されてしまっているのが現状だった。

　そう考えると、事情を知らされない人々にとっては、鳴り物入りで立ち上げた部署が、結局は予算の無む駄だ使づかいをしているだけに見えてしまう。

　実情を知る七聖府上層部は、安易に七聖守護物対策室を非難はしないだろうが、彼らにとって不都合があると判断されれば、いつ取りつぶされてしまうかわからない、危あやうい立場なのかもしれない。

　アイリはまたもやこみあげるものをぐっと堪こらえて、笑顔を作った。

「どんな事件にも私たち全員が一丸となって、都市の安全のために努めています！」

　薄うすっぺらい。あまりにも薄っぺらい受け答えだとアイリ自身わかっていた。

　だが事件について触れようものなら、なにをどう濁にごしても問題になるため、そう答えるしかないのだ。

　膝ひざに置いた手を、悔くやしさのあまり握りしめると、ぐぎゅっ！　と鳴る。

　その後も、好きな食べ物から休日の過ごし方までと不毛な質問をいくつも乗り越こえ、取材が終わるころには、アイリは顔が筋肉痛になるのではというほどの疲ひ労ろう感かんに襲おそわれていた。

　やっと退室したときには、万が一の失言に備えて同席していたシアーズとハイヅカが、ぽんぽんと肩をたたきねぎらってくれる。

「これであなたもひとつ、社会人の階段を上ったわね」

「そういや、ヘヴンリーパレスみたいなとこで貴族の奴やつらと生活してたんだもんな。不毛な会話が多そうだ」

　じつに気の毒そうにハイヅカにも言われ、アイリはなるほどと気づかされる。

　馴な染じめなかったかつての女学院生活にも得られることは多かったらしい。

「そうですね。なんであっても、確かに役立つことってあるんだなーと思いました」

「じゃあ、お疲つかれのところ悪いけど、このあとふたりで『祝福の七女め神がみ』準備室へいってちょうだい。場所はここよ。私はコーネル室長と、当日の打ち合わせがあるから」

　そういってシアーズは、地図のついた提出書類を渡わたすとそのまま上階へと消えていく。

「仕方ねぇけど、いくか」

「ですね」

　気持ちを切り替かえてアイリとハイヅカが向かったのは、七聖府ザイン本庁が所有する車両などが格納された場所だった。

　その敷しき地ちのさらに奥には、大型倉庫がいくつも並んでいる。

　両側へ大きく開く引き戸の倉庫のひとつに、『祝福の七女神準備室：こちら[image: ]』と手書きの張り紙がされている。

　ふたりが倉庫の入り口をくぐると、幾いく人にんもの人の気配があった。

「あぁ、これで全員そろったわね」

　声をかけてきたのは、今回のパレードの衣い装しよう担当者らしい。

　小こ柄がらでやや肉感的な女性は、髪かみをきゅっと高いところにひっつめ、首にはいくつもメジャーをさげていた。

　そらし気味の背と小気味よく歩くようすから、彼女のやる気に満ち溢あふれているようすがわかる。

「はじめまして、創立記念衣装担当のミラ・レオネルよ。さ、入って。これで女神役の当選者たちは全員登録書類をもってここへ集まったわね」

　そういって、集まった全員を見回したあと「ふむ」とうなずく。

　室内には、髪や肌はだの色もまちまちな女性と男性が、アイリとハイヅカをいれて各七名ずついるようだ。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡を光らせたレオネル女史は、その場の全員が差しだそうとした書類をとどめるように手のひらをむけた。

「いいこと。今日いままで、私はあなたたちの所属部署だとか、勤続年数、家族構成といった情報はいっさいみてないの。とにかく、私は事前提出された肖しよう像ぞうで、誰だれがどの都市の女神役をやるかを決めさせてもらったわ」

　その言葉に、アイリの周囲にいた女性たちが不安そうに顔をみあわせる。

「このパレードは、あくまでも女神の衣装が主役よ。あなたたちは女神という名のマネキンなの。大切なのは衣装と女神の印象をどれだけ合わせられるかよ。だから、どの都市のどんな衣装がいいとか、アレは嫌いやだコレはどうだとか、個人的な要望はいっさい聞き入れません。責任者である私の独断で決めさせてもらう。しかも私は、あなたたちの誰とも面識がない。それなら公平でしょ？」

　そう告げて、レオネル女史が自らの背後を示すように視線をやると、そこには七体のトルソーがすでにドレスを着て立っている。

　それは裾すその長い西せい欧おう風のドレスから、絹織物で作られた前合わせのもの。

　その隣には砂さ漠ばくの民たみを思わせる鮮あざやかな青のドレスに、森の花木をモチーフにした深緑を基調としたドレスとすべて色や形が各都市を連想させるにふさわしい独自性豊かなものだ。

　どれも素す敵てきなものだが、ここまで印象がバラバラの衣装を、各自の希望ごとにあわせていこうとすれば、やはり意見はまとまらないだろう。

「それぞれの入省時の背せ丈たけをもとに、仮かり縫ぬいまですませてるわ。ただし微び調ちよう整せいはここからよ。人によっては、体形が変化してる者もいるでしょうからね」

　乱暴だが手て際ぎわよいやりかたに、アイリは「なるほど」と納なつ得とくした。

　なにしろ女神役の選出自体がくじ引きなのに、その先で個人的な事情まで考こう慮りよしていては公平性がなくなってしまうだろう。

　──でなくても、私の場合公平だっていえるのかどうか。

　レオネル女史はさらに説明をつづける。

「はいはい、それと男性陣じんについては、この都市を守護する騎き士しにふさわしく、七聖府ザインの礼服を着用してもらうわ。あとは小道具として、模造の聖戦器フアランクスを持ってもらうことになるけど……」

　そこまで聞いてアイリは初めてこのパレードの趣しゆ向こうを知る。

　各都市に幸いと恵めぐみをもたらす女神と、それを守護する七聖府の騎士という構図で、他都市からの代表者や来客たちに七聖府の存在価値を示そうというものだ。

　どうりで集められた男性陣は、誰もが長身の見み栄ばえの良さそうな人物ばかりだった。

　そのなかでも、異い彩さいを放っているのがハイヅカだろう。レオネル女史もその存在に気づいたのか、はたとハイヅカに視線を留める。

「あぁ、約一名そのまんまのがいるわね。あなたはふつう通りきてもらって、自前の聖戦器でも構えといてちょうだい。聖戦器の使い手はほとんど現場警備にとられちゃって、不本意なところだったのよ。本来都市の守護の担にない手である聖戦器使用者はぜひとも起用したかったの、歓かん迎げいするわ」

　あっさりとしたその口調は、嫌みでも大げさでもない。ハイヅカも思わぬ言葉をかけられたのか困こん惑わく気味にうなずき返した。

　そういうと女史はもう興味が失うせたように、男性陣を手で払はらうように外へと追い出そうとする。

「さ、こっから女神の衣装あわせよ。男どもはとっとと出て」

　いかにも効率重視といった調子のレオネル女史に、男性たちは有う無むをいわさず外へ出された。

　ハイヅカがごくわずかにアイリに視線を送る。

　お互たがいある程度の距きよ離りからは離はなれられないため、近くの部屋で待機するつもりだろう。

　アイリは小さくうなずいてそれに答えた。

　だが扉とびらが閉められて女性だけになってしまうと、自分に向けられる周囲の視線がどこか硬かたいものであると気づく。

　すぐ側そばに立っていた女性のひとりが、アイリに声をかける。

「あなたの連れてきた人って、もしかしてエン・ハイヅカ？」

「は……い。そうですけど」

　思わぬ質問にアイリは面めん食くらった。だがその返事に、その場にいた数人がひそひそと言葉を交かわしあう。

「幸運体質が……」「配属もそれでだって」「……ずうずうしいのよね」

　耳で拾った言葉や表情には、誰もが「なんでこの子が」という不ふ機き嫌げんそうな気持ちを浮うかべている。

「公平なくじ引きったってねぇ。こんな人がいるんじゃ、どこまで公平だっていえるんだか。彼もこんな新人のお守もりまでさせられて大変ね」

　嘆なげかわしいといわんばかりの言葉に、アイリはようやく腑ふに落ちた気持ちになる。

　──ははぁ、やっぱり。ハイヅカさんて悪い意味だけじゃなく、注目されてるんじゃないかって思ってたけど。思わぬねたみがこんなところでっ！　女子情じよう報ほう網もう恐るべし……

　こうして明らかな悪意を向けられるのも久々で、アイリは思わずたじろぎかけたが、こんなことはいまに始まった話ではない。

　なにしろ貴族の子女はもっとあからさまに遠えん慮りよがなかった。口をひらいて言い負かすべきかと思ったが、ふいにそれも気がそがれてしまう。

　なにしろ先ほどまでの空くう虚きよなインタビューで、アイリ自身が心底疲れきってしまっていたこともあった。

　──せいぜいみせつけてやればいいって、シアーズ主任もいってたし。それに、傍はたからすれば私がツイてるってのも噓うそじゃないからなぁ。

　黙だまりこむアイリに周囲はいっそう調子をあげそうになったが、すぐにレオネル女史の言葉が倉庫に響ひびいた。

「さ、あとは女神さんたち。あなたたちには景気よく一ひと肌はだ脱ぬいでもらうわよ～」

　眼鏡越ごしに、女史の瞳ひとみがぎらりと光る。幾人かはとまどうように倉庫の隅すみに固まった。

　アイリは仮縫いを修正するのだと気づくと、さっさと自分の制服に手をかけて脱ぎだした。

　一いつ瞬しゆん周囲の女性がぎょっとする気配があったが、どうせ脱いで採寸が始まれば同じことだ。

「察しのよいのはいいことね。じゃ、あなたにはこの都市の女神を」

　そういうとレオネル女史はアイリの下着にメジャーを挟はさみ込む。そこにつけられていた小さな札には『ヘヴンリーパレス』と記されていた。

　どうやらアイリは、それなりに着なれたドレスを身につけることになりそうだ。

　気持ちとしては、文化の違ちがう都市の衣い装しようを身につけてもみたかったが、それこそ女史のいうように仕方のないことだ。

「はい、採寸～！」

　レオネル女史がぱちりと指を鳴らすと、壁かべ際ぎわにおかれたトルソーの奥からふんわりしたエプロンをつけた女性が三人、小走りにあらわれた。

「失礼しますわね」

　そういうと、たちまち手をあげさせ、首回りから腰こし、あらゆる細こま々ごまとした部分の採寸を始めていく。

「ぐずぐずしてる子は、どんどん作業時間がなくなるわよ。きれいなドレスを着たいなら、とっとと協力することね」

　どことなくドスの利きいたその声に、残る女性たちも我先にと衣服を脱ぎだした。

　慌あわただしくも無む駄だのない作業が流れるように行われ、倉庫内の誰も無駄口をきくことはできなくなる。

　すべてのサイズをはかりおえ、トルソーにまち針を打っていったレオネル女史が立ち上がり宣言する。

「はい、終しゆう了りよう。本日から当日まで、各自で寸すん分ぶん違たがわぬ体形を保つこと。それがあんたたちの使命よ」

　短時間だったとはいえ、思わぬ緊きん張ちようと疲ひ労ろうを強しいられ全員がぐったりとしてうなずくと、「返答は!?」と鋭するどく声がとんだ。

「誓ちかいます！」

　全員が背筋を伸のばして敬礼を返すのも無理はないほどの迫はく力りよくである。

　そしてようやく解散となり、誰だれもが拘こう束そくされた時間以上に疲つかれをにじませて倉庫を後にしていった。

　アイリもハイヅカを待たせてはいけないと倉庫を出ようとしたが、背後からレオネル女史に呼び止められた。

「悪いわね、あなたひょっとしてアイリ・イスフェルドかしら？」

「はい、そうです」

「いまやっと経歴書見せてもらってるんだけど。あなた、ヘヴンリーパレスの出身なのね。この選せん択たくじゃつまらなかったかしら？」

　意外な問いかけに、今度はアイリが首をかしげた。

「いえ、先ほどおっしゃった通り、どの衣装でも文句はいいません。ドレスは何度か着ていますし、これも仕事ですから」

　きまじめに答えたその言葉に、レオネル女史は何度か瞬くと「面おも白しろい子ね」とつぶやく。

「女め神がみ役に選ばれた子って、そりゃあもうみんな張り切るから、毎度調整が大変なのよ。だから今回みたいな乱暴なやり方をしてるの。でも助かるわ、当日はとにかく時間がないし人手も足りないの。あなたは自分の衣装は自分で着られそう？　化粧とか髪のセットなら助手に手伝わせるわ」

　どうやらアイリの経歴書にあった、聖ソフィア女学院の名を見てドレスを着慣れていると踏ふんだらしい。

「了りよう解かいしました。できる限り自力で身み支じ度たくを終えてみせます！」

　再度敬礼したアイリに、やはり面白がるような視線を送ると、レオネル女史はにやりと笑えみを浮かべて背後を振ふり返った。

「あのドレスたちは私の力作なの。年に一度の晴れ舞ぶ台たい、今年もあなたたちの協力が得られて嬉うれしいわ」

　その表情に、この女性は本当に自分の仕事に情熱を傾かたむけているのだと実感する。アイリは初めてこの役を引きうけて良かったと思えた。
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　七聖府ザインでの就業時間も終わり、ハイヅカはアイリと共に、自室へ帰宅していた。この頃ごろでは、夕食の時間になるとアイリがハイヅカの部屋にやってきて食事を共にするのが常だった。

　今日も夕食の支度にかかっていたハイヅカは、部屋にあらわれたものの入り口に突つっ立ったままのアイリに声をかけた。

「なんだ、入り口でぼさっとして」

　なにか考えごとでもしていたのか、ハイヅカの呼びかけにアイリはびくっと肩かたを揺ゆらして顔をあげる。

　すでに部屋には、料理の食しよく欲よくをそそる匂においが漂ただよっていた。

　ハイヅカはフライパンを片手に、もはや当たり前のように二人分の夕食を用意してしまう己おのれが悲しくもあった。

　だがアイリに食費をおいていかれたうえ、あれだけ気持ちのいい食べっぷりを見せられれば、腕うでのふるいがいもあるというものだ。

　肉が香こうばしく焼けてきた頃合いに、胡こ椒しようと塩をふりかけ、飴あめ色いろに煮に詰つめたタマネギのソースにバジルバターを落として仕上げる。

　それらが焦こげつく手前で、ハイヅカは火を止めると、手にしたフライパンをおいて皿を手に取った。

　そうする間にも、のそのそと部屋に上がり込んできたアイリは、匂いにつられるようにくんくんと鼻を上に向けた。

　──蜂はちの巣をみつけたクマみてぇだな。

　本能に忠実すぎるそのようすに感心していると、アイリは品数が多いテーブルの上を見て、不思議そうに首をかしげた。

「なにか……お祝いでもありましたっけ？」

「俺たち明日あしたは非番だろ？　食材の買い出しにいく前に傷いたむもの使っちまおうと思ってな」

　お互たがいの運気のバランスをとるための相棒パートナー制度でもあるため、基本的にハイヅカとアイリは休みも同じ日程で組まれている。

　そういった点でも食事のペースをはじめ一いつ緒しよに行動することは多い。

　テーブルの上には色いろ鮮あざやかなサラダに、ジャガイモとキノコのキッシュ。

　そこへこんがりと照り焼きにした鶏とり肉にくに、とろりとしたタマネギソースをたっぷりかけた皿を置く。
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「ほら、胃い袋ぶくろにせかされてんぞ。お前も飲み物準備しろ」

「は、はい」

　意思表示のはっきりしたアイリの胃袋は、時に当人の口より雄ゆう弁べんだ。

　部屋に入ってきたときは、どこかようすがおかしいような気がしたが、食器の入っている棚たなをひらいてグラスを並べるその姿は、いつもと変わらない。

　互いにもくもくと食事をしているうちに、ハイヅカはふと口をひらく。

「お前、創立記念の前夜祭にいったことあるのか？」

「いえ。そういえばないですね」

　即そく答とうしたアイリに、ハイヅカは不思議そうに尋たずねる。

「なんでだ？　七星学院に通ってたなら、前夜祭って一大イベントだろ。誰を誘さそっていくとか、ずいぶん前から盛りあがったりしなかったか？」

「……盛りあがってましたよ、みんな」

　まるで他人ひと事ごとのように口にするアイリに、ハイヅカは察するところがあった。

　なにしろハイヅカ自身もこの大だい凶きよう体質が原因で、大勢が楽しむ場へはほとんど出かけることができなかったからだ。

「じゃあ、せっかくだし明日は街に出てみるか？」

「え……」

　思いもよらない提案だったのか、ハイヅカの言葉にアイリはぽかんとした表情を見せる。

「祭りの本番は夜だけどな。昼間は他都市の守護物タリスマンとか、呪じゆ物ぶつなんかを売り出す露ろ店てんが多くて、しかもこの期間限定の営業ときてる。お前なら興味あるんじゃねぇのか？」

「それは……ちょっと見てみたいかも」

　普ふ段だんなら、誰よりもこういった催もよおしに興味を示しそうなのに、アイリのどこかぼんやりしたようすにハイヅカは内心首をひねった。

　サラダにかけるチーズをとろうと手を伸ばしたときだった。

　同じタイミングで、アイリも手を伸ばしたようだ。

　互いの指が触ふれたとたん、アイリがガタンッ！　と椅い子すを倒たおしそうな勢いで立ち上がると、自分の手を握にぎりこむ。

　一いつ瞬しゆん、啞あ然ぜんとしたハイヅカは、すぐにそのわけを察した。

　アイリはまるで熱でもあるかのように、頰ほおを真っ赤にして困こん惑わくしている。

　自分で自分の反応に驚おどろいているようだ。

　その理由に思い至って、ハイヅカはふぅ、と短く息をつく。

「あのな……お前がなにを気にしてるかはわかるけど、別に晩飯食ってるさなかにだまし討うちとか、そもそもお前の同意を得ずにどうこうする気はまったくねぇぞ」

　それほど自分は信用されていないのかと、ハイヅカがいささか情けなくなると、アイリはぶんぶんと首を振った。

「いえ、違ちがうんです。すみません！　ハイヅカさんを疑ってるとかそういうんじゃないですけど……それにレストランでのこともありますし、こんな呪まじないさっさと解いたほうがいいってわかってるんです」

　どうやらアイリ自身も、頭で理り屈くつはわかっているらしい。

「ほんとに、わかってるんですけど……でもなんか、すみません」

　繰くり返される謝罪と、あまりにも初うい々ういしいアイリの反応に、ハイヅカはいささか面めん食くらった。

　思えばずいぶん前だが、まだアイリと相棒を組まされたばかりの頃ころに冗じよう談だんで押し倒したときには、見事な頭ず突つきで反はん撃げきをくらったものだ。

　それなりに場数も踏んできたのかと思ったことがあるだけに、いまのアイリの態度はいささか不可解だった。

「ま、いーけどな。とにかく、俺も人に迷めい惑わくをかけたくないが、明日の前夜祭はのぞいてみたい。他都市からの露店のなかには、香こう辛しん料りようだの醸じよう造ぞう酒しゆだの売り歩いてる商人も多いんだ」

　本当は自分がいきたいのだと悪びれず本音を告げる。それが意外だったのか、アイリは驚いたようすでこちらを見つめ返した。

「だから、お前の付き添そいってことにしとけば、主任にもイヤミをいわれずにすむ」

　率そつ直ちよくなハイヅカの物言いに、アイリの表情がふっとくずれて笑えみを作った。

　その笑顔が思いのほか愛らしく映って、今度はハイヅカの心が一瞬ゆらぐ。

　──いやいやいや、俺。さっきのいまだぞ。だいたいこの調子じゃ冗談とか、その場の勢いとかで済むはずもないんだし。とにかくなんかあった日には、対策室の連中になんていわれたもんだか……

　自分でも支し離り滅めつ裂れつな思考の流れに、ハイヅカは乱雑に髪かみをかく。

「とにかく、明日の前夜祭は決まりだな」

「はい」

　再び椅子に座ったアイリは、まだ声に張りがない。

　なんとなくらしくないその態度にいらだって、ハイヅカはテーブルに身を乗り出した。

「覇は気きがたりねぇ。ぐだぐだ気にするぐらいなら、いま無む理り矢や理りすませちまったっていーんだぞ」

　至近距きよ離りにつめよると、見開かれたアイリの青あお紫むらさきの瞳ひとみが、長い金のまつげに縁ふち取どられて、迷うように揺らめく。

　華きや奢しやな鼻すじの下、淡あわいピンクの唇くちびるにやたらと視線が留まって、ハイヅカはしまったと後こう悔かいした。

　グググ、と意志の力を総動員して視線をずらすと、右手でアイリの頰をぐいっとぬぐう。

「痛いですよっ」

　顔をくしゃっとしかめて身を引くアイリに、顔を背そむけながら言い放った。

「パンくずつけてんじゃねぇぞ、子こ豚ぶた」

　いつもの軽口に、アイリのほっとした気配が伝わって、ハイヅカのなかの動どう揺ようも収まっていく。

「ハイヅカさんなんて、その子豚とお祭りにいくくせに」

　そういうと自分でもおかしくなったのか、アイリはふふっと笑みを漏もらすと、それまでの倍の勢いで料理を口に運びはじめた。

　しまいには「子豚ですんでるうちにやめとけ」とハイヅカが止めるまで食べ続ける始末となり、夜は平和にふけていったのだった。




[image: ]




　休日の朝。アイリはハイヅカとの約束通り、繁はん華か街がいへと出かける支し度たくをしていた。

　部屋にある自分のコレクションから、ありったけの呪具を身につけていく。

　ハイヅカと対ついになっているブレスレットはもちろん、死を招く指輪に、病を呼びこむネックレス、歩くぶんだけ災わざわいを引き寄せるというアンクレットと、上から下までぬかりなしだ。

　そして最後にケープをはおり、その下に目立たぬように干し首を模したチェーンベルトをつける。

　かなりリアルな細工のベルトは、さすがに見た目の難があると自分でも思ったが、効き目が強力そうな気がするのだ。

　そんな工く夫ふうをこらした装いだったが、部屋をでたところでハイヅカに気づかれた。

　ちらりとアイリの格好を見るなり、ハイヅカはケープの裾すそをつまみあげて顔をしかめた。

「お前の、気持ちもわかるけどな。これじゃもうマニアを通り越こして奇き怪かいだし、女子としてあまりにどうかと思われるぞ……」

「まわりからみたら変だってのはわかってますよー。でもこれはこれで味があって素す敵てきだとか思えないですかねぇ」

　理解されないことが嘆なげかわしいと口にするアイリに、ハイヅカは軽く鼻を鳴らした。

「素敵だと思えたら、そいつのセンスが呪のろわれてるって話じゃねぇのか。それに、いま俺の大凶が相そう殺さいされてないなら、アイリの幸運まで抑おさえちまうとよけいにひどいことになるんじゃないか？」

　いわれてみるとそのとおりかもしれないと、アイリもいまさらながら気づく。

「そっか……相殺はされないけど、幸運も不運も同じぐらいの強さで同じ場所にあれば……良いことと悪いことが同時に起こる！……っていうのもどうなんでしょうね」

「たしかにな」

　お互たがいにその事態をどう受けとめたものかと複雑ではあるが、目的はただひとつ。『幸でも不幸でも、前夜祭を満まん喫きつしたっていいじゃない！』に尽つきるのだ。

　アイリはひとまずハイヅカとつながっているブレスレットだけを残して、呪具を部屋においてくることに同意する。

　ハイヅカの大だい凶きようを抑えられなかったとしても、いまや増しに増しているらしいアイリ自身の幸運が効果を発揮するはずだ。

　──にしたって、ほんとコゲツってよくこれだけ腹の立つ呪いを思いつくもんだわ……あ、でもこの呪いって、私にっていうよりもハイヅカさんに嫌いやがらせをしたかったってことかも？

　思い起こせば、これまでコゲツはハイヅカに対して執しつ拗ような攻こう撃げきを繰り返してきた。

　今回もそうした狙ねらいがあるのだとすれば、それをハイヅカに意識させたくはない。

「あー、なんかやっぱり、ハイヅカさんの方が気の毒かも」

　自分だけが落ちこんでいる場合でもないのだと、アイリは改めて幸薄うすい相棒を思いやると、いさんで街へと出かけることにした。




　七聖府ザインを出たアイリとハイヅカは、セントパレス中心地の商店街モールへ向かうため、ネレル橋にさしかかった。

　普ふ段だんから人通りの多い大きな橋ではあるが、今日はいつにも増して人であふれている。

　見上げれば、橋の手すりの上部には、たくさんの旗と星を象かたどった装そう飾しよく用のモールが飾りつけられ華はなやかな眺ながめだ。

　空にはいくつも気球がのぼり、明るい青に映はえ揺ゆれている。

　星を連ねたリースや、フクロウやカエルといった、幸運を運ぶといわれるさまざまなモチーフは、みな宣伝を兼かねた垂れ幕などをつけていた。

　橋の上には木製の手押しの屋台や、天幕を広げただけの簡素な露ろ店てんがならび、行き交かう人に陽気な声がとぶ。

　守護物タリスマンを売る店や、都市を流れて商売する占せん術じゆつ師しの姿も多く目についた。

　本来は、セントパレスでの正式な営業許可を得るのはたやすくない。

　しかしこの創立記念日の間だけは、短期間の営業許可証が特別に発行され、比ひ較かく的てき簡単な手続きで商売が許可されるのだ。

　店をのぞきながら歩いていると、いくつかはハイヅカがいうように、他都市の珍めずらしい香辛料や保存用に燻くん製せいにされた肉などを売っていた。

「軽いものだけ先に買っちまうか」

　ハイヅカはいくつか香辛料の小こ瓶びんを買いこんで満足そうだ。

　アイリには使用方法も用よう途とも良くわからないが、そのどれもがおいしい料理となって自分の胃い袋ぶくろに収まるのだと思うとわくわくした。

　普段耳にすることのない、異国の楽器が奏かなでる楽の音があちこちから漂ただよっては、川面かわもを渡わたっていく。

　日ひ頃ごろから見慣れている光景が、今日はどこか夢のように現実味がない。

　その理由のひとつは、歩き回る人々の半数が、思い思いの衣い装しようを身につけ、かぶりものや覆ふく面めんをつけた妙みような風ふう体ていだからだ。

　それは、ウィッカが七聖守護物ザインタリスマンを授さずけてくれたことにちなんで、魔ま女じよの衣装を身につけたり、幸運の使者と呼ばれる鳥や猫ねこ、昆こん虫ちゆうまでもと、さまざまな守護物になぞらえた格好をする習慣があるせいだ。

　すれ違ちがう誰だれもが「あなたの幸運に！」と楽しげに挨あい拶さつを交かわし、花はな冠かんむりや、ガラス玉の首くび飾かざり、幸運の使者を象った人形を贈おくりあったりするのだ。

　アイリは少し歩く間に、ずいぶん大きな黒猫の着ぐるみとすれ違って、留守番をしているコバンのことを思い出した。

　そこここでおいしそうな匂においがしており、もとからある店てん舗ぽも今日は店先に売場をもうけて、歩きながら食べられるメニューを提供している。

「どの店からいきますか？　焼きリンゴ？　クレープ？　それとも串くし肉にくにしましょうか」

　思わず声が弾はずんでしまうアイリに、ハイヅカは「お前なら全部食えんだろ」といいながら、周囲に目をくばる。

　アイリは途と中ちゆう何度か「あなたの幸運に！」といわれて守護物タリスマンを渡されるたび複雑だったが、それもすべてハイヅカにあげることにした。

　橋を渡りきり、もっとも広い大通りにさしかかると、人なみも激しくなり小こ柄がらなアイリはハイヅカとはぐれそうになる。

　そのとき、人の歩みに逆らうように、ハイヅカが足を止めた。

「どうしました？」

　ハイヅカは眼まな差ざしを鋭するどくして、繁華街とは違う方向、旧市街へとつながる道をにらんでいた。

「いや、あの通りから人ひと混ごみにまぎれこんだのが、何人かいたみたいな気がして」

　アイリもその言葉を聞いて、いまはひと気のないさびれた道を見つめる。

　そこはウィッカに七聖守護物ザインタリスマンが与あたえられるより前、世界をおそった異変の際に大きな被ひ害がいを受けた場所だった。

　結果的に、七聖守護物の守護が強く働いた現在の土地に街並みは再建されたが、損そん壊かいした古い街の復旧はいまだ手つかずのままだ。

　そこに他都市から流れ着いた移民や、不法に住み着き商売を行う人間がいることで、いまでは犯罪組織の温おん床しようともなっていた。

　ハイヅカは鋭い視線で旧市街へつづく道をにらみつける。

「創立記念日の前に、都市管理局の巡じゆん回かいもかなり念入りにされたって話だったけどな」

「ひょっとしたら、観光客がめずらしがって旧市街にまで足を運んじゃって引き返してきたのかもしれませんよ？」

　アイリも気になるものの、この人なみをかき分けて旧市街へ抜ぬけるのはとうてい無理だった。

「あ、ハイヅカさん!?」

　突とつ然ぜんハイヅカが、人混みをすり抜けるようにして、少し先に見える深い赤のマントをまとった人物に手を伸のばす。

「っなんだよ！」

　腕うでをつかまれたのは、まだ声のやや高い少年のようだ。

　人にもまれながら、なんとかハイヅカに追いついたアイリはその理由を知る。

　ハイヅカの目にとまったのは、その少年のかぶりもののようだ。

　それは大きな角が両側に湾わん曲きよくしたヤギの頭ず蓋がい骨こつだった。

　もちろんその中身がコゲツのはずもなかったが、少年は必死に身をよじるとハイヅカの手からヤギの頭蓋骨を取り戻もどし、するりと人混みに逃にげてしまった。

「ハイヅカさん、わかりますけど駄目ですよ。一いつ般ぱん市民に手を出しちゃ……」

「…………だった」

「ハイヅカさん？」

　アイリは、ハイヅカのどこか愕がく然ぜんとしたような表情にとまどう。

「いまの奴やつミッドパレスの人間だった」

　その言葉の持つ意味がすっきりとのみこめず、アイリは聞き返す。

「いまは、いろんな都市からの観光客も多いですから。ミッドパレスの人だってきてるんじゃないですか？　それにいまの一いつ瞬しゆんで、どうして相手が同郷の人だってわかるんです？」

　ハイヅカ自身も、その髪かみや肌はだの色、面おも立だちなどからミッドパレス出身者だと察することはできるが、それほど特異な外見特とく徴ちようがあるわけではない。

「いや、いまの奴がマントの下につけてた守護物タリスマンが、ミッドパレスでよく見たのと同じだった……」

　ハイヅカの表情からは、ただ故郷の少年をみたというだけではない緊きん張ちよう感かんがあった。

　──そういえば、ハイヅカさんは口にしたことないけど、『落日の礼拝』のあと、大勢の人がミッドパレスを出て移民になったって聞いたことがある。

　かつてない人的災害のあと、七聖府ザインがあるセントパレスはもちろん、ミッドパレスに手をさしのべた都市は多かったが、すべての人が救われたわけではない。

　多くの犠ぎ牲せい者しやがでた事件だけに、さまざまな遺い恨こんも残ったはずだ。

「いまの人……まるで『黒の七星旅団』のコゲツみたいでしたよね。あんな悪あく魔まみたいな格好した人も、今日はたくさんいますけど」

　思えば子供の頃ころから不思議だった。

　今日は前夜祭で、人々が互たがいにかけあう言葉はそれぞれの幸運を願うものだ。

　それなのに、街に飾られるのは守護物だけでなく、露店では呪じゆ物ぶつも含ふくめて売買されている。

　街をそぞろ歩く人々の衣装も、輝かがやかしいものから禍まが々まがしいものまでとさまざまだ。

　──たしかに幸運も不運も、誰にでも深く関かかわってるけど……

　ハイヅカはしばらく少年が消えた方角に目を凝こらしていたが、ぎゅっと目を閉じると気持ちを切り替かえたのか顔をあげた。

「いくか。今日は捜そう査さにきたわけじゃねぇしな」

　そう言ってハイヅカはアイリの手を引いた。

　人にぶつかりそうになりつつも、いまはハイヅカの手につかまっていれば、はぐれずに済みそうだ。

　くねくねと曲がる小こ路みちを抜けると、目の前にあるのは見慣れた通りだった。

「ここって、『凶きよう黒こく百貨店』があるとこじゃないですか」

　その通りは、アイリが行きつけの呪物販はん売ばい店がある通りだった。

　今日は路面に敷しき物ものを広げて、のんびりと商あきないをする商人の姿もちらほら見える。

　ここは呪物の取り扱あつかい店や、呪まじないに必要な材料などを取り扱う店が多く、それほど人通りは多くない。

　見慣れぬ絨じゆう毯たんを石いし畳だたみに敷しき、草で編んだ円座に腰こしを下ろす老人が見える。

　頭とう髪はつをすっぽりと布で覆おおった衣装は風変わりだが、それはこの祝祭のためのものではなく、彼のすまう土地に特有のものだろう。

　物もの珍めずらしさに近づいたアイリは、絨毯に並べられた商品に目を輝かせた。

　売り物を目にした途と端たん、アイリの声が興奮でうわずる。

「みてくださいハイヅカさん。この立派な髑髏どくろ。ゴールドパレスの地下で発見されたんですって！」

　そこにはなんとも陰いん鬱うつな、死に神や疫えき神じんの姿を模した神像が並べられ、なんとも異様な雰ふん囲い気きのなか、怪あやしげな色の蠟ろう燭そくが灯ともされている。

「嬢じようさんお目が高いね。そりゃ地下にひそむ呪じゆ術じゆつ師しのものだったっていわれてる。そいつぁいわくつきだよ」

「呪のろわれますか？」

　嬉き々きとして尋たずねるアイリに商人は、「おやおや」というように片かた眉まゆをひきあげた。

「呪われもするが、思わぬ幸福をその身で知るだろうね。深い災わざわいをそばにおくことで、幸運がより引き立つって考えもあるからねぇ」

　ぷかりと長いキセルで煙けむりを吐はいた商人がしわがれた声でしみじみ告げると、アイリとハイヅカをみた。

　その赤茶けた瞳ひとみはやたらと澄すんでおり、まるでなにもかも見み透すかしているようだ。

「呪物で幸せって、ほんとにそんな効果があるんですか？」

「そうさぁ、ゴールドパレスじゃ釣つり合いが大事だって誰だれでも知ってる。世界は相反するふたつのバランスで成り立ってるんだ。幸運を求めて光ばかり浴びてるようじゃ、世の理ことわりがくずれちまうからね」

　商人のいうことはとても自然に思えて、アイリは少しわかった気がした。

　見事な髑髏はさすがにアイリの給金で手がでるものではなかったが、その隣となりに置かれていた小さな角のついた鈴すずを買うことにする。

「ありがとうよ」

　ゆったりと手を振ふる商人にぺこりと頭を下げて、アイリはハイヅカと連れだって再び通りを歩きだした。

　大通りに戻ると、昼過ぎの通りはさらにすごい人なみで、再びハイヅカが手を伸ばしアイリの手を引いてくれた。

　アイリは先ほどの商人の言葉を思い出して、ハイヅカの横顔をあおぎみる。

　──あぁ、そっか。

　幸福も不幸も、両方がめぐってくるから互いを感じられる。

　それはどちらも必要なものなのだ。無意識だったが、アイリは自分が呪具を好む理由が少しわかった気がした。

　幸運の守護物には、誰もが望みを託たくし願いをこめる。

　だが呪具もまた人の望みを引き寄せるのに必要な、逆の力がこめられた物なのだ。

　幸運と凶運、幸せと不幸せ。

　互いに遠くにあるようでいながら、両者はぴったりと背中合わせだ。

　アイリは繫つないでいるハイヅカの手をぎゅっと握にぎると、もう一度大通りの屋台で食事をすることにした。

　本能の赴おもむくままアイリが食べ歩くうちに、すでにあたりはとっぷりと暮れている。

「もう俺は晩飯いらないからな」

「えぇっ、もう食べないんですか！」

　食後のデザートにと四段重ねのアイスクリームを手にしたアイリは、驚おどろいてハイヅカを見る。

「食わない、デザートもいらないし。明日あしたの朝も抜きたいぐらいだ。だいたいお前、そろそろ食うのを終わりにしとけよ。明日は創立記念日本番だし、ドレスの仮かり縫ぬいしたの入らなくなるぞ」

「そーですかね？　これぐらい一晩寝ねたらぺたんこになりますよ！」

「……ありえねぇ。お前ってほんっとーに効率の悪い体だな。食料難になったら一番に処分されるぞ……」

「そんな大げさな～」

　そこまでいわれては仕方がないと、アイリが次なる目標の屋台をあきらめたときだった。

　ふわ……と目の前が一瞬かげる。

「え？」

　頭上をみあげれば、すぐ目の前に巨きよ大だいな赤ん坊ぼうの顔が迫せまっている。

「うひぃ[image: ][image: ]」

　──なんか、前にもこんな気球を見たことがあったような……

　そんなアイリの記き憶おくがよみがえったときだった。

　すぐ隣となりにいるハイヅカの気配が瞬しゆん時じに緊きん張ちようしたものに変わる。

　ハイヅカはアイリの手を引くと、持たされていた荷物のぬいぐるみを、すぐそばにあった巨大なキャンドルに押し当て火元を始末する。

　人々が驚いて距きよ離りをとるなか、ハイヅカはすっと腕うでを伸のばし赤ん坊の顔をした気球を空へと押し返した。

　振り向きざま、アイリに向けられた瞳は鋭い。

「まずい、始まった。ここにいると大勢が危険だ。ひと気のないところまで逃にげるぞ」

　ハイヅカはアイリに向かって小声で告げて、人ひと混ごみのなかを走る。

「は、はい！」

　心配していたハイヅカの大凶体質は、やはりおとなしくしていてはくれないらしい。

　この人混みでハイヅカの凶運が炸さく裂れつすれば、被ひ害がいが大きくなりかねない。

　とにかく全力でこの場を離はなれようと、アイリも必死にハイヅカの背中を追って走る。

　だがハイヅカが駆かけていく間にも、周囲の人間からどよめきと動どう揺ようの声があがった。

　大通りを行き交かう人々のうえに、延々と張られていた旗や飾かざりを連ねたモールが、ブツブツと音を立てて切れ、まるで網あみのように落下してくる。

　さらにそれが、ビンゴゲーム用のボールがつまった巨大な抽ちゆう選せん籠かごに絡からまってひき倒たおすと、そこらじゅうにカラフルなボールが転がりだした。

「火があれば消してくれ！　それから子供の手を放すな！」

　ハイヅカはそう叫さけびながら、ひたすら大通りを駆け抜ぬける。

　だがその姿を狙ねらったかのように、店てん舗ぽの屋根につり下げられた死に神の鎌かまが落下して振り下ろされ、建物の高みからは、ハイヅカの影かげをつぶすように次々と植うえ木き鉢ばちが落ちてくる。

「アイリ、俺から少し離れてろ。近づきすぎるなよ！」

　自分の側そばが一番危険だとわかっているのだろう。ハイヅカの声に、アイリはおおよその距離を保って必死にその姿を追った。

　走りつづけ、人混みを抜けてふたりがたどり着いたのは、ネレル川の支流にあたる、小さな橋が交差している場所だった。

　繁はん華か街がいからやや離れた位置にあるせいで、逆に今日はひと気がない。

　少しは危険を回かい避ひできたと思ったのだろう。ハイヅカもようやく足を止めて、小さな橋の欄らん干かんに手を置きかけてやめた。

　ひょっとすると、過去に欄干まで崩くずれたことがあるのだろうか。

「……っはぁ、はぁ、はぁ！　ちょっと、ありえないですよ。なんですあの、連れん鎖さ状態……なんかもう狙い撃うちって感じでしたよ？」

　体をおり曲げて荒あらい呼吸をするアイリに、ハイヅカはさして息も乱さぬまま髪かみをかきあげて、大通りのほうへと目をこらした。

「いや、起きるときはだいたいあんなふうだ。突とつ然ぜんはじまって、あとはもう雪崩なだれみたいに止められねえ。お前と相棒を組む前は、どこへいってもそんなだったから……そりゃもう、自分にむかつく日々だ」

　今日もここへきたことを後悔しているのか、ハイヅカがややうつむいたそのとき、上空で大きな破は裂れつ音が響ひびいた。

　瞬しゆん時じにして、ハイヅカの全身が緊きん張ちように張り詰つめる。

「あ……花火」

　だが夜空を仰あおいだアイリの目に飛びこんできたのは、夜空を煌こう々こうと照らし出す光の華はなだった。
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　不規則に打ち上げられる花火は、夜空をまばゆく彩いろどっていく。

　隣をみれば、頭上の光にうっすらと青く髪を光らせてみえるハイヅカも、夜空を眺ながめて苦く笑しようしていた。

　それから再度橋の下に視線を落とすと、同じようにしたハイヅカが川面かわもをみてなにかに気づいたように、アイリについてこいと視線でうながす。

　首を傾かしげつつ、橋から水みず際ぎわへと降りられる階段を一いつ緒しよに下る。

　水みな面もにいくつも映っては形を崩す花火の姿にアイリは見とれつつ、ハイヅカと歩くうちにはっと気づいた。

「あの、ひょっとしてここって」

「やっと気づいたか。たしかお前に初めてあったのってここら辺で。巨大なドーナツ形の看板がすごい勢いで転がってきたんだよな……」

「あれには、ひき殺されるかと思いましたよ。確かあれって──」

　セントパレスの銀行に押し入った犯人たちが、逃とう走そう用に使った呪じゆ具ぐが引き起こしたパニックだったとアイリは思い出す。

　どういった作用なのか、巨大なドーナツ看板は逃げる人々を追い回し、同じく逃げ場をなくしたアイリはここへ飛び降りたのだ。
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　そこへ降ってきた巨大ドーナツ看板を、ハイヅカが聖戦器フアランクスで粉ふん砕さいしてくれたおかげで事なきをえたことがある。

「ま……あれだって、犯人がいて通報で出動したとはいえ、俺が現場にでりゃ、予想しない事故が起きやすいって話もある」

「なるほどー、そうでしたか」

　改めて当人からそう聞けば、とても納なつ得とくがいくような気がしてアイリは懐なつかしくも苦笑する。

「なんだ……」

「いえ、なんか思い出したら愉ゆ快かいになっちゃって。ひょっとしてあのドーナツ、ハイヅカさんは自分が引き起こしたかもと思って、助けてくれたんですか？」

「バカいえ。都市保安局の職員なら当たり前のことだ。……でもな、助けた人間に呪具で手当されるなんて非常識……あんなのお前ぐらいのもんだぞ」

　当時は、自分を助けて怪我けがをしたハイヅカを見て、とにかく出血を止めなければと思ったのだ。

　そのときアイリが手にしていた荷物には、たまたま大判の布地があった。

　それを止血に使おうとしたのだが、モノがいわくつきの呪具だという事実にハイヅカは憤ふん慨がいしたらしい。

「いやー、正直、あのときかっこよく助けてもらったんですけど。そのあとハイヅカさんに鉄てつ柵さくが降ってくるの見て、『この人呪のろわれてるっぽいなー』って思ったんですよね」

　正直な感想を口にするアイリを、ハイヅカは軽くにらみつける。

「俺だって、呪具をあんだけ買いこんで、あげくに趣しゆ味みだから自分で使うんですっていう女に啞あ然ぜんとしたぞ」

　ふたりは顔をしかめつつも、視線がかち合うとにやりと笑った。

「あのあともですよ、思い返せば……」

「俺も七聖府ザインに帰ったあとに……」

「「あいつ何者!?　って思った」」

　一言一句違たがわず同じ感想を口にして、ついにアイリは笑いだした。

「あの……今日は誘さそってもらって良かったです。こんな状じよう況きようですけど、前夜祭にはきてみたかったし。ハイヅカさんの大だい凶きようイベントのおかげで、妙みような呪まじないのこともゆっくり考える間もなくて──でも、だからやっぱり呪いは解いときたいです」

　自分でも自然とそう口にして、アイリはハイヅカにむき直った。

「私、前にもいいましたよね？　ハイヅカさんのこと守りますって。あのとき、いい加減な気持ちでいったんじゃないですから」

　気持ちが力むあまり、つい挑いどむような口調になってしまったが、ハイヅカにちゃんと意味は伝わったようだ。

　一いつ瞬しゆん瞳ひとみを軽く見張り、そのあと浮うかべたわずかな笑えみは、思わずアイリもみとれてしまうほどやさしいものだった。

「アイリ」

　そしてハイヅカの唇くちびるが自分の名前を呼んだ途と端たん、急に川の水音が遠ざかった気がした。

　上流の橋から水面を流れてくる喧けん噪そうも音楽も、すべてが幕を隔へだてたようにぼんやりとしてしまう。

　それなのに、目の前に立っているハイヅカの気配や呼吸、その体温までもがひどく近く感じられた。

　のばされたハイヅカの手がそっと髪に触ふれたのに、思わず息をつめてそのまま顔があげられなくなる。

　耳元から頰ほおに長い指が触れて、さらりとしたその手に顎あごをなぞられ背筋がふるえた。

　ぎゅうっと目をつぶったままだったが、ハイヅカの体温と匂においがさらに間近にあるのがわかって、足あし下もとがぐらぐらする。

　アイリがその背中を引き寄せられた瞬間、頭上で鋭するどい女性の声があがった。

「ふざけないで！　もし私に触れたら、ネレル川に沈しずめるわよ！」

　あまりにも威い勢せいのいい言葉は、その女性が被ひ害がい者しやというより加害者になりそうな勢いだ。

　なにより、耳に親しんだその声に、アイリはぱちりと目をひらいた。

「主任……!?」

　ハイヅカもすぐに気づいたらしい。

　ふたりは目をあわせると、橋の上へ向かう階段へと走った。

　だが駆かけ上がったアイリは、その場に立ちすくんだ。

「俺がみてられないんだ、君がいつまでも──」

　ふりしぼるようにそういった男は、シアーズをぐいっと引き寄せると深々と口づけ抱だきしめた。

　だが瞬時にその肩かたががくっと揺ゆれ、男の顔が苦しそうにゆがむ。

　引き寄せられた時点で、シアーズは相手の腹部に拳こぶしを打ちこんでいたらしい。

　そのまま男をふりほどくと、さらに手刀で相手の胸を打ち、距きよ離りをとったところでのど元に手刀の先を突つきつける。

　シアーズは「本当に、命が惜おしくないわけ？」と怒いかりのにじむ声で低くつぶやく。

「心配してるんだ。君がいつまでも囚とらわれて、変わらないから」

「変わるもなにも、あなたと終わったときに気持ちも消えたの。ないものは変わったりしないわね」

　冷ややかなその言葉に、男はどこか痛みをこらえるような表情でシアーズを見つめ返す。

「俺がいいたいのは、そうじゃない。でも、君自身も認めたくないっていうなら……」

「消えて」

　シアーズの怒りの気配に、男はくっと息を詰めため息をもらすと歩きだした。

　思わぬ光景に出ていきそこなったアイリは、迷ったすえ足を踏ふみ出そうとして、その肩をハイヅカに押さえられる。

　首を横にふったハイヅカは、押し殺した声で教えてくれた。

「まずい。いまの相手はサイクスの元上司。つまり七聖府ザインの職員で、今回の特別警備の責任者だぞ。俺たちが居合わせない方がいい」

　立ち去る男がアダムの元上司だと教えられ、アイリは思わず自分の口を手で押さえた。

　──でも、どうみてもいまのやりとりって、シアーズ主任の元恋こい人びとってことだよね!?

　みたところ、年もそれほどシアーズと変わらなそうな男性は、入省時期も近いのかもしれない。

　──なんでだろ、主任いっつも結けつ婚こんしたいっていってるのに。いまの人とつきあってたけど別れたってことなのかな。

　疑問は渦うず巻まくばかりだが、シアーズの張り詰つめたようすから、目の前の修しゆ羅ら場ばのあとではとても出て行ける雰ふん囲い気きではない。

　思い返せば先日の占うらないの帰りにも、『職場に恋れん愛あい感情を持ちこんだって、いいことはなにもない』とシアーズ本人が言っていた。

　──あれって、主任自身のことだったの？

　性格も容よう貌ぼうも華はなやかなシアーズだけに、いまのアイリの年とし頃ごろには、すでに恋多き女だった可能性が高い。

　──ん？　でも主任がいま三十代だとして、入省したのは『落日の礼拝』あとってことになるのかな……

　気配を殺しつつアイリがあれこれ想像をめぐらせていると、ふいに暗がりにシアーズの声が響ひびいた。

「ふざけないで……」

　すでに夜空の花火も終わってしまい、頭上はそれまでの華やぎが噓うそのようにただ静かだ。

　やがてシアーズが歩き出したのだろう、ヒールの音が暗がりに響く。

　遠ざかっていく背を見送って、ハイヅカがためいきをついた。

「つい先日、サイクスがいってたぞ。さっきの野や郎ろうの結婚式に招かれてるってな」

「な……それってどういうことです!?　結婚式間近の人が主任を口説いてたってことですか？」

「さぁな、俺にはわかんねぇよ。けど、それを七聖府ザインのなかで知られるようなことがあれば、どっちにしても主任にいい影えい響きようはねぇからな。黙だまっとけ」

　状況はなにやら深刻そうだ。アイリは何度も深くうなずいたものの、どうやら相当動どう揺ようしていたらしい。

「ふおぉぉっ！」

　思い切り石いし畳だたみに長靴ブーツをひっかけ倒たおれそうになる。

「……っどんくせぇな！」

　背後からハイヅカの腕うでが伸のびたかと思うと、ふわりと体が宙に浮いた。そのまま抱かかえられ、アイリの足は地面につかないままだ。

　これまで何度か現場でも似たような状況があったが、ハイヅカは自分を小包かなにかぐらいに思っているのかもしれない。

「あ、あの。降ろしてください」

　背後をみればハイヅカの顔が間近にあり、銀灰の瞳ひとみがじっと向けられる。

　そこに映りこむ、呆ほうけた自分の顔をみた途端、アイリの記き憶おくが巻き戻もどった。

　──は、そういえば。さっきハイヅカさんの呪いを解くって話になって……かなりいい雰囲気になってたような気が……

　突とつ然ぜんの騒そう動どうにまったくそんな気配も吹ふき飛んでしまったが、やはりここは気合いをいれるべきだろうかと、アイリは気持ちを奮い立たせようとした。

　すると突然ぽんと地面に降ろされ、ハイヅカはアイリの頭をぐいっと手で押す。

「おら、帰るぞ。明日あしたからは通常勤務のうえ、面めん倒どうな出し物があるからな」

「え、ちょっとハイヅカさん。だから明日には仕事だから、いま呪いを解かないと──」

　だがさっさと歩きだしたハイヅカはちらっと振ふり返ると、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「崖がけから飛び降りる一歩手前並みに気合いいれた女にキスされるってのは、俺の趣しゆ味みじゃない」

　どうやら自分はそうとうの覚かく悟ごを決めていたらしい。

　確かにいくら呪いだからといっても、それを解くのに利用されるハイヅカにだって拒こばむ権利はあるのだ。

「あ～。……すみません」

　ハイヅカの年ねん齢れいやこれまでを考えれば、そう女性にうといわけでもないはずだ。

　現にパレードの衣い装しよう合わせでハイヅカと同行したときには、周囲の何人かは明らかにアイリにやっかむような視線を送っていた。

　それは新入りのくせに、女め神がみ役の栄えい誉よを獲かく得とくしたアイリに対してということもあっただろうが、女神の騎き士し役としてそばにいたハイヅカを目にしての羨せん望ぼうも感じられた。

　──ハイヅカさんて大だい凶きよう体質で近づきにくいんだろうけど、もしそういうのなかったらモテそうだもんなぁ……

　なんとなく気まずさを感じつつ、アイリはハイヅカと距離をとったままついて歩く。

　花火の消えた夜空は、星もくすんでしまったようだ。

　通りの街灯が等とう間かん隔かくに投げかける光が、自分とハイヅカの影かげを石畳につくるのをアイリはじっと見つめて足を進める。

　ハイヅカと出会ったばかりの頃ころは、互たがいにちぐはぐな印象だったが、いまではハイヅカのまったく別の顔も知っていた。

　料理好きで、猫ねこに甘くて、ぶっきらぼうかと思えば、普ふ段だんは几き帳ちよう面めんなところがある。

　現場ではかなり無む謀ぼうな行動も多く、上からにらまれやすそうだが、シアーズの私生活については思わぬ機転を利きかせる気づかいもある。

　出会った頃からは想像もつかないぐらい、ハイヅカのことを日々知ってきたのだとアイリは気づいた。

　だがそれは、ハイヅカも同じなのかもしれない。

　アイリ本人も知らないような自分のことを、ハイヅカは知っているのだろうか？

　だがそんなことは、とても恐おそろしくて尋たずねられない気がした。

　──だって私ときたら、取り柄えはあふれっぱなしの幸運だけ。友達も少ないし、大飯食ぐらいだし、タロットはやっと少し覚えられたけど、現場じゃたいして役に立てない。

　羅ら列れつしてみると絶望的だ。

　だがそれは自己嫌けん悪おだけでなく、これまでアイリが周囲に言われてきたことでもあり、自分でもよくわかっていることばかりだった。

　でも以前と違ちがうのは、「それでいい」とは思わなくなったことだ。

　それはハイヅカをはじめ、対策室のメンバーと出会ってから、少しずつ自分を変えてきた見えない力があるからだと、いまならわかる。

　変わりたい。

　そう願う自分の気持ちに気づいて、アイリは胸の奥がかすかに震ふるえるのを感じる。

　結局ふたりは黙ったまま人通りの多いネレル橋を渡わたり、七聖府ザインの職員用の門から中へと入る。

　そして自分たちの部屋がある別館へとたどりつくと、階段を上ってすぐのハイヅカの部屋の前で、アイリは思い切って声をかけた。

「あの、今日はありがとうございました！」

　今日ばかりはハイヅカに強ごう引いんに連れ出してもらわなければ、こんなに楽しい前夜祭を知らぬままだったろう。

　これで妙みような呪いなどなければ、もっと自然に楽しめたはずなのにと思えば、それが悔くやしくもあった。

「明日は気を抜ぬくなよ。コーネル室長がいってた妙な脅きよう迫はく状の件も解決したとは聞いてないしな。『黒の七星旅団』が動く可能性もある」

「はい」

「それと、呪いのことならじきにダリウスがなんとかしてくれんだろ。あんまり気に病やむな」

　そう言い残すと、「じゃあな」と手を挙げて部屋へと入っていく。

「おやすみなさい」

　アイリはそう返して、自分の部屋に戻るなり、がっくりと肩かたをおとしてため息をついた。

「ハイヅカさんはああいってくれるけど、なんかヘコむ」

　自分でもわけがわからない失望と、小さな苛いら立だち。

「情けない。だいたいキスで呪いが解けるなんて、おとぎ話にだってよくある方法なのに」

　自分の大だい凶きよう体質の由来に落ちこむハイヅカに、「どーんと守ってあげます！」と大口を叩たたいたのは他ほかでもない自分だ。

　ハイヅカは大切な相棒パートナーだ。

　その大凶体質が本人を含ふくめ、周囲にもどれほどの効果を及およぼすかは、ヘヴンリーパレスの騒動でもよくわかっている。

　それを考えればキスぐらいできる。呪じゆ術じゆつを解くための方法なのだから、できないはずがないと自分では思っていたのだ。

　だからこそ、いまの自分の言動はふがいなく不可解だった。

「は、そっか。こんなときこそタロットを使ってみればいいんじゃないかな」

　独り言じみてつぶやき、アイリは練習用のタロットをテーブルの上に置く。

　カードを交ぜながら、「でも占うらなうってどういう方向で……？」と思考が迷めい走そうを始める。

　──ハイヅカさんにキスできない理由？　それとも他になにか方法があるか、とか？

　まとまらないまま、カードを束にして三つにわける。それをさらに積み上げると、そのままアイリの手はとまってしまった。

　ワンオラクルでカードを選ぶつもりが、怖こわくてできないのだ。

　──だって、なんのカードをどう読むつもり!?　それに……自分のことは自分じゃよく占えない。客観的にみられないだろうし、自分に都合良く解かい釈しやくしちゃうだけ……本当は、キスできないって思ったのは……




　好きだって、認めたくないから。




　ぽろりと転がり出てきた自分の感情に、アイリは思わず狼ろう狽ばいして周囲を見まわす。

　誰だれもいるはずのない部屋には、コレクションの棚たなで粘ねん土ど細工や針金の人形が不気味にたたずんでいるだけだ。

「ない。ないないない……！」

　口では否定しつつも、アイリは気づいてしまった。

　本当にハイヅカがただの仕事の相棒パートナーなら、大切だけれどそれが恋こい心ごころではないのなら、自分は任務のひとつだとキスしてしまえただろう。

「そういうんじゃない、はず」

　だがいくら必死に否定を重ねてみても、それもどこか空々しい噓うそになるだけだと自分でわかっていた。

　任務だと割り切れない気持ちがあるから、こんなに動どう揺ようしてしまうのだ。

　もし、キスしてしまうことでこの気持ちを認めてしまったら？

　今までのような距きよ離りでは、ハイヅカと仕事ができなくなるかもしれない。なにより、ハイヅカの気持ちが自分と違うことが、辛つらくなる日がくるかもしれなかった。

　変われるような気がしたばかりなのに、思わぬ方へも変化する自分の気持ちをアイリはひどくもてあます。

　結局ぐちゃぐちゃと心がまとまらぬまま、テーブルの上のタロットの束をぐしゃっと崩くずして占うのをやめてしまった。

「あー……駄だ目めだ。やになってきた。もう、寝ねよう……」

　馬ば鹿かみたいだと自分でも思う。

　そんな馬鹿みたいなことに、ひどく真しん剣けんになっている自分が、輪をかけて馬鹿馬鹿しくやっていられない。

　これ以上考えても、きっとまともな答えはでない。

　半ばヤケになってベッドにもぐりこむと、一日出歩いて疲つかれきった体は、アイリをあっさりと夢のなかへ引きこんでくれた。




　しかし、眠ねむりに落ちたはずのアイリは、妙に意識のある浅い眠りのなか、奇き妙みような息苦しさに襲おそわれてもがく。

「むぐ……うぅぅ、ぷはっ!!……なに……なんなんですか!?」

　体を起こして目をひらくと、またもや視界に白い顔がある。

　もはやアイリはその相手に驚おどろかなかった。ベッドの脇わきでひらっと手を振ふったのはコゲツだ。

「まさか……性しよう懲こりもなく夢のなかにきたわけ？　いい加減しつこい人ですね、あなたのおかげでどれだけ面めん倒どうなことに──」

　またもや夢にあらわれたコゲツの姿に、アイリは怒いかりを抑おさえられない。

　息苦しかったのは、コゲツに鼻をつままれてしまったためらしい。

　だがコゲツは興味深そうにアイリの顔を眺ながめつつ、「ふぅん、まだ呪まじないを解いてないんだ。甲か斐い性しようのない男だなぁ」とひとりつぶやいている。

　どうやらハイヅカが、いまだ呪いの不幸に見み舞まわれたままだとコゲツにはわかるらしい。

「あなたの思う通りになんてさせません。呪いならじきになんとかしますし、もう不覚はとりませんから！」

　だがアイリの反論にコゲツは「もう遅おそいかも」とつぶやいてふふふと微笑ほほえむ。

「うん、だいたい私の狙ねらった通り、君の星も回り始めたみたいだ。招待するよ、私の故郷に」

　どこか晴れ晴れとした顔で語るコゲツの意図がつかめず、アイリは真意をさぐるべく問い返す。

「あなたの故郷って……ミッドパレスにってこと？」

「そう、もう招待状なら手配済みだ。それにはちょっと高い代だい償しようを払はらってもらうかもしれないけど、かまわないだろう？　そろそろ君と一緒に真実を確かめたいという人がいてね」

　コゲツの口調からして、彼が指すその人物は『黒の七星旅団』の人間なのだろう。

『黒の七星旅団』は七聖府ザインに対して、真っ向から対決する姿勢の組織だ。

　そして彼らの目的は、ただいたずらに人々に恐きよう怖ふを与あたえることではないはずだった。

　彼らはいつもウィッカの七聖守護物ザインタリスマンが誤ったものであると主張し、それらを自分たちが正すのだという信念を掲かかげている。

　コゲツもまた組織のひとりなのだとすれば、『黒の七星旅団』をまとめている何者かがいるのだろう。

　以前聞かせてもらったハイヅカの話では、ミッドパレスにいたコゲツを組織へと引き入れた人物がいるはずなのだ。

「ひょっとして、こないだの妙な脅迫文書みたいなのもあなたたちの仕し業わざ？」

　そうとしか思えず、アイリはきびしい声で問いつめたが、コゲツはにやにやと笑うばかりだ。

「まぁ、そう焦あせらないことだね。明日にはとびきりの贈おくり物をして、君に……君たちに招待状を渡すよ」

　そう告げてふわりとアイリのベッドを離はなれると、コゲツの足あし下もとにするすると影かげが伸のび、彼の姿はそのまま闇やみに溶とけるように消えていく。

　とっさに後を追おうと、アイリはベッドから立ちあがった。

　途と端たんに、素す足あしに床ゆかの冷たさが感じられ、ぞくりと悪お寒かんがはいのぼるのに、アイリは自分の腕うでを抱かかえた。

　そこでようやく自分の部屋のようすがくっきりと目に映り、アイリは困こん惑わくした。

　寝ていたはずの体は、夢のなかそのままに動いていたのか、いつのまにかアイリはひとり部屋の床に立ち上がっていたからだ。

　周囲を見まわしてもやはり異変は見つけられない。コゲツはまたあの『ＳＬＤ』というキャンディを使って自分の夢に入りこんできたのだろう。

　──なんだろう、いまのコゲツのいいかたが気になる。招待状ってなんのことをいってるの？

　どうしても拭ぬぐいきれない不安に、アイリはベッドに腰こしを下ろすと暗がりでじっと目を凝こらした。
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「…………私ってば、どうしてあのあと熟じゆく睡すいできちゃうんだろ」

　気づけば、しっかりと毛布にくるまって目を覚ました自分に、アイリは「ありえない」と我ながら呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　夢にコゲツがあらわれたあと、その言葉について考えつづけていたつもりが、気づけばいつもと変わらずベッドに潜もぐりこんで眠ってしまっていたらしい。

　自分の眠りの深さに嫌いや気けがさしつつも、アイリは身み支じ度たくをすることにした。

　制服を身につけ髪かみにブラシを入れたあと、つけっぱなしにしていたハイヅカと対ついのブレスレットに触ふれる。

　今日は少しでもいい、ハイヅカの大だい凶きようが流れこむという効果が発揮されないだろうかと願う。

　自分の部屋を出て、廊ろう下かを歩きその先にあるハイヅカの部屋のドアをノックする。

「おはようございます」

「すぐ出る」

　返事のあとにあらわれたハイヅカの顔色はあまりよくない。

「ハイヅカさん？　なんか……」

　どこか妙みようだと気づいたが、ハイヅカは素す早ばやく部屋のドアを後ろ手に閉めようとする。

　そのとき思わぬ強さの風が、室内から吹ふきつけるのを感じて、アイリはぱっと中をのぞいた。

　どうやらハイヅカの部屋の奥にある、一番大きな窓が割れているようだ。

「ハイヅカさん、窓割れちゃったんですか？」

「まーな。でも火が出たり、水が止まらなくなるよりましだ。あと天てん井じようが落ちたり、床が抜ぬけたりするよりはるかにな」

　そういうことがこれまでにあったのだと察せられるだけに、アイリもかける言葉を思いつかない。

「コバンに怪我けがはなかったですか？」

「まぁ、あいつは俺と暮らしてるぐらいだから特別だな」

　黒くろ猫ねこのコバンは幸運の使者だけあって、ハイヅカにふりかかる危険を敏びん感かんに察知するらしい。

「昨日も寝てたコバンが、ぱっと窓のほうみて威い嚇かくしてたからな。すぐに気づいた」

　蜘蛛くもの巣模様を作った窓は、乾かわいた音をたてて砕くだけ散ったらしい。

「いまの時季なら、一晩ぐらい窓がなくても寝ねられる」

　ハイヅカは豪ごう快かいにそう言い放つと、すたすたと歩き出す。

　その背中に気にするなといわれたようだが、やはりアイリの足取りは重くなった。




　ふたりが対策室に入ると、そこにはシアーズの姿しかなかった。

　普ふ段だんなら対策室の全員がそろう頃ころにあらわれるシアーズだが、今朝はいつもより出勤が早い気がする。

「おはようございます。主任、早いですね」

　一いつ瞬しゆんアイリの声はうわずりそうになったが、シアーズが書類を整えながら「おはよう」と挨あい拶さつを返してくれたのに少しほっとする。

「今日は特別よ。ダリウスは研究室のほうにかかりきりだし、アダムも昨夜ゆうべから特別警備に当たってるからここへはこないわ」

　そうだったのかと納なつ得とくしたものの、次にシアーズが口にした言葉に、アイリは思わず顔をしかめる。

「で、あんたたちは今日はせいぜいおめかしして、パレードで七聖守護物ザインタリスマン対策室をアピールしてきてちょうだい」

「うぅぅ、こないだの広報の取材でも顔が痛くて」

「そりゃあんた、あれだけ妙にひきつった笑え顔がおじゃねぇ」

　そういって苦く笑しようするシアーズは、今日はいっそう綺き麗れいに見えた。

　艶つややかな金茶の髪をきりっとまとめ、その分メイクはやや華はなやかな色味を添そえて女性らしい雰ふん囲い気きがある。

　昨夜のことなどみじんも感じさせないその笑顔に、ハイヅカのいったことは本当だとアイリは思った。

　きっと普段のシアーズからはうかがいしれないような、過去や事情があるのだろう。

　そして頼たのもしい上司でもあるシアーズには、昨夜の夢の話をしておくべきだと考えアイリは口をひらいた。

「あの……昨晩のことなんですけど──」

　夢でコゲツが口走ったことをくわしく話すと、シアーズが気難しげに思案する。

「そうね、これは室長から、ちらっと聞いただけの話なんだけど……」

　そういってシアーズは少しだけ気にするように、ハイヅカへも視線をやった。

「どうやら、創立記念日に向けて送られた脅きよう迫はく文。あれはミッドパレスの関係者から送られたものかもしれないって話があってね」

「……どういうことだ？」

　ハイヅカのまとう空気が途端にぴりりとしたものになり、アイリも気になった。

「ほら、こないだ室長がアイリにタロット占うらないを頼んだときに、あんたたちもいってたでしょ、七聖守護物ザインタリスマン不在説みたいな話。ああいう噂うわさ話ばなしみたいなものって、都市ごとにいろいろあるわけ。そんななかでも、ミッドパレスはいまもまだ、復興が停てい滞たいした不安定な状じよう況きようにあるわ。で、『落日の礼拝』で、ミッドパレスの七聖守護物が『黒の七星旅団』に狙ねらわれたことについては、『七聖府の陰いん謀ぼう説』ってのまであってね……」

　もはや信じるほうがどうかしているという噂が、まことしやかに伝わっており、一部そうした噂が一人歩きして信じられている例もあるらしい。

「当初から、七聖府のあり方に疑問を抱いだいていた一部の人間が、あのあとミッドパレスを離はなれて流民になってるってのは知ってるわね？」

　シアーズの問いかけにハイヅカもうなずく。

　昨日街に出たおりにすれ違ちがった少年に対して、ハイヅカが思わぬ反応を見せた理由がアイリはわかった気がした。

　そして被害者であるはずのミッドパレスの人間に、七聖府への反感を持つ者がいるという事実はショックだった。

「じゃあ、七聖府を逆さか恨うらみしてるような人たちもいるってことですか？」

「そうね、当事者ばかりじゃなくてもね。その人たちの子供も、そうした思想を植え付けられて育てば、問題を起こさないともかぎらないわ」

　これまでアイリは『落日の礼拝』が生み出した災害については、そこで終わったものがほとんどだと思っていた。

　だが、時の流れはつづいている。そこから始まった災わざわいは、いくつにも枝分かれして形を変えて存在するのだと思い知らされた。

　上層部がこの件について、本格的に捜そう査さにあたらせなかったのも無理はない。

　七聖府ザインとしては、復興にまだまだ助力が必要なミッドパレスと摩ま擦さつを起こすようなことはしたくないはずだからだ。

「ともかく、警備についてはいろいろ思案してるみたいよ。主に貴き賓ひん席にばっかり気を配ってるけどね……まったく総そう督とくがもと軍部出身だからって、兵士と警備の人間をほとんど外賓配置にまわしちゃうんだから……っと、これは大きな独り言よ！」

　かなり明確に上層部への不満を口にしたシアーズは、今日は一日コーネル室長の補ほ佐さで忙いそがしそうだ。

「さ、そろそろあんたたちも行きなさい。今日のパレードに使われるフロートは、どれも昼頃ごろには中央広場にあつまるわ。全部がそろってから、広場で七聖府創立記念のスピーチがあるの。リインヴェルテ総督の式辞があって、それから我らが室長の出番ってわけよ」

　普段ののらりくらりとしている姿からは想像しづらいが、コーネル室長は七聖府でも上層部から一目置かれる立場であるのだと改めて認にん識しきする。

　──そういえば、リインヴェルテ総督もそうだけど、コーネル室長も軍部出身の人だったんだよね。

　それもどことなく想像がつかないと思いながら、アイリはシアーズやハイヅカと連れだって、地上へとあがった。




　アイリとハイヅカは、レオネル女史が本番の準備に燃えている、『祝福の七女め神がみ』準備室である大型倉庫へと向かう。

　パレードも毎年のことだけに、創立記念日に使用されるフロートなどの大道具が、このあたり一帯にまとめて収納されているのだ。

　今日は七聖府の敷しき地ちのなかで誰だれもが慌あわただしくしており、さらに倉庫周辺は荷物の搬はん入にゆう搬出が多いせいか、職員もどこか殺気立っている。

　準備室の倉庫は入り口を入ってすぐ二カ所にわけられ、そこから男女別の控ひかえ室になっているようだ。

「俺はとくに身み支じ度たくもなにもないから、レオネル女史に挨拶したら外に出てる」

　ハイヅカはやや億おつ劫くうそうにいって、入り口に垂らされた幕をくぐっていく。

「それじゃあ、私もさくっと着き替がえてきます！」

　できるだけ短時間での身支度を目標に掲かかげ、アイリも女性用控え室へと足を踏ふみ入れた。

　倉庫の中には大きな天幕のようにつるされた仕切があり、そこで女性たちは着替えをし、化け粧しようを整えるようになっていた。

　アイリをいれて七人の女神たちの身支度は、それはもうちょっとした戦争状態だ。

　なにしろ衣い装しようは、それぞれの都市をイメージしているとはいえ、レオネル女史の力作であり大作だ。

　ドレスの裾すそがとんでもなく広がったものから、かなりひきずる長さのあるものまで。

　ミッドパレスの衣装にいたっては、帯飾かざりだけで相当な重さがあるだろう。

　髪かみや化粧を担当する人間はもちろん、ドレスを一着着せるだけでも最低三人は必要そうなありさまである。

　これだけの衣装を身につければ、フロートに立っているだけでもなかなかの試練だ。

　アイリは下着のコルセットだけは助手の女性たちに助けてもらったが、残る衣装はなんとか自分で身につけた。

　ウエストを絞しぼって、腰こし回まわりにヴェールを重ねて膨ふくらみをもたせたドレスは、表面がうっすらと淡あわく輝かがやくやや透け感のある生地だ。

　胸もとには薔[image: ]ばらやレースがふんだんに使われ、縁ふちどりに金の刺し繡しゆうのレースがあしらわれたドレスは淡あわい色合いで、ふんわりとして花の精のようだ。

　アイリは長い髪をコテで巻いてもらった端はしから、自分で真しん珠じゆの飾りピンをあしらい、光を強く反射する水すい晶しようのティアラをつける。

　困こん惑わくしたのは背の低さを補うために、かなり踵かかとの高い靴くつを履はく必要があることだ。

「ちょ……これ足持ち上げるのも大変かも」

　アイリがなんとか靴に慣れようとしていると、周囲でも女神たちが次々と完成していく。

　その間も、レオネル女史は一時も止まることなく現場を走りまわりドレスを調整しながら、厳しく目を光らせている。

　衣装を身につけた女性たちは、その重さや息苦しさにすでにくたびれたようすもあり、めいめい椅い子すに腰こし掛かけたり、少しでも楽な姿勢を探したりしているようだ。

　アイリも天幕のなかの熱気とコルセットに徐々に息苦しくなり、新しん鮮せんな空気を求めてよろめく足で天幕を出ることにした。

　出入り口の幕をくぐって外へ出ると、全身がひんやりした空気に包まれる。

　倉庫群が並ぶ場所だけあって車両の往来もひんぱんだが、倉庫の横手にでも立っている分には邪じや魔まにならないだろう。

　アイリはなんとか歩きだしたものの、ガタンガタンと異様な音を立てるヒールはとても歩くためのものではない。

　それでも今日の役目はフロートに立っているだけなので、これでも問題はないのだろう。

「しかし……重たい……わっわわ」

　大きな足音を立てて何歩か進んだだけで、ドレスの裾をさばきそこなったアイリは、その腰こしをぎゅっとさらわれる。

「お前な、レオネル女史に殺されたくなかったら、うかつに転ぶなよ」

「ハイヅカさん」

　もはや扱あつかい慣れたようすでアイリの腰を抱かかえると、ハイヅカは自分の長靴ブーツの先で汚よごさぬように長いドレスの裾を片側へと寄せる。

「ちょっと、そのままじっとしてろ」

　もはや自力で歩かせられないと判断したのか、ハイヅカはアイリを抱き上げたまま歩き出す。

　なにも言っていないのに、アイリが外へ出てきた理由をわかっているのか、倉庫の横手を抜ぬけると、さらにその裏手へハイヅカは向かっているようだ。

　苦しいコルセットと、重さのあまりすっぽ抜けそうな靴ばかり気にしていたアイリは、ハイヅカの腕うでのなかでそうしたことも吹ふき飛ぶほど驚おどろいていた。

　──ハイヅカさんて……人のことお姫ひめ様だっことかできたんだ！

　普ふ段だんから荷物か丸太のように抱えられたり投げられたりしがちだったアイリには、この体勢はかなり思わぬことだった。

　だがどう考えても、これだけのボリュームのドレスを着た女性を運ぶなら、当たり前の体勢だろう。

　連れて行かれた倉庫裏は、細い通路に面しており、使われない木箱などが積み上げられ、車が少ない分空気も澄すんでいる。

「ほら、しばらくここ座っとけ」

　そういってアイリが降ろされたのは、比ひ較かく的てき綺き麗れいな木箱が積み上げられた上だった。

　ふわりと涼すずしい空気を首筋に感じて、アイリはふぅっと息をついた。

「すみません。思ったより倉庫のなかが暑くて……」

「だろうな、顔が火ほ照てってる」

　──コルセットで苦しかったり暑かったり、抱だきかかえられたりしたらそうなりますよ。

　そう正直に言うこともできず、アイリはひんやりとした空気を吸いこんだ。

　むき出しの首や腕にあたる風が心ここ地ちいい。

　つかの間の沈ちん黙もくを保っていたふたりの前を、巨きよ大だいな紙箱に『式典配布記念品』と書かれた積み荷がいくつか運び出されていくのが目に入る。

　アイリはダリウスのことを思い出した。

「あの箱があるってことは、ダリウスさん記念品の守護物タリスマン作製終わったみたいですねぇ。サイクスさんも、昨夜ゆうべから仕事ってことは夜勤みたいなもんなんでしょうか？」

　対策室のメンバーは配置もばらばらにされてしまったが、それぞれに忙しそうだ。

「もともとサイクスのいた部署は、勤務もかなりきついからな。貴賓席周辺の特別警備ってことで夜から見張ってるんだろう。今回は聖戦器フアランクス保持者をほとんどもってかれちまったって、他部署から苦情もでてるみたいだしな」

　淡たん々たんと口にしてはいるものの、ハイヅカの右手にも穂ほ先さきが斧おのの形をした槍斧ハルバート形の鈍にぶく輝く聖戦器がある。

　──ハイヅカさん、悔くやしいだろうな。

　聖戦器の使い手としてのハイヅカは、アダムが一目置くほどの技量の持ち主なのだ。

　このやっかいな凶きよう運うん体質さえなければ、今回もアダムと一いつ緒しよに特別警備の人員に組み入れられていたに違ちがいない。

　新入りの自分はともかく、もともと七聖守護物ザインタリスマン対策室を構成する人員は、各部署でも選えりすぐりの能力の持ち主たちだ。

　──なのに、仮装してる私と一緒にフロートの上って……

　それが自分のことのように悔しくて、アイリはついハイヅカの腕をつかんだ。

「なんだ……？」

「ハイヅカさん、ほんとにいいんですか、パレードのフロートに乗ってたりして。私は抽ちゆう選せんのせいだし、自分のせいだから仕方ないですけど……ハイヅカさんまで」

　この配置が納なつ得とくできないのだという気持ちで訴うつたえるアイリに、ハイヅカはひそかに息をつく。

「実際のところ、そりゃ嬉うれしくはねぇな。でも、脅きよう迫はく状の件もあるわ、お前の夢の話も気になるしで、今朝も主任からミッドパレスの話まで聞けば、実際油断できない状じよう況きようだろう。おあつらえむきに今日は高い場所にいられるわけだ。周囲を見み渡わたせる分、なにかあれば飛び出しやすい」

　しかも堂々と聖戦器を持っていられるのだ。単独行動がしやすいほうが自分には有利だとハイヅカは思っているらしい。

　それは、自分のできることと能力をわかっている者だからこその言葉だ。

「嬉しくはない」といいつつも、ハイヅカがいまの環かん境きようを嘆なげくでもなく前向きにとらえていることに、アイリは素す直なおに感動する。

　いまもまだ、仮装してフロートに乗ることにふてくされている自分を思えばなおさらだった。

「ハイヅカさんて、すごいですね」

「なんだ？……突とつ然ぜん」

　できることをする。諦あきらめたりしない。

　無意識にそれを実行しているハイヅカに気づかされたアイリは、思い切って立ち上がった。

「おい、また転んだらどうす……る？」

　ごと、と重たい足音を立ててアイリはハイヅカに近づく。

　履いている靴のあり得ない踵の高さのおかげで、いまはハイヅカの顔がすぐ近くにあった。

　アイリは腕を伸のばすと、ハイヅカの首をぎゅっと引いて顔を寄せる。思わず目を閉じてしまったが、確かに唇くちびるが触ふれたと思った。

「お前……なにして──」

「油断できない状況なんでしょう。だから、念には念をいれて……安全策です」

　そう返事をしつつも、顔の火照りは復活し、胸の動どう悸きが激しくなる一方で、ハイヅカの顔をみられない。

「なるほど、確かに油断しちゃいらんねぇな」

「えっ……」

　今度はアイリがハイヅカに背を引き寄せられたかと思うと、きつく抱だきこまれた。

「ちょっ、わ……ぅ」

　先ほど自分がちょんと触れたようなキスとは違う。

　熱くてやわらかな感かん触しよくが唇に押しあてられ、至近距きよ離りにある銀灰の瞳ひとみに思わず目をつぶる。

　なにをされているのかわかると、顔も頭も沸ふつ騰とうしたように熱くなって、アイリはもがいてハイヅカの背を叩たたく。

　なお深く引き寄せられ、息苦しさに口をひらくと口づけが深くなりかけて、アイリの体はびくっと震ふるえてすくんだ。

　するとハイヅカの腕の力が一いつ瞬しゆん迷うように強くなったあと、ふっと緩ゆるんでようやくアイリは解放された。

　緊きん張ちように強こわばりすぎた体から一気に力が抜けると、崩くずれるようにその場にへたりこんでしまう。

「ハ、ハイヅカさ……いまの……な、んなんです」

「念には念をだろ？　したかどうかわかんねぇキスなら、しっかりしとこうかなーって、痛いてっ！　靴くつ投げるなよお前は」

　アイリはもう片方も投げつけてやろうかと思ったが、指が震えてままならなかった。

　──くぅ、そうだった。ハイヅカさんてば、油断ならない人だった。

　してやったつもりが反はん撃げきにあってしまい、非常に悔しい気持ちにさせられる。

「ほら、連れてってやるから靴はけ」

　指が震えるのは決して恐きよう怖ふからではない。ただひどく動どう揺ようしているのは、胸の奥にある気持ちのせいだとアイリにもわかっている。

「もうっ、ハイヅカさん責任とってくださいよ」

　なんとか靴のベルトを留めると、ハイヅカは再びアイリを抱き上げた。

「はいはい。女め神がみ様のおおせのままに」

　こんな格好で連れ戻もどされて人目に触れればなにを言われるかはわかりきっていたが、それすらももうどうでもいいとアイリは思えた。

　シアーズが言うとおり見せつけてやればいいのだ。

　いま大事なことは、コゲツにかけられた呪まじないがこれで解けたはずだということ。

　このあとの創立記念式典で、ハイヅカに不用意からの危険が降りかからなくなったということなのだから。

　準備室に戻るまでに、自分の心を落ち着けなければとアイリは間近にあるハイヅカの顔から必死に目をそらしつづけた。
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　ようやくすべての女神の衣装支じ度たくが調ととのうと、全員がフロートのそばに集合となった。

　大勢の観客たちの目に見えるよう、高さがあるその台車はアイリの身長よりも大きい。

　女性陣じんはその場に用意された、階段ならぬ移動式の踏ふみ台を使って、なんとか全員が乗り込むことができた。

　小さな車輪がいくつもついたフロートは、滑なめらかに動くように作られているのか、倉庫前を出て移動する間もさほど揺ゆれは感じられない。

　アイリたちが乗っているフロートの前後にも、いくつも同じようなフロートが連なっていく。

　そこには道化やかぶりものをした人たちが踊おどっているものもあれば、各都市からの代表楽団が音色を奏かなでるためのものもある。

「はぁ、ほんとににぎやかなんですねぇ」

　人々の頭上を見下ろせる高さのフロートは、順に七聖府ザインの正門に待機した。

　やがてファンファーレが高らかに鳴り響ひびくと、先頭のフロートから順番に門外へと出ていく。

　この日ばかりは、ネレル橋の上からもいっさいの露ろ店てんが移動を命じられ、フロートは橋を渡わたってセントパレスの大通りを進んでいく。

　橋の上だけは一いつ般ぱん人の立ち入りが規制されていたが、それ以外の沿道には多くの市民や観光客がつめかけ祝祭の名にふさわしいにぎやかさだ。

　フロートが一台ずつ近づくたび、見上げている人々の顔が歓かん喜きと笑え顔がおに彩いろどられていく。

　アイリたちの乗せられたフロートには、多くの花々と月げつ桂けい樹じゆの葉で作られた冠かんむりが大量に積みこまれていた。

　それをパレードの道中に、観客に向けて投げていかなければならないらしい。

　毎年、七女神が投げかける守護物タリスマンを手にできると幸運にあやかれると、観客からは人気があるフロートなのだ。

　七人の女神たちはそれぞれ手に花や冠を持つと、沿道の人々に向かって投げ始めた。

　どの女神も優ゆう雅がな笑みを浮うかべているが、こちらを見守る人々には悟さとられぬくらいの大きさで、ときおり「ふんっ」とか「ふぬっ」という荒あらい息づかいが聞こえる。

　歓声をあげている観客に、少しでも多く祝福を届けたいという力みがそうさせているのだ。

　少しでもこのお祭りを楽しんでいって欲しいという気合いが伝わってきて、アイリは自分もはりきって花や冠を投げた。

　パレードは順調に進み、やがてフロートは大通りの突つき当たりにある広場へといきついた。

　セントパレスの新市街の中心にあたるその広場には、今日は演えん壇だんがしつらえられ、周囲に半円を描えがくように貴き賓ひん席が設けられている。

　かなりの広さがあるその場所には、ウィッカの石像と七つの星を模した仕し掛かけ時計の備えられた、巨きよ大だいな時計塔とうがあった。

　式典会場へつながる周辺の道は封ふう鎖さされ、会場周辺にも厳重な警備が敷しかれていた。

　会場へと次々にフロートが入場していき、アイリにも式典会場のようすが見えてきた。

　それぞれの都市代表のフロートが集まったところで、セントパレス総そう督とくの式辞をもって、創立記念式典が始まりとなる。

　七聖府ザイン上層部の職員はもちろん、当日パレードの先頭を礼服姿で行進していた職員たちが、整然と広場に並ぶ姿は壮そう観かんだ。

　華はな々ばなしい楽隊の吹すい奏そう楽がくと鼓こ笛てき隊たいのリズムが途と切ぎれると、周囲はしんと厳げん粛しゆくな空気で張りつめる。

　多くの人が見守るなか、壇だん上じようにあらわれたセントパレス総督の姿は拍はく手しゆをもって迎むかえられた。

「本日はすべての都市の人々を代表して、ここでご挨あい拶さつさせていただきます。ヴィクトル・リインヴェルテです」

　落ち着いた声は悠ゆう々ゆうと広場に響き、残された余よ韻いんにまで群衆は耳を傾かたむけている。

「今年もまた、この日を迎えられたことを誇ほこりに思います。そして、我々に護まもりを授さずけてくださった魔ま術じゆつ師しウィッカに、何よりの感謝を捧ささげたい──」

　ひとしきり挨あい拶さつの言葉が述べられると、総督は貴賓席にいる各都市からの代表者たちを紹しよう介かいする。

　各代表者が立ち上がり礼をとり、全員が立ち上がったところで、総督がすべての都市の平和を願うと誓ちかって締しめくくられた。

　リインヴェルテ総督の言葉が終わると、広場の各所に作られた細い柱にひとつずつ火がともされていく。

　総督の背後にある最後の柱にも炎ほのおがゆらめくと、広場に集まった人々は七聖守護物ザインタリスマンへの感謝をこめてひととき目を閉じ祈いのりを捧げた。

　そして式典の予定通り、時計塔が鐘かねの音を高らかに鳴り響かせる。

　その音が終わらぬうちに、人々は周囲の人の肩かたを抱き、この日を迎えられた幸いをわかちあった。アイリも隣となりに立つハイヅカに寄り添そうようにして、広場の人々を見つめる。

　ひとりひとりの幸福そうな顔。これまで自分が目にしてこなかった光景が、ひどく幸せで胸を満たしてくれるものだったと気づかされる。

　自分が七聖府にきた理由を、新しくみつけたような気持ちにもなった。

　──いまこうして七聖守護物対策室にいるってことは、この人たちの祝祭を守るためでもあるんだ。

　この場にいる同どう僚りようの誰だれもが誇らしく思えて、今日ばかりはアイリも周りの人誰もに「あなたの幸運に！」と告げたい気持ちが生まれてきた。

　人々のざわめきが収まると、広場の演壇に控ひかえていた司会が口を開いた。

「では、我々に恩おん恵けいをもたらす七聖守護物について、特別任務にあたります『七聖守護物対策室』室長である、コーネル氏よりお話をいただきます」

　コーネル室長が七聖府職員の席を立ち、壇上へと向かうのがアイリにもみえた。

　だがそのとき、背後でざわっと人々がどよめくのに気づく。

　ハイヅカも、緊きん張ちようした面おももちで背後を振ふり返った。

　やたらと踵かかとの高い靴くつを履はくアイリは動きがおくれたが、背後にあらわれた光景に驚おどろいてバランスを崩くずす。傾いた背中はハイヅカの腕うでに支えられた。

「気をつけろ……」

　広場に繫つながる道をにらんでいたハイヅカは、そういってさらに視線を厳しく細めた。

「あれって……なんです？」

　はじめに目に映ったのは、大勢の群衆の間をふわりとゆらめく巨大な白い物体だ。

　それはパレードの間にもあちこちを浮ふ遊ゆうしていた、ガスをいれた巨大風船にも似ている。

　だがその白いものが、風にあおられくるりと回転すると、そこには黒い穴のような眼がん窩かを持つ、人の頭ず蓋がい骨こつを模した不気味な模様があらわれた。

　さらに封鎖されているはずの小さな路地からも、ふたつみっつと滑すべるように次から次へとあらわれる。

　群衆の誰もがどよめきをあげ、広場のなかを移動しようとざわめきだした。

　緊張が高まるなか、七聖府ザインの軍部の人間なのだろう、司令官らしき人間が、自分の部下たちに向かって指示をだすと現場となった広場に兵士が走りだす。

「第一小隊！　構え!!」

　鋭するどい号令に、銃じゆう剣けんを構えた隊員のひとりが、上空のそのマスコットを撃うち落とした。

　風船が破は裂れつした途と端たん、まるでつむじ風のように突とつ風ぷうが巻き起こり、周囲に濃こい霧きりがあらわれ広がっていく。

　周囲にいた人々からもどよめきと悲鳴があがり、突然襲おそった恐きよう怖ふに誰もが走り出そうとする。広場の七聖府職員は統制のとれた動きで、群衆の鎮ちん静せいへと駆かけ回った。

　厳重警備が敷かれていたものの、これだけの人々が混乱に陥おちいれば事故はまぬがれない。

「ハイヅカさん！」

　アイリはすぐにでも現場に出て行きたい衝しよう動どうにかられたが、ハイヅカに手で押しとどめられた。

「お前は下におりるな！　ここで待機だ」

　確かにいまのアイリの衣い装しようでこの人ひと混ごみに入ろうものなら、あっという間に人なみに巻き込まれてしまうだろう。

　ハイヅカが聖戦器フアランクスを構えると、その柄つかから斧おのの部分にかけて、まばゆい光が走った。

　それを自らの頭上にかかげ、陽ひにかざすようにすると、徐じよ々じよに周囲の白い霧が晴れていくのがわかる。

　視界がひらけるのと同時に、ハイヅカは人混みをみて舌打ちした。

　そこには明らかに観光客とは違ちがう、赤暗いマントのような衣装を身につけた人間が十数人、小こ路みちのあちこちから警備をすりぬけ走ってくる。

　その人ひと影かげは一様に、動物の頭蓋骨をかぶり顔を隠かくした異様な風ふう体ていだ。

「コゲツ……まさか、『黒の七星旅団』……？」

　アイリの脳のう裏りをとっさに昨夜の夢のことがよぎる。コゲツはなにか、招待状を渡わたすと口にしていた。

　だがこれまで目にした組織の人間たちとどこか違うのは、彼らの動きがあまりに勢いだけで、さらに手に銃じゆうやナイフといった凶きよう器きをにぎっていることだ。

　男たちは七聖府ザインの職員にぶつかり激しくあらがっている。どこか無む謀ぼうにも見える彼らが目指しているのは、広場中央の演壇らしい。

　──リインヴェルテ総督が話してるときじゃなくて、いまあらわれたってことは……

　アイリの予感を裏付けるように、ハイヅカの声が聞こえた。

「奴やつらの狙ねらいは……室長だ！」

　ハイヅカは叫さけんでフロートから飛び降りようとした。

　だが、封鎖されていた通路から広場に向かって、かなりの速度でつっこんでくるフロートがあらわれる。

「あんなもの、どこから!?」

　アイリが身構えて手すりにつかまると同時に、人々を蹴け散ちらすように走ってきたフロートが激げき突とつし、衝しよう撃げきに倒たおされそうになった。

「くっ！」

「きゃぁあ！」

　同乗している全員が必死に目の前の手すりにしがみついた。

　フロート上の他ほかの女め神がみ役の女性たちも、動きづらいドレスでなんとか振り落とされずに堪こらえている。

　体当たりするようにぶつかってきたフロートには、大きな旗が揺ゆれていた。

　翻ひるがえる旗には、六ろく芒ぼう星せいの下の突とつ起き部分が黒く塗ぬられた印があり、それこそが『黒の七星旅団』を表すものだとアイリも気づく。

　なぜかそこには木箱に入った大量の灰が積みこまれているのが見えた。

　フロートの先頭部分には、死に神の鎌かまにも似た長なが柄えの武器を構えたコゲツの姿がある。

　ひときわ大きな角をもったヤギの頭蓋骨のかぶりもので表情はみえないが、口元が楽しげに笑えみをきざんでいるのはわかった。

　フロートの手すりに立ったコゲツは、鎌を大きくふるうと、その勢いのままハイヅカに向けて高くふりかぶった。

　細身の体を覆おおっていた、血の色のようなマントがひるがえる。

「てめぇっ!!」

　ガキンッと固い音がひびき、ハイヅカの聖戦器フアランクスは、その槍やり先さきで鎌の刃は先さきを受け止める。

　アイリの背後で悲鳴があがり、女神役の女性たちはみなおびえてあとずさった。

　それも無理はない。衣装の採寸のあとアイリがきいたところによると、ここにいる女神役の職員はアイリ以外は、ほぼ実戦とは無む縁えんの部署の人間なのだ。

　アイリはコゲツの目につかぬよう姿勢を低くして、フロートの上で呆ぼう然ぜんとしている職員に近づき、声をひそめて伝える。

「いいですか、いまから後部の梯子はしごを使ってここから下ります。女性は全員靴をぬいで、ドレスのからまりそうな部分はたくしあげるか結ぶかして、男性の手を借りてゆっくり下りてください。その先は、警備の人の指示に従って避ひ難なんすれば大だい丈じよう夫ぶですから」

　アイリは率そつ先せんして自ら靴を脱ぬぐと、裸足はだしでみんなを先導しはじめた。

　おびえる男性たちをしっかりしろと[image: ]しつ咤たしつつも、背後のハイヅカが気になる。

　だが振り向くと、すでにそこにハイヅカとコゲツの姿はなかった。

　ふたりはコゲツが乗ってきたフロートに飛び移り、障害物を利用して互たがいに上になり下になり打ち合っている。

　だがそのとき、コゲツがフロートに積んできた灰をつかむと、それを空中にまいた。

「光満ちし楽土に　蒔まかれる種に眠ねむりを──！」

　幾いく度どか聞いたその声の響ひびきは、コゲツが呪じゆ詛そを唱えるときのものだ。

　コゲツの手から放たれる細かな灰は、空に散らばる黒い点となると、それ自体が生き物のようにざわっと動いた。

　びっしりと寄り集まった虫のような黒点は、次し第だいにその影かげを増し、いくつにも分ぶん裂れつすると羽音の鋭い虫や蝙蝠こうもりへと姿を変える。

「穢けがれをもたらし　病をふりまき　身心を蝕むしばめ　祝祭を災さい厄やくに

　大いなる影こそがあらゆる光を凌りよう駕がせよ　屈くつ服ぷくさせよ

　生者に死を　死者にこそ復活を……」

　朗々と唱えては楽しくてたまらないというように、コゲツは人々の混乱をみわたしてケラケラ笑う。

　アイリには、コゲツが混こん沌とんを望み、心から人々に絶望を与あたえたいのだとわかるだけに、いっそう怒いかりがつのった。

　飛び交かう禍まが々まがしい生き物に上空が覆おおわれ、人々の頭上に大きく影を落としていく。

「どうしよう……これだけ大勢の人がいたら、呪じゆ術じゆつから逃のがれようにも──」

　ひとまず退たい避ひが優先だと、フロートの上にいた同どう僚りようたちを下ろしたあと、アイリはその高みから七聖府ザイン関係者の席周辺を見み渡わたした。

　騒さわぎの直前ハイヅカも口にしていた、コーネル室長の安否が気がかりだった。

　だがそうする間にもコゲツの呪術はさらに広場の騒そう動どうを煽あおり、混乱はひどくなる一方だ。

「もう、この幅はばの衣装じゃ人にひっかけちゃう」

　結局「えぇい！」とばかりに、アイリはドレスの下にある膨ふくらんだパニエを脱ぎ捨てると、あまった生き地じの両りよう端はしを腰こしに巻きつけて結んでしまった。

「すみません、七聖府ザインの者です！　急ぎます。通してくださいごめんなさい！」

　アイリはひたすら叫んで、人混みを縫ぬうように走る。

　裸足で石いし畳だたみを走るうちに、押しあう人々に何度か踏ふまれたりもしたが、アイリは必死に目指す場所へと駆けた。

　真っ先に向かったのは、七聖府の研究室用に準備された天幕だった。

　目あての顔を捜さがしてきょろきょろしていると、背後から声がかかった。

「アイリ！　君なんでこんなとこに……」

　驚おどろいて声をあげたのはダリウスだった。

「ダリウスさん！　今年みんなに配る予定だっていう記念品ってどんなものですか？」

　勢いこんだアイリの質問に、半ば気け圧おされつつ、ダリウスは小さな包みを差しだす。

　中に入っていたのは、鳥の羽根を使って編みあげられた手のひらほどの大きさのリースに似た形をした守護物タリスマンだ。

「この守護物の効果は？」

「あ、あぁ。昔からある、悪夢除けのお守りにちなんだもので、一部改変して、この飾かざりを窓辺につるせば、あらゆる災わざわいを遠くへ飛ばしてくれるって効果がある」

　ダリウスの説明に、アイリはおもわずその小こ柄がらな体を抱だきしめた。

「すごい！　ダリウスさんたらさすがの天才。もう予言機能がそなわっちゃってますよ！　これを全部空から降らせられませんか？」

　はしゃぐアイリの勢いに、はじめは怪け訝げんそうだったダリウスも、はっと気づいたように広場の混乱に再び目をやる。

「……そうか！　これをあの灰より上から降らせられれば、呪のろいをキャッチできる。からめとって落とせば被ひ害がいが少なくてすむかも……」

　だが問題は、どうやってこれだけのものを高みから降らせるかだった。

　七聖府本庁へ戻もどれば飛空艇ていもあるが、それほど時間の猶ゆう予よはないだろう。

　とっさにアイリは時計塔とうへと目をやった。

「あの、昨夜ゆうべの花火って、あそこからも打ち上げてますよね？　花火が残ってたりなんてことはないでしょうか」

「すごいぞアイリ。小さな脳ミソで今日は冴さえてる。この式典終しゆう了りよう後の打ち上げ用に花火の火薬玉が何発か保管されてる」

　その言葉に背を押され、アイリは目の前に積み上げられた箱をうんせと持ち上げた。

「いきましょう！　これをできるだけたくさん運んでください」

　力強くうなずいたダリウスは、その場にいた研究室の人員すべてに指示をだし、できる限りの量の守護物を時計塔へと運ばせた。

　いくら材質が羽根だとはいえ、とにかくかさが多く、それなりに重さがある。

　アイリは必死に階段をかけあがったが、みるみる息があがり、自分の喉のどがゼェゼェ鳴るのがわかった。

「……なんか、前にもっ……現場で、こんなこと……がっ」

「聞き苦しいから黙だまってあがれば？」

　さすが体力勝負といわれる元研究員だからなのか、ダリウスは見た目に反して体力があるらしい。

　ふたりの後ろからも、制服を身につけた研究員が次々と箱を手に上ってくる。

　そのなかには、アイリの友人のジョゼもいて、口にはできなかったが少し心強かった。

　時計塔の上、鐘かねがいくつも設置された鐘しよう楼ろう部分の床ゆかに置かれた防水布にくるまれた木箱に、花火の弾薬が入っているのを確かく認にんする。

　砲身はすでに手入れも済まされ、あとは弾薬を装そう塡てんして打ち上げるだけになっていた。

　その筒つつ先さきが向けられた空の下もと、アイリは広場を見下ろしてその高さに目がくらみそうになった。

　強い風にあおられる髪かみを押さえながら、アイリはもう一度広場を見渡す。

「あ……あそこにいるのって、サイクスさん？」

　よく目を凝こらすと、広場の騒動のなかでも、侵しん入にゆう者たちがどの経路から襲しゆう撃げきをかけたのかがよくわかる。

　逃にげ場を求める人々と、襲撃者を追う警備の人間とで現場は相当混乱しているようだ。

　人々が逃げ場を求めて向かったらしい、比ひ較かく的てき広い通りの手前、広場側の場所にサイクスが聖戦器フアランクスで描えがいた防ぼう御ぎよ陣じんが見える。

　そのあたり一帯の景色がかすかに歪ゆがんでみえることから、呪じゆ物ぶつの灰が降りかかるのを防いでいるようだ。

「なんとか、サイクスさんのほうでも、一いつ般ぱん客きやくの避難を誘ゆう導どうしてくれてるみたいだ」

　アイリの横から、同じく広場を見下ろしたダリウスが少しだけほっとしたように息をもらす。

「でも、急がないと。あれだけの人数を避難させるには、まだまだ時間がかかる」

　少しだけ焦あせりをにじませ、ダリウスはただちに準備にとりかかった。

　アイリも研究室の人間と一いつ緒しよに手伝ったが、同行してくれた研究員は、誰だれもが指示がなくともてきぱきと動いていた。

　ダリウスがなにを考え、どういったものが必要なのかすでに把は握あくできているらしい。

「フロストさん、袋ふくろをいくつか紐ひもでつないでみました」

　そういってシーツの固まりのような布をジョゼが持ってきてダリウスに差し出した。

　それを見てダリウスがうなずくと、アイリも羽は根ね飾かざりの守護物タリスマンを袋の中へとひたすら詰つめこみはじめた。

　ほかの研究員たちは、その袋の端はしをなんとか弾薬と紐でつなごうと苦労している。

「うまく打ち上げられるかは賭かけだな……」

　袋の中身は羽根飾りがほとんどだが、もとが広場上空に打ち上げるためだけの花火なのだ。それほど威い力りよくがあるものではない。

「そうか、君がいるじゃないか」

　ダリウスは空をにらんで言うと、砲の筒つつの側そばへとアイリをつれていった。

「あ、あの……私重火器の取り扱あつかいなんて、ごく初歩の研修しかうけてませんけど！」

「なにいってるんだ。誰も君の腕うでそのものに期待なんてしてない。ただ、いま君の運気があがりっぱなしなら、この打ち上げは君がするべきだ。そうだろ？」

　じつにもっともらしくマッチを渡わたされ、アイリは点火材に火をともした。

　──たしかに、いまここには研究員しかいないんだし、誰が火をつけても一緒なのかも。だったら、少しでも……

　砲台に近づき外へと身をのり出すと、眼下の騒ぎは収まるどころか広がっている。

　黒い忌いまわしい影が飛び回るなか、貴き賓ひん席の周囲でひときわ人がもみ合っているのが見えた。

　そこにハイヅカらしき人影をみて、アイリは「あ……」と口にしかけた。

　──しまった……さっき呪いは解いちゃってるんだ。ってことは、私の幸運も元にもどっちゃってるってことだけど。

　それでもまだ常人よりはツキがあるはずだと、アイリは思い切って火をつけた。

　シュッと導火線が音を立てると、高々と天空に向けられた筒が、花火を撃うち出す。




　パァ────ン！




　大きく乾かわいた音が頭上に響ひびきわたると、上空へ打ち上げられた袋がうまく破は裂れつしたのか、薄うす青あおい羽根が飛び散り、雪のように広がって舞まい落ちていく。

「やった……」

「成功か!?」

　同じく鐘楼にいた研究員たちが、身を乗り出すようにして広場をのぞく。

　ダリウスもやや緊きん張ちようした面おももちで事態を見守っていたが、やがて空を覆おおう暗い影かげが薄うすらぐのをみて、その表情から少しずつ力が抜ぬけていった。

　広場で恐きよう怖ふにおそわれていた人々もそろって足をとめ、誰もが一様に空から舞い降りる羽根を、不思議そうに手のひらに受け止めはじめた。

「ふ～……。ひとまずこれで、あの呪じゆ術じゆつの収しゆう拾しゆうはつきそうだ。記念品が思わぬ形で来場者に配布されることになったもんだけど」

　ダリウスは安あん堵どと疲つかれを隠かくせないようすだったが、その表情は心底ほっとして見えた。

　アイリもようやく少し肩かたの力をぬいて、あらためて感心する。

「ダリウスさんの守護物タリスマン、やっぱりすごいんですねぇ」

「当たり前だろう。作ってるのが僕なら、すべての守護物も呪具も完かん璧ぺきだ。ただこの騒さわぎで、当然君の分はもうない」

　ひとつは自分にもくれるつもりだったのだろうか。

　アイリの素す直なおな賛辞に、珍めずらしく照れたふうなダリウスは、そのまま広場の方へと目を凝らす。

　途と端たんに身を乗り出すようにして一カ所を指さした。

「あそこ……妙みような奴やつらが取り押さえられてる。ハイヅカもいるけど、室長がかがんで……いや、あそこに倒たおれてるのって、ひょっとしてシアーズ主任!?」

　ダリウスがいったとおり、七聖府ザイン職員が人ひと垣がきのようになっているなかで、男が数人取り押さえられ、その中心には室長とシアーズの姿もある。

　その光景にひどく嫌いやな胸むな騒さわぎがして、アイリはじっとしていられなくなった。

「ダリウスさん、急ぎましょう！」

　そう叫さけぶと、転がり落ちそうな勢いで時計塔を駆かけ降りていく。

　いまだ広場で七聖府の職員たちが駆け回るなか、ダリウスが制服につけている腕わん章しようのおかげで、ふたりは演えん壇だんの側まで近づけた。

　武器を手にした物々しい雰ふん囲い気きの兵士たちのなかに、見慣れた背中を見つける。

「ハイヅカさん！　主任は……!?」

　ドレスをたくしあげ、裸足はだしで走ってきたアイリの姿に周囲はぎょっとしたようだったが、ハイヅカは自分の制服の上着を脱ぬいできせかけてくれた。

「アイリ、これはいて」

　後ろからおいついてきたダリウスが、どこで借りてきてくれたのか、仮装用の布ぬの靴ぐつを差し出した。

　アイリは素す足あしを靴にいれながら、シアーズが倒れていたらしい場所から目が離はなせなかった。

　そこにもう当人の姿はなかったが、はっきりと血の染しみが広がっている。

「主任が、刺さされた……」

　みるとハイヅカの手も血に濡ぬれている。

「あの騒ぎで、最初に駆け込んできた奴らの狙ねらいは、やっぱり室長だった」

　壇上にあがるコーネル室長の補ほ佐さとして、すぐ側に控ひかえていたシアーズが、真っ先に飛び出したのだという。

「主任が室長をかばって刺されて。乗り込んできた男たちは、特別警備部隊に取り押さえられた」

　だがハイヅカの怒いかりを隠せないその表情からも、今回のこの警備態勢が明らかに偏かたよったものであったとわかる。

　アダムがいた特別警備部隊は、あくまで貴賓席最優先の警護を命じられていたらしく、この壇上まではかなり距きよ離りがあったらしい。

　それだけに、予想外の騒そう動どうでこれだけ多くの人が混乱をおこせば、対応しきれるものではなかった。あまりにも明確な優先順位のつけられ方に、アイリもため息をついてしまう。

「それで、シアーズ主任は？」

「もう七聖府ザインの治ち療りよう院へ運ばれていった。コーネル室長が付き添そってるから、あとで俺たちにも知らせがあるだろう」

　シアーズの容態が心配だが、コーネル室長を狙った男たちの正体も気にかかる。

　コーネル室長の依い頼らいで、この創立記念に関かかわるからと、セントパレスの七聖守護物ザインタリスマンについて正体もわからぬまま占うらなったことをアイリは思い起こす。

　──〈悪あく魔ま〉のカードが出てたし、やっぱりもっと強く捜そう査さ権を主張するべきだったのかな。でも、『黒の七星旅団』は関わってたけど、襲おそってきたあの人たちは、本当に組織の人なのかな……
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　式典の前にハイヅカやシアーズが口にしていた、ミッドパレスの流民の話が気にかかる。

　さらに夢に出てきたコゲツが告げた「贈おくり物をする」というのは、この騒ぎのことなのだろうかとも思った。

　だが考えもまとまらないうちに、広場は騒動の後始末のためいっそう慌あわただしくなってきた。

「とにかく、俺たちも七聖府で待機しておいたほうがいい」

　ハイヅカの話では、怪我けが人や、急ぎ七聖府へと戻もどる職員を乗せる車両が、広場との間を往復しているらしい。

　いこう、と促うながされハイヅカとダリウスと連れだって、アイリは広場を後にした。

　その頰ほおにやわらかな羽根が触ふれて、アイリは空を見上げる。

　どこを漂ただよっていたのか、忘れたようにいまごろ降りてきた羽根が一枚、ふわりと肩にとまった。
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　七聖府の治療院の中では、多くの医師と看護師が行き交かい、次々に運ばれる患かん者じやを処置室へと運び込んでいく。

　そのなかを髪かみを乱したまま先を急ぐのは、ケネス・コーネルだ。

　前から歩いてきた看護師が一いつ瞬しゆんぎょっと振ふり返ってしまうほど、その体には怒りの気配がまといつく。

　だが階段をあがって患者用の個室のドアをノックしたあと、コーネルは片手で髪を撫なでると、すぅっと怒りの気配を霧む散さんさせた。

　呼吸をひとつつき、細い瞳ひとみを糸のようにして唇くちびるの端はしを穏おだやかに笑えみの形につくる。

「シアーズ君、入るよ」

　断りをいれて部屋に入ると、すでにシアーズはベッドに上半身を起こしていた。さすがにコーネルも顔色を変えてベッドへと駆け寄った。

「ちょ……ちょっと、駄目でしょう。まだ寝ねてないといけないはずだよ」

　慌ててシアーズに横になるよううながす。

　少しだけ不満そうに見上げてくるシアーズは、髪も乱れ化け粧しようもほとんど落ちてしまい、素す顔がおに近い状態だ。

　それはどことなく、普ふ段だんよりシアーズを無防備に見せる。

「頼たのむから、横になって。でないと看護師さんを呼んで、ベッドに縛りつけてもらうまで話ができないよ？」

　そういって見下ろすコーネルは、なつかしそうにくすっと笑った。

　シアーズもそれにつられたように笑おうとして、傷の痛みを思い出したのか小さく顔をしかめる。

「じゃあ、失礼します」

　仕方がないというように、シアーズはようやく枕まくらに体をあずけてもたれかかった。

「ほんと、君は無む茶ちやしすぎだね。昔から……」

　コーネルの記き憶おくのなかで、シアーズの表情は顎あごのラインがやや幼く丸みを帯びた、まだ化粧もおぼつかない頃ころの少女のものになっていく。

「こんなふうに、ベッドにいる君と話をするのは何年ぶりだっけ」

「十五年ぶりですわ。その頃は、まだ室長も現場にでていらして、時間があるからとおっしゃっては、何度も会いにきてくれましたわね。私のリハビリにもつきあってくださって、何度も助けていただきました」

　その言葉には、懐なつかしむような響ひびきと同時に、どうしても押し隠せない自分へのいらだちのような感情がにじんでいた。

「そうだね。あのときの君は、目を離したらどうなってしまうか……やっと目に光が宿ったかと思えば、次の日には奈な落らくの底にいるような状態で……正直、僕は怖こわかったよ」

　病室に備え付けの椅い子すに腰こしを下ろして、コーネルは口をひらく。

　コーネルが初めてシアーズと出会ったのは、まだ彼女が七聖府ザインに入省してもいない頃だ。

　いまから十五年前。

『黒の七星旅団』によってミッドパレスで『落日の礼拝』が起こされたとき、まだ七聖府入省前の士官候補生たちが研修に訪おとずれていた。

　最終試験もかねたその研修は、各自が希望する都市をまわり与あたえられた課題をこなし、論文を提出するという内容だった。

　多くの都市の共同体である七聖府で働く前に、各都市の文化に触れることを目的としたものだ。

　研修に向かったシアーズたちの隊は、その日ミッドパレスに逗とう留りゆうしていた。

　その都市の文化に深く触れる目的だったため、星ほし鎮ちん守じゆの家に招かれており、結果的にもっとも被ひ害がいが大きな地区で事件に巻きこまれた。

　地じ震しんに火災、倒とう壊かいした家屋に生徒たちはのみこまれ、シアーズは同行していた級友をすべて失った。

　七聖府ザインでも、大至急救きゆう援えん隊が編制され、現場に駆かけつけたが、瓦が礫れきの下からただひとり息のあったシアーズを見つけだしたのがコーネルだったのだ。

　半年の絶対安静を言い渡わたされた彼女は、当時まだ十七歳を過ぎたばかりで、体のいたるところに包帯と固定具がみえ、額から手の甲こうまで傷とあざまみれの姿は見るに堪たえない痛ましさだった。

　だが、そうした体の状態よりも、事態はもっと深刻だった。

　友人たちを目の前で次々と亡くし、彼女は自分の心まで手放しかけていたからだ。

　そのころのシアーズの表情を思いだし、コーネルは苦い息をつく。

「当時は僕もねえ、若い女の子を毎日見み舞まってるって、わりとひやかされたかな。実際にはリハビリでキリキリしてる君に、やつあたりされにいってたようなもんだけど」

　いまだからこそ冗じよう談だんにしてしまえるが、当時のコーネルはシアーズが怒りを見せるのが好きだった。

　意思のない人形のような、痛ましい横顔をみているより、思い通りにならない体に怒いかりをぶつけ、先へ進めないことに失望を繰くり返す姿をみることで、シアーズが生きているのだと安心できたからかもしれない。

「あのときからずっと……室長にはお世話になってばかりです。ですから、今度は私があなたを助けます。それは、もうずっと決めていたことですから」

　絶対に、これだけは譲ゆずれないことなのだと、シアーズの深緑の瞳が強く光をやどす。

　それに半ばみとれつつも、コーネルは小さく微笑ほほえんで「はい」と答えた。

「それはともかく、君の怪我けがね。全治に二月ほどかかるみたいだよ」

　コーネルをかばって男たちの凶きよう刃じんの前に飛び出したシアーズは、間かん一いつ髪ぱつ体をひねり急所こそ避よけたものの、わき腹を大きく切られ、かなりの出血があった。

「すみません、対策室も大切な時期ですのに、私がふがいなくて。あんな子供に後おくれをとるなんて」

　取り押さえてみてわかったのだが、コーネルを狙ねらって演えん壇だんにつっこんできたのは、まだ十代の少年たちだった。

　もと軍部にいた人間として失格だと、しおれたようすで失態をわびるシアーズに、コーネルは手を伸のばす。

　いつもは綺き麗れいに巻かれている金茶の髪に触れ、その頭をそっとなでた。

「そうじゃないさ。そういうことじゃなくて、シアーズ君は昔からあんまり頑がん張ばりやさんだから、僕もまだまだ気が休まりませんということ。本当に無茶はいい加減にしてくれないと……」

　そう口にしたコーネルの腕うでのなかに、シアーズが身を寄せた。

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたものの、体の傷にさわらないようにとコーネルはそっとその背中に触れる。

　触れた肩かたが小さくふるえて、うつむいたままシアーズがつぶやく。

「あなたに、なにかあったら……本当に無事で良かった……」

　自分がどれだけ傷つこうと、シアーズにとってはコーネルが無事だったことがなによりの幸いなのだと告げている。

　それがわかるだけに、コーネルはもう言葉もみつからず、「まいったなぁ」と胸の内でつぶやき天てん井じようを見上げた。

　しばらくなだめるように、その背中を静かに静かに手のひらであやす。

　思わずシアーズの背中を引き寄せそうになって、ぴたりと手を止めると、今度は「しまったなぁ」と心でぼやいた。

　まだまだ自分に残された使命は終わらない。

　それまでは誰だれかに心を寄せたり、気持ちを揺ゆらしたりすることは、許されるはずもないと思っていたのだ。

「ねぇ、シアーズ君。気づいてるかな、このあと僕は非常に困ったことになりそうなんだけど……」

　その言葉に、シアーズがようやく顔をあげる。

　少し気き恥はずかしいのか、目元がほんのりと赤らんでいるところは、昔と変わらず可愛かわいらしい。

「この先君が二月も動けないってことはだよ、あの問題児たちの面めん倒どうは……誰がみるんだろう。ねぇ？」

　室長としてのコーネルの言葉に、シアーズの瞳がみるみる活気づき、表情がきりりとひきしまる。

「ほんとですわ。今回の事件は、間ま違ちがいなく連合議会でも問題になりますわね。もっと早く、我々にあの脅きよう迫はく文書のことで捜そう査さ許可をいただけてたら……」

　それこそ上層部の判断責任の問題だと、厳しい口調で告げるシアーズに、コーネルは苦く笑しようしつつうなずいてみせる。

「幸か不幸か、今回は我々が表だって指揮をとってなかったことで、責任のおっかぶせもできないだろうけどね。なにより、外部からの侵しん入にゆうを許した特別警備部隊の責任は重い。ただイスフェルド君とフロスト君の、機転のきいた呪じゆ術じゆつ回かい避ひは評価されるだろう。結果的に、君たちが再三だしていたミッドパレスへの派は遣けん申しん請せいも許可が下りそうだ」

　まさに、祝祭の前にコーネルが冗談めかしていった事態が現実となってしまった。

「本当に、事件が起こればいいと思ったわけじゃないけどね。シアーズ君に怪我をさせた少年たちは、ミッドパレスから出て行った移民たちだったよ」

「まだ少年でしたわ。でも……」

　口をひらきかけたシアーズは表情を曇くもらせて言いよどむ。コーネルはその先を待つように、黙だまってうなずいた。

「あのとき、凶きよう器きを持ってたひとりが、『俺たちの七聖守護物ザインタリスマンを返せ』って叫さけんでいたように記き憶おくしてます。彼らが、ミッドパレスの民たみだというなら、いったい何が起きているのか……」

「脅迫文書に、創立記念日の襲しゆう撃げき。しかも明らかに『黒の七星旅団』も関係していることがわかってる。これからあの子たちを取り調べるんだろうけど、僕たちのミッドパレス派遣に、ここにきて許可が下りたっていうのもなにか必然を感じるね」

　シアーズは襲撃者たちの攻こう撃げきで、広場の騒そう動どうをすべては把は握あくしていなかったのだろう。『黒の七星旅団』の名に表情を硬かたくする。

「今回の襲撃、やっぱり『黒の七星旅団』が関かかわってたんですか」

「騒動のときには、ご丁てい寧ねいに彼らの旗がついたフロートまであらわれたし、これまでさんざん振ふり回してくれたヤギ頭の男もいた。ただ、あのやり方と状じよう況きようをみると、七聖守護物が狙いというより、七聖府ザインと各都市代表者を挑ちよう発はつするのが目的だったのかもしれない」

　コーネルの意見に、シアーズは少し考え込むように口にする。

「そうですね。奴やつらは『七聖守護物礼らい賛さんの儀ぎ』が、本庁の奥深くで行われてる事は知らないから、式典会場が狙われたのかと思ってましたが……」

　普ふ段だんから式典のパレードでは、華はな々ばなしく守護物を載のせた数々のフロートが披ひ露ろうされる。

　市民の間では、そこに七聖守護物も交ぜられているのではないかとも噂うわさされていた。

　だが実際のところ、『黒の七星旅団』のような組織がある以上、七聖府も七聖守護物をうかつに人目に触ふれさせるようなことをするはずはない。

　だが、コーネルの考えは違ちがった。

「いや、奴らのことだ。七聖守護物が式典会場に持ち出されるなんて考えは、はなから持っていないだろう。それにあの襲撃してきた少年たちはあまりにも素人しろうとくさすぎる。『黒の七星旅団』とは別の目的があるような気はしてた。まさにいま、シアーズ君が教えてくれたように……ね」

　その言葉に、シアーズはすぐにでも病室を出て行きたそうなようすだが、コーネルは今度こそ、その肩をそっとつかんでベッドに横たえてしまった。

「気持ちはわかるけど、ミッドパレスへの派遣には、僕が責任者としてつきそうことになると思う。なぜだか、調査員にもうひとり面倒なのが名乗りをあげたみたいだけど」

「対策室うちだけじゃなくて、調査員の同行、ですか？」

「そーなんだよ。それがどういうわけか、研究室室長のエルヴィン・トリニックの同行が決定してる。彼のことだ、今回の『七聖守護物礼賛の儀』もなんなく仕切ってるはずだ、ああみえてしたたかだからねぇ」

　コーネルの言葉に、シアーズは意外そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「あの男は、研究しか頭にないのか、昇しよう進しんに熱心なのかよくわからないところがあります」

「いやいや、彼は意外に周りが見えてるよ。昇進にしたって、自分の研究に必要だと思えば取り組むんだろう。本来、研究室がこの時期忙いそがしいのは、表向きの式典と七聖守護物ザインタリスマン礼賛の儀と両方があるからだ。でも、結局フロスト君を一時的に引き抜ぬくことで仕事はこなして、自分の思うように事を進めているからね」

　配属異動になったはずのダリウスが、研究室の業務へと引っ張られた理由には、そうした事態も絡からんでいたらしい。

「でも、どうして、トリニックまでミッドパレスに……？」

「どうだろうねぇ、我々とは違う目的があるんだろうけど、以前から調査にいく必要があるってことで申しん請せいを出していたようだ。でも、あの男はなんだか蝙蝠こうもりっぽくて苦手だなぁ……」

　憂ゆう鬱うつそうなコーネルの言葉に、シアーズも大いに同意を示してうなずく。

「でも、とにかくシアーズ君が聞いたっていう少年たちの言葉について、現地についたら僕の方でもさぐってみよう。それまで七聖府ザインで聴ちよう取しゆがあっても、あまり口を割りすぎないでくれるかな。気づいたら、『立ち入り禁止区域に立ってました』なんてオチにもなりかねないしね」

　部下に事実隠いんぺいを示し唆さするなど、褒ほめられたことではない。

　しかし自分がいない間の七聖府上層部の動きが読めないいま、シアーズが危険にさらされることがあってはいけないのだ。

「室長……」

「とにかく、君は十分に療りよう養ようして現場復帰することがいまの仕事。そしたら、僕もお土産みやげ持って帰ってくるからさ」

　不安そうなシアーズをなだめるようにして、コーネルは病室をあとにする。

　だが廊ろう下かへとでたコーネルは、やや不安そうに治ち療りよう院の天井を見つめた。

「……しかし、僕があの子たちの引いん率そつねぇ……大だい丈じよう夫ぶかな。一番自信ないところかもねぇ」

　コーネルはぶつぶつともらしつつ、このあと控ひかえる対策室による派遣調査に不安を隠かくしきれなかった。
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　アイリたちは再び、荷物をまとめて早朝から駅の構内にいた。

　シアーズが怪我けがを負ってからまもなく、ミッドパレスへの派遣調査許可が下りたのだ。

　そのことを思うと、アイリはコゲツが夢にまであらわれて告げた、『招待状』という言葉が気になった。

　──あの人は、私をミッドパレスへ呼びたがってるの？

　妙みような呪まじないや、創立記念での騒動があったが、こうして振り返ってみるとすべてはコゲツが狙ねらい企たくらんでいたことにも思える。

　アイリはぞくりと背中が寒くなった。きまぐれなだけに思えていたコゲツの言動には、ひょっとするとはじめから目的があったのかもしれないのだ。

　だが、今回のミッドパレスへの派遣は、七聖府ザイン上層部が決定した任務のひとつだ。

　──そうよ、いくらコゲツだって、七聖府の決定にまで関わってるはずないんだし。

　さらに今回はミッドパレスの七聖守護物ザインタリスマンの検査と状況確かく認にんのためにと、研究室の室長であるエルヴィン・トリニックまで同行するらしい。

　それを知ったときのダリウスのいやがり具合ときたら、人は無言であれだけ怒いかりに包まれることができるのかと、アイリも震ふるえあがったほどだ。

　シアーズの現場復帰に時間がかかるというのも心配だったが、現場にコーネル室長が同行するというのも初めてのことだけに興味があった。

「……荷物がかさばるな」

　アイリの隣に立つハイヅカがぼそっともらした。その表情は、気のせいかややぎこちない。

　ミッドパレスは、多くの人にとって特別な場所だ。

　十五年前の災さい厄やく以来、人の行き来は制限され、復興や議会に関わる人物たちだけが中と外をつないでいる。

　ハイヅカにとっては、心に重い記憶のある故郷でもあり、アイリにとっても両親を失った場所なのだ。

　そんなふたりの下にまだ半分寝ねぼけているような表情のアダムが、ゴロゴロとトランクを転がしてあらわれる。

「おはようございます、サイクスさん。……今朝はベルトとボタンは完かん璧ぺきですけど、外套オーバーコートがまるっと裏返しですよ」

　アイリは非常に残念な人をみる視線をサイクスに向けて手荷物をあずかると、本人が外套を着直すのをじっと見守る。

　──そっか、主任がいないから、この先私がサイクスさんの着き替がえを見張ってないと……

　すると前方からガチャガチャ音をたてて、近づいてくる人ひと影かげがある。

「ダリウスさん!?」

　やってきたダリウスは、車輪のついた大きなトランクを転がし、自らの体にも斜ななめがけにした大きなバッグを左右にそれぞれぶらさげている。

「……大荷物ですね」

　啞あ然ぜんとするアイリの前に、鞄かばんのひとつをどさりとおろして、ダリウスは息をついた。

「誰だれのせいだと思ってるのかな。まったく、この忙しいなかどれだけ人を働かせるつもりなんだ君は」

　腹立たしげに口にすると、ダリウスはその場で鞄からみたこともないものを取り出した。

　それは布地ばりの小箱で、ふたが開かれると中が全面鏡張りになっているのがわかる。

　そこから複雑に絡み合った色とりどりの紐ひもをダリウスが手にすると、紐の先には色の違う石がそれぞれついているのが見えた。

「え、まさかそれ」

　アイリはその小箱がなんであるかを察して、しまったと慌あわてたものの、いまさらいいわけもできない。

「まったく、ただでさえややこしい君たち相棒パートナーの呪いをすっきりさせとかないと、この先ミッドパレスでの仕事にも支障があるだろう」

　まずい。それは非常にまずいと感じて、アイリは一歩あとずさった。

「いや、その呪いってやつなんですけど……ちょ、ハイヅカさん!?」

　なんとか説明してもらえないだろうかと、すがる思いで隣となりをみると、薄はく情じようにもハイヅカはすでに列車に乗り込もうと背を向けて歩き出している。

「あの……ダリウスさん、せっかくのお気持ちとご協力には非常に感謝するんですけど──ひゃっ」

　アイリは腕うでをつかまれると、ダリウスによって有う無むをいわせず左手首に紐を巻き付けられた。

　器用にブレスレットを避よけて、紐を結んだダリウスの自信たっぷりだった表情が、突とつ然ぜんぴしりと固まる。

「あのさ、アイリ」

「は……はいぃ？」

　思わず声がうらがえるアイリに、ダリウスがひきつった顔で首を傾かしげる。

「この装置はだよ。呪まじないの効果を察知すると、紐の結びに変化がでて石の色がかわるんだ。で、それを紐の先にあるこの箱が取り込み、鏡から鏡へと反転させて……」

「ははぁ……」

　延々とつづくダリウスの講こう釈しやくによると、ここへ吸い寄せられた呪いはその効果を永遠に反転しつづける形で鏡張りの小箱に封ふうじ込められるらしい。

「で、さっきからまるで変化がないんだよね。僕ともあろうほどの人間が作った装置に、誤作動とかあるはずもないんだけど」

「そ……そうですよね。ダリウスさん作ですもんねー」

　視線を明後日あさつての方に向けながら、アイリは乾かわいた笑え顔がおでうなずいてみせる。

　それは間違いないだろう。創立記念日の記念品であの騒そう動どうを収めたことからも、ダリウスの作るものの効果は確かだ。

　なにより、いまアイリ自身から呪いの気配を探知しないことが、その証しよう拠こでもある。

「……ってことは、つまり呪いが解けてるってことで、解けてるってことは……方法はひとつしかないわけで、君からかハイヅカからか、つまり、キスを……」

　呪いの結末になにがあったか察したらしいダリウスは、わななく手でアイリの手首にある紐をぐいぐいと締しめあげてしまう。

「いだいっ！　ダリウスさん痛いってば。締めすぎ、手首がどうにかなっちゃいますから！」

　アイリは涙なみだ目めになりつつも、自分が報告しなかったせいで疲つかれているダリウスにさらに仕事をさせてしまったことをわびた。

　だがそれも聞こえているのかどうか、どこかうつろな表情で、ダリウスはひとりぶつぶついいながら、荷物を引きずって列車に乗り込んでいく。

「はぁ……しまった。悪いことしちゃった。……でも、いちいち報告するのもなんか気き恥はずかしかったから」

　呪いを解くことでハイヅカとの関係が気まずくなるのではという心配は、幸い杞き憂ゆうに終わった。

　いまのところ、これまでと変わらず一いつ緒しよに食事をとり、職場へ通うときには軽口も叩たたく。

　以前と変わらぬ生活がつづいていることで、アイリはどこかほっとする気持ちもあった。

　──ハイヅカさんにとっちゃ、ああいうことって珍めずらしくもないのかな。思えば最初にすごいからかいかたもされたし……

　そのことを気にすると、今度は自分の気持ちが不ふ愉ゆ快かいにざわめくので、アイリもいまは深く考えないことにしていた。

　ハイヅカと一緒にいられる時間を、これまでより少しだけ心待ちにしている自分の本音も一緒にだ。

「さ、もう出発かな」

　アイリは自分もトランクを転がして列車に乗り込む。

　主任であるシアーズが一緒でないことが少し心細かったが、いまはただ早く復帰できるよう願うばかりだ。

　なんとか全員が列車に乗り込むと、対策室の人員が座る座席からもっとも離はなれた場所に、むっつりとした顔つきの男が座っている。

　旅装なのか、くすんだ灰色のコートを着たままのエルヴィン・トリニックだ。

　今日はちらっともこちらに視線を向けることなく、手にした書類に目を落としている。

　そのせいでアイリの隣に座るダリウスからは、いまもぴりぴりした空気がただよっていた。

　──ダリウスさんもああいってたし、トリニックさんに近寄るつもりはないけど。どうして私の父さんのこと、知ってたのかは気になる。ウィッカの予言に関かかわる研究ってどういうことなんだろう……

　トリニックに声をかけられて以来、彼が口にした研究のことや、亡なくなった両親のことを考えることが増えた。

　これまでアイリの両親は、外務省の仕事でミッドパレスを訪おとずれていて、偶ぐう然ぜん事件に巻きこまれたのだと思ってきた。

　しかし、トリニックがいうようなウィッカに関わるなにかに、両親は関係していたのだろうか。

　──この先、ミッドパレスへいけばなにか手がかりがみつかる？

　ついそんなことを考えているうちに、アイリはひとり離れて座るトリニックに視線を向けていたらしい。

　いつの間に顔をあげていたのか、トリニックも榛はしばみ色いろの瞳ひとみをじっとこちらに向けていることに気づいた。互いの視線がぶつかるとまるでアイリの考えを読み取ったかのように、かすかにうなずき返される。

　どことなくその表情が怖こわいものに思えて、アイリはぱっと目をそらした。

　隣に座っているダリウスは、やはりまだ不ふ機き嫌げんそうに窓の外に視線をやったままだ。

　──ダリウスさんがいうとおり、トリニックさんに妄もう想そう家みたいなところがあったとしても、研究室の室長だっていうならその研究に根こん拠きよはあるはず。

　それに……と、アイリは斜め向かいに座っているコーネル室長の足あし下もとに視線を落とした。

　──室長が私の父さんと同期だったからって、必ずしもふたりが知り合いだとは限らないよね。コーネル室長は私の入省書類をみてるんだし、知り合いだったなら気づいたはず……。でも、そっか。室長と父さんが同期だったっていうなら、生きていればこのぐらいなのかぁ……

　いろいろと考えるうちに、アイリはコーネル室長を凝ぎよう視ししていたらしい。

「なんだい、イスフェルド君。僕の顔をじっとみたりして」

「い、いいえ。なんでも……すみません」

　慌てて手を振ふり、アイリは苦く笑しようする。

　これまでは上司としてしかコーネル室長をみたことはなかったが、自分の両親のことを思うとどこか不思議な気持ちにもなる。

　──今度、室長にも両親のこと聞いてみるべきかな……

　アイリは黙だまって列車に揺ゆられているうちに、とろとろと眠ねむ気けに襲おそわれた。

　朝も早かったせいか、気づけば列車の振しん動どうの心ここ地ちよさに、いつのまにか眠ねむってしまっていたようだ。

　はっと顔をあげると、視線の先、反対側の座席の列にハイヅカが座っているのが見える。

　アイリが眠ってしまう前には、ハイヅカもうつむいて眠っているように見えたが、いまはもう目を覚ましているようだ。

　その視線がなにかいいたげにこちらを見ていることに気づき、アイリは首をかしげてみせる。

　するとハイヅカはアイリを指さしてから、自分の口元を示すと、「あり得ない」というように手を横に振り顔をしかめてみせた。

「え……？　あぁ、ヨダレ？……って、ついてませんよ！」

　一いつ瞬しゆん本気で焦あせって口元をぬぐったアイリは、小声で言い返すと席を立った。

　ハイヅカのいる座席までいくと、鋭するどい銀灰の瞳がアイリを見上げる。

「なんです、自分だってさっきまで寝ねてたくせに」

「サイクスなんて、すごい姿勢でいまも眠りの国だけどな」

　言われてハイヅカの後ろの座席を見ると、列車内に持ちこんだ荷物に半ば顔を埋うずめるようにしてアダムが熟じゆく睡すいしている。

　勢いのあるうつぶせの姿勢に、果たして呼吸はできているのだろうかと心配になるほどだ。

「うーん、あれなら寝ね癖ぐせはつかないかもですけど、顔に相当残念な寝ね跡あとがつきそうです」

　自分はシアーズのように、きちんとアダムの身だしなみに目を配りきれるだろうかとアイリが不安になっていると、ぐいっと手を引かれ気づけばハイヅカの座席の向かいに座らされている。

「座れば？」

「座ってて欲しいなら、そういったらいいじゃないですか」

　素す直なおに言えばいいのにと思いつつも、アイリは少し嬉しくもあった。

　移動中はほとんどひとりで眠っているハイヅカが、近くに人を座らせるとは珍しいこともあるものだ。

　ただその表情が、微び妙みように憂ゆう鬱うつそうな色を帯びているのを見ると、ひょっとしてハイヅカは最初から眠っていなかったのかもしれないと気づいた。

　窓の外の景色からは建物や人の生活する気配がどんどん消え、見慣れぬ灰色の空が広がっていく。

　──そうか、この列車が到とう着ちやくするのはミッドパレス。ハイヅカさんの故郷なんだ。

　ハイヅカも故郷に対しては、複雑な記き憶おくや思いが多くあるはずだ。

　互たがいにこの先に待つものを思えば心細くもあったが、いまは相棒パートナーであるハイヅカと一緒にいられることがアイリの強い支えになっていた。

「ハイヅカさん寝ててもいいですよ。ついたら起こしてあげますから、あとヨダレがひどくなっても起こしてあげます」

　アイリはそういって、ハイヅカの隣となりに席を移す。なにか言い返されるかと思ったが、意外にもハイヅカは素直にすっとまぶたを閉とざした。

　その横顔を少しだけ眺ながめたあと、窓の外の風景にハイヅカが心を惑まどわされないよう、アイリは挑いどむように曇くもり空をじっとみつめた。







　あとがき




　おかげさまで、本作も三冊目を発表させていただけました。

　ありがとうございます、月本ナシオです。

　この本が出るのは春。昨年は、その季節からちょい後に鼻がぐずつくようになってきました。

　一応予防対策をしてみようと、一年がかりでサプリを飲んだりしてきましたが、果たしてその効果やいかに!?




　そんな春はる爛らん漫まんな今回は、表紙がすごいことになっております！

　薄葉先生の神かみ業わざともいうべき、華はな々ばなしいカバーイラストにみとれ「は、これってもしかして最終巻!?　もうアイリは嫁よめにいっちゃえばいいと思う！」という錯さつ覚かくに陥おちいるほど素す晴ばらしい。

　もちろん本文をお読みいただいた読者様には、まだ完結巻でないことはご存じいただいているかと……あの、まだつづきますので続刊もぜひ！（あわあわ）




　前作二冊目の発売時には、タイトルにあった『初恋』という言葉にがっかりさせてしまったかもとビクビクしておりましたが、皆みな様さまとてもおやさしく「ハイヅカじゃ、しょうがない」という、同情と納なつ得とくの感想をいただけたりしました。ありがとうございます！

　お手紙やアンケートでいただける皆様の感想は大変楽しく、いつもでっかくやる気をいただいているのです！

　三冊目の今回は、内容的にはわりとお祭りテイストな一作でしょうか。

　相棒なふたりにもラブめな展開が起きたりもして、にぎやかな感じとなっております。

　少しだけ室長の昔に触ふれてみたり、周辺キャラにもスポットが当たってまいりました。

　次巻でももう少し、いろんな光を当ててゆきたいところです。

　そして次は出張対策室みたいになりそうなので、どんな旅になるのやら。




　このシリーズを始めてから、やはりタロットの本を見ることが多くなったわけですが、じつは私、一度もタロットで占うらなってもらったことがないのです。

　そこで昨年、友人たちとの集つどいに占いイベントを組みこませてもらったりして、いってきましたよタロット占いに。

　町屋カフェにもなっている占いのお店で、色んな占いをされる占せん術じゆつ師しさんがいるところなのですが、雰ふん囲い気きもとても良かったです。

　そこで使われていたのはダ・ヴィンチ・タロットというデッキでした。

　これはダ・ヴィンチの素そ描びようを使った綺き麗れいなカードで、四大元素がベースに入っている、大アルカナと小アルカナがあるものです。

　カードの図ず柄がらや解かい釈しやくにも、独特のアレンジがあるような雰囲気。

　もちろん本作のアイリとはまったく違ちがい、プロフェッショナルな占術師さんなので、とても複雑なカード展開で占ってもらえて大満足です！

　そしてもちろん相談内容は、恋こい占うらないなどではなくお仕事についてという、お約束な感じだったのですが……。

　結果、とても前向きになれる結果と指針をもらいまして、タロット占いがどういう効果のものなのか、身を以もつて実感してきた次し第だいです。

　なにかの答えを当てるというよりは、答えを探すための道しるべをもらうって印象でしょうか。きっとこれは占われる人の状じよう況きようとか、内容にもよるんでしょうね。




　さて、原げん稿こうにおいても答えを探して迷いがちな作者ですが、「フォーチュン・オブ・ウィッカ」の続刊は、さらに盛り上げていきたいところです！

　ここにいたるまで、へにゃりがちな作者に、楽しい合いの手とストライクなサポートをくださる担当様、ならびに編集部の皆様。細やかに目を配ってくださる校正様、制作に関かかわってくださる方々にいつも感謝しております。

　そして華やかかつ格好いい、ときめき満まん載さいのイラストを描えがいてくださる薄葉先生の本文イラストも楽しみでなりません！




　なによりありがとうございますの読者様にも、物語の時間が楽しいものとなるよう願っております。ぜひここが楽しかった、もしくは誰だれそれのなにが知りたいなどなど、感想をお聞かせいただけると嬉うれしいです。

　春といえば、新しい出会いや別れもありますね。

　環かん境きようの変化も多い時期ですが、皆様に良い出会いがありますように。
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